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序文

千葉県の主要地方道成田松尾線建設事業は、道路整備により計画された事業で、当該計画地

は北総台地を縦断しており、古くから多くの遺跡が所在することで知られております。

このため、千葉県教育委員会では、遺跡の分布調査を実施し、その取扱いについて土木部を

はじめ関係諸機関と協議を重ねてまいりました。

その結果、工事区域内に所在する遺跡については、止むを得ず記録保存の措置を講ずること

で協議が整いました。

昭和53年度に発掘調査を実施した小池麻生遺跡 ・小池向台遺跡は、きわめて限定された調

査範囲でしたが、縄文時代から古墳 ・奈良・平安時代に至るまでの遺構が確認され、当該期の

人々の生活を知る上で欠くことのできない貴重な遺構 ・遺物を検出することができました。

これらの資料は教育資料あるいは文化財保護普及のための資料として広〈活用きれることを

期待しております。

最後に、発掘調査から整理に至るまで多大な御協力、御指導をいただきました千葉県土木部、

千葉県成田土木事務所、千葉県教育庁文化課をはじめ、関係諸機関に感謝の意を表わすととも

に発掘調査、整理に協力された調査補助員の皆様に厚〈御礼申し上げます。

昭和58年 3月

財団法人 千葉県文化財センター

理事長今井正



例 日

1.本書は、主要地方道成田松尾線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。遺跡コード

番号は、小池麻生遺跡を409-001、小池向台遺跡を409-002とした。

2.発掘調査は、昭和53年 4月1日から10月23日まで実施した。整理作業は、昭和57年度事業

とし、千葉県教育委員会の指導のもとに、千葉県土木部道路建設課との委託契約に基づいて、

財団法人千葉県文化財センターが実施したものである。

3.作業の分担は、発掘調査を折原 繁・寓崎博昭が担当した。整理作業及び報告書刊行作業

は、高崎博昭 ・奥田正彦 ・伊藤智樹が共同であたり、班長斎木l勝が加筆 ・補正し、編集した。

4.本書の執筆は、以下のように分担した。

高崎 第I章第 1節、第II章第 1・第2・第3節、第III章第 1・第2・第3節、第N章第

l節。

奥田 第I章第2節、第II章第4節l項、第III章第4節。第W守L第1・第2節。

伊藤第II章第4節。

5.発掘調査から本書の刊行に至るまで、下記諸機関・諸氏の御指導 ・御協力を賜わり、深く

謝意を表わす次第であります。

千葉県教育庁文化課 ・千葉県土木部道路建設課・千葉県成田土木事務所 ・千葉県山武土

木事務所 ・芝山町教育委員会 ・山武考古学研究所・成東警察署 ・折原 繁 ・杉山晋作 ・越

川敏夫 ・地元諸氏。

6.現場発掘調査にあたり、酷暑の中、調査に従事して頂いた調査補助員の方々及び室内整理

作業にあたって頂いた調査補助員の方々には、終始調査に対する御協力を頂き感謝致します。



凡例

1 .本書中における各遺跡の遺構・遺物番号は、現場作業において使用したものをそのまま使

用している。

2.方位は座標北を示す。

3.本書で使用した地形図は国土地理院著作発行の5万分の l地形図(Nl-54-19-1Q・昭和

53年6月)である。

4.遺構と遺物の実測図は、下記の縮尺で統ーしている。

住居跡括、カマド泊、柱穴群~、土器河、( 1部兄、!.(を使用)拓影図好、石

器M、鉄器 M、鉄器兄、土製品 M。
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第 I章総 説

第 1節調査の経緯

|項調査に至る経過

主要地方道成田松尾線は、千葉県土木部道路建設課が千業県東部地区に建設を進めている総

延長約7.58kmに及ぶ道路改良事業の一貫として計画されたものである。この地方道の建設は、

空港騒音の彬響を受ける北総南部地域と空港及び九十九里沿岸地域を直結する唯一の幹線道路

として、地域開発の推進を目的としたものである。

道路が計画されたこの地域は、高谷川・木戸川 ・栗山川などの流域に沿って、古くから埋蔵

文化財が山富に所在する地域でもあった。千葉県土木部より道路建設に先立ち、路線内に所

在する埋蔵文化財の有無について照会があった。千業県教育委員会では、現地踏査を実施し、

対象面積10万m'以上 ・発掘調査による記録保存を要するもの30数か所を確認し、千葉県土木部

と慎重な協議を重ねた。

その結果、昭和52年12月に両者の問で「主要地方道成田松尾線の建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査に関する協定」が締結され、路線敷内に所在する埋蔵文化財について、記録保存の措置がと

られることとなった。千葉県教育委員会から記録保存のための発掘調査を実施する機関として、

財団法人千葉県文化財センターが指定を受けた。これに基づき昭和53年 4月、千葉県土木部と

千葉県文化財センターとの間で発掘調査の委託契約がとり交わされ、発掘調査カ、実施される運

びとなった。

2項 主要地方道成田松尾線の概要

主要地方道成田松尾線は、千葉県成田市を通る国道51号線から分岐した新東京国際空港南側

の山武郡芝山町大里を起点とし、樹枝状に広がる北総台，地を南東に南下する。芝山中学校付近

を経て一本松に於て、地方道成田松尾線に連結し、さらに北総台地を南下し、芝山町高田に入

る。小池麻生・小池地蔵を通過し、横芝町境界に接した芝山町小池に至る総延長7.58kmのバイ

パス道路である。

1 -
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-区間及び延長

千葉県・芝山町大里~芝山町小池に至る。

1.51km 2.10km 3.97km 

総延長 7.58km 

基本計画
全長ニ7，580m

53-63年 道路幅=25m-14m 

工事計画 54-55年本工事=1， 199m 

整備計画 56年~ 用地買収・調査

。道路幅員構成

14.00m 

6.50m 

(車道)

3項調査の組織

昭和53年度、当千葉県文化財センターでは主要地方道成田松尾線の発掘調査及び整理作業等

について、下記の通り組織編成された。

昭和53年度

4月1日付で、千葉県土木部と主要地方道成田松尾線に係る埋蔵文化財発掘調査の委託契約

を締結し、調査部第四班(班長杉山晋作、調査員 2名)が担当となった。調査地内は芝山町

及び横芝町である。調査対象総面積10，894m'を示す。

小池麻生遺跡 (409-001)芝山町小池麻生2，503他 3，500m' (4月1日-9月20日)

小池向台遺跡 (409-002)芝山町小池字向台155他 1，700m' (9月20日-10月23日)

鯉ヶ窪遺跡 (408-001)横芝町鯉ヶ窪1.437-1他 5，694m'・古墳3基(10月23日-3月

31日)

調査部長西野元

班 長杉山晋作
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調査研究員折原繁

調査研究員 蔦崎博昭

昭和54年度

第 l節調査の経緯

千葉県土木部と委託契約を締結し、調査部第四班(班長 杉山晋作・調査員 2名)が担当となっ

た。調査地内は横芝町及び芝山町である。調査対象総面積は11，600ぼである。中台貝塚はバイ

パス道路進入路に伴う発掘調査であった。

遠山天の作遺跡 (408-002)横芝町遠山字天の作294-1他 2，100m' (4月1日-6月9日)

小池新林遺跡(409-003)芝山町小池字新林937他 1，400m' ( 6月10日-8月1日)

小池地蔵遺跡 (409-004)芝山町小池字地蔵876-1他 2，400m' (8月2日-10月31日)

中台貝塚(408-003)横芝町中台字宮台1，362-1他 1，700m' (11月1日-2月20日)

中台柿谷遺跡 (408-004)横芝町中台字柿谷123-2他 4，200m' (1月14日-3月31日)

調査部長白石竹雄

班 長杉山晋作

調査研究員折原繁

調査研究員 高崎博昭

昭和田年度

4月1日付で、再ぴ千葉県土木部と委託契約を締結し、調査部第六班(班長斎木 勝、調

査員 3名)が担当となった。調査地内は芝山町である。調査対象総面積14，480m'(確認調査63

80m')馬土手25mであった。

上宿遺跡(409-012)芝山町岩山字上宿1，737-2他 14，400m'のうち2，880m'の確認調査(

6月1日-8月31日)4，000m'の本調査(9月1日-11月30日)

柳谷遺跡 (409一013)芝山町大里字柳谷32-1他2，500m'・馬土手25m(11月15日-1月31日)

小池元高田遺跡 (409一010)芝山町小池元高田字向台1，584他 3，500m'のうち1，500m'の本調

査(3月1日-3月31日)

調査部長 白石竹雄

調査部長補佐 天野努

班長 斎木勝

主任調査研究員 高崎博昭

調査研究員 奥田正彦

調査研究員 榊原弘二 (10月1日より)
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第 I章総説

昭和57年度

千葉県土木部と委託契約を締結し、調査部第六班(班長 斎木 勝、調査員3名)が担当となっ

た。前年度より引き続き小池元高田遺跡を業務とし、整理作業及び報告書刊行作業を実施した。

調査地内は芝山町である。調査対象総面積7，180m'。

小池元高田遺跡 (409-010)芝山町小池元高田字向台1，584他2，000m'(4月1日-5月31日)

井森戸遺跡 (409一014)芝山町岩山字井森戸134-}他 5，000m' (8月1日-11月30日)

上宿遺跡 (409-012)芝山町岩山字下宿1，699-1他確認調査180m'(1月4日-1月31日)

昭和53年度調査分の整理作業及び報告書の刊行作業。

小池麻生遺跡 (409-001)芝山町小池麻生2，503他(4月1日-3月31日)

小池向台遺跡 (409一002)芝山町小池字向台155他 (6月1日-3月31日)

調査部長 白石竹雄

調査部長補佐 岡川宏道

班 長 斎木勝

主任調査研究員 高崎博昭

調査研究員 奥田正彦

調査研究員 伊藤智樹

以上のような組織が編成きれ、発掘調査及び報告書刊行作業が続いている。

第2節地理と環境

芝山町は千葉県の北東部に位置し、地形的には、下総台地の南東部になる。下総台地南東

部では、九十九里海岸へ流れ出る各河川の侵食により、複雑な地形を示している。木戸川、高

谷川のような南東へ流れる河川に沿って台地がならび 各台地から河川に向って細長く樹枝状

に舌状台地がのびている。標高は30-40mで、台地上はほぼ平坦で、ある。第 2、3、4図のよ

うに台地の平坦部には、ほとんど全域といってよいほど遺跡が確認されている。とくに芝山町

南部には古墳が多く、発掘調査も古墳を中心に行われてきた。過去の発掘の主なものは次表の
(1) 

通りである。
(2) 

小池麻生、小池向台の両遺跡も木戸川に向つてのびる舌状台地上にある。

註

( 1 )周辺地形図、芝山町遺跡分布図、遺跡表の作成にあたり、下記の文献を参考にした0

・周辺地形図(第 1図)

『芝山町の遺跡』芝山町教育委員会 1982 
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第 I章総説 表1 遺跡表

No. 遺跡名 年調査度 文 献 備 考

1 小池麻生 53 本 書

2 小池向台 53 本 書

3 相P 谷 56 包蔵地。馬土手。近世。炭窯3基。溝2条。土境 1基。

(財)千葉県文化財センター。

4 井森戸 57 集落社。包蔵地。縄文、古墳時代。住居跡3軒。

(財)千葉県文化財センター。

5 上 宿 56 集落社。・包蔵地。先工器、縄文、古墳時代。近世。住居跡l

軒。炭窯5基。溝2条。(財)千葉県文化財センター。

6 循ノ堤 52 『山武猪ノ堤遺跡」猪ノ 集落祉。古墳時代。住居跡3軒。

堤跡発掘調査団 1978

7 小池地蔵 54 集落社。古墳、奈良、平安時代。住居跡22軒。溝1条。

(財)千葉県文化財センター。

8 小池新林 54 集落祉。古墳、奈良、平安時代。住居跡11軒。

(財)千葉県文化財センター。

9 小池元高田 56 集落社。包蔵地。縄文、古墳、奈良、平安時代。ユニット l

か所。住居跡11軒。掘立柱建物跡2棟。

(財)千葉県文化財センタ一。

10 鯉ヶ窪 53 古墳3基。 (財)千葉県文化財センター。

11 鯉ヶ窪 53 包蔵地。縄文、古墳時代。 {財)千葉県文化財センター。

12 中台柿谷 54 包蔵地。古墳時代。 (財)千葉県文化財センター。

13 中台員塚 47 近世。炭窯跡。 芝山はにわ博物館。

54 貝塚、集落社。先土器、縄文時代。土壌200基。住居跡1軒。|

(財)千葉県文化財センター。

14 遠山天ノ作 54 包蔵地。先土器、縄文時代。 (財)千葉県文化財センター。

15 大 里 54 包蔵地。古墳、奈良、平安時代。近世。溝2条。土横2基。

ピット 4基。炭窯l基。 (財)千葉県文化財センター。

16 後図台 55 包蔵地。先土器、縄文、古墳、奈良、平安時代。中近世。石

器集中地 1か所。住居跡5軒。土境4基。溝2条。

(財)千葉県文化財センタ一。

17 南三里塚祖神 57 包蔵地。馬土手。縄文時代。近世。

(財)千葉県文化財センター。
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第 2節地理と環境

No 遺跡名 調年査度 文 献 {庸 考

18 中本 52 『成田用水』林遺跡調査 集落社。先土器、縄文、古墳、平安時代。住居跡8軒。土境

会 1979 20基。掘立4棟。多古町林遺跡調査会。

53 集落主止。平安時代。住居跡 l軒。溝2条。林遺跡発掘調査会。

54 集落祉。古墳、奈良、平安時代。住居跡。土壊。溝。多古町

林遺跡調査会。

19 上吹入 52 『成田用水』上吹入調査 集落社。古墳時代。住居跡5軒。溝4条。

会 1979

20 山田古墳群 37 「千葉県芝山町山田古 古墳。古墳時代。円墳3基。墳形不明 1基。

墳群調査報告J~金鈴』

17 早稲田大学考古学

研究会 1963 

55 『山田・宝馬古墳群」山 古f氏。古墳時代。前方後円墳l基。円墳1基。形象埴輪。

田古墳群遺跡調査会

1982 

21 宝馬古墳 52 『宝馬古墳発掘調査概 前方後円墳 1基。形象埴輪。

報』宝馬古墳発掘調査

会 1979

22 大台西 52 「成田用水』大台西遺跡 集落祉。古墳時代。住居跡14軒。溝2条。製鉄遺構。

調査会 1979

23 { 邑 門 48 『宮門』山武考古学研究 集落社。縄文、古墳時代。住居跡10軒。炉穴 2基。 j馨2条。

会 1974

24 高田権現 52 「成田用水』高田権現泣 塚群。中世。塚41基。

跡調査会 1979

25 小池麻生 50 『小池麻生遺跡』山武考 集落祉。縦文、古墳時代。住居跡13軒。

古学研究会 1976

26 j青7)(台No.1 53 r i青水台No.1遺跡発掘 集落祉。縄文、古墳、奈良、平安時代。住居跡17軒。
調査報告』清水台No.1

遺跡発掘調査会 1980 

清水台No.2 53 『清水台.:=.t夏遺跡確認 包含地。縄文時代。
調査概報」清水台、三

榎遺跡発掘調査会1978

27 小池台 44 『千葉県山武郡芝山町 包含地。縄文時代。

小池台遺跡調査 第一

次概報』芝山町教育委

員会 1970
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第 I章総説

No. 遺跡名
調査

文 献 t庸 考
年度

28 新 起 55 『東京電力送電鉄塔建 集落祉。古墳時代。住居跡1軒。土墳3基。

設事業地内埋蔵文化財

発掘調査報告書』山武

考古学研究所 1981 

29 小池大塚 41 前方後円墳。調査者、滝口宏、中村恵次、市毛勲。

30 芝山古墳群 31 「千葉県芝山古墳群調 前方後円墳 2基(殿塚、姫塚)、形象埴輪。

査速報」

『古代』第19・20号早稲

回大学考古学会

1956 

31 船越桔梗地 52 集落社。古墳~平安時代。住居跡33軒。土墳127基。ピット

3か所。溝2条。船越桔梗地遺跡調査会。

32 催国台 51 集落祉。縄文、古墳時代。住居跡l軒。催国台遺跡発掘調

査団。

52 集落社。縄文、古墳、奈良、平安時代。住居跡12軒。土境

66基。溝2条。牛尾健田遺跡調査会。

33 境 No.l 54 『境遺跡発掘調査第 I 包蔵地。古墳時代。境遺跡発掘調査会。

II地点』同調査会

1979 

No.2 54 向上 員塚。包蔵地。縄文時代。住居跡、l軒。土境13基。ピット 13

基。溝2条。境遺跡発堀調査会。

No.3 54 「境遺跡発堀調査報告 包含地。縄文~古墳時代。溝l条。境遺跡発堀調査会。

書第3・4・5:1也点』

同調査会 1979

No.4 54 同上 包含地。縄文~古墳時代。溝l条。境遺跡発堀調査会。

No.5 54 同上 包含地。縄文~古墳時代。溝l条。境遺跡発掘調査会。

34 殿 音E 回 47 集落土止。縄文、古墳時代。住居跡23軒。芝山町教育委員会。

35 殿部困古墳第l次 47 前方後円墳 1基。

第2次 47 前方後円墳 l基。

殿部回 l号境 50 前方後円墳。円筒埴輪。形象埴輪。芝山はにわ博物館。

36 牛熊貝塚 29 包含層。縄文時代(中期~後期)。慶応義塾大学考古学研究室l

37 姥 山 35 包含層。縄文時代(晩期)。清水潤三。慶応義塾大学学生。

38 縄文時代(晩期)。慶応義塾大学考古学研究室。

42 包含層。縄文時代(晩期)。慶応義塾大学考古判庁究室。
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第 2節地理と環境

密室雪縄文時代の遺跡 。 2km 

第2図 芝山町遺跡分布図(1)(1/62，500)
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第 I章総説

盤塁塁古墳時代の遺跡

。 2km 

第3図芝山町遺跡分布図(2)(1/62，500)

nv 



慶喜雪奈良・平安時代
の遺跡

第2節地理と環境

圏中近世の遺跡 L 2km 
ニゴ

第4図芝山町遺跡、分布図(3)(1/62，500) 
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第 I章総説

「千葉県多古町埋蔵文化財分布地図」多古町教育委員会 1981 

・芝山町遺跡分布図(第 2図~第4図)

『芝山町の遺跡」芝山町教育委員会 1982 

なお、分布図上で横線のスクリーントーンの部分は、標高30m以下の地域である。

.遺跡表(表 1) 

「日本考古学年報』昭和27、28、i29、31、34、35、41、42年度 日本考古学協会

『千葉県埋蔵文化財発掘調査矧』昭和47、錦、札臥 51、仏民 54、昨度

千葉県教育庁文化課

( 2)芝山町の所在する台地はJ東側と西側とで舌状台地の発達が異なっている。白井哲之氏は、舌

状台地を形成する侵食谷を 5つ内型に分類している。氏の分類によると、芝山町小池付近は、東側に

B型 西側航枇にこ

B型は現在でで、もf侵受食カが、さカか通んでで、あl暗る。この違いが、舌状台地の発達の差の一因になったと思われる。

白井哲之「下総台地の侵食谷についての若干の考察J W房総研究』第14、15集記念号 1977 

q
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第l節遺跡、の位置

第11章小池麻生遺跡

第 1節 遺跡の位置(第 5図・図版 l、 2) 

小池麻生遺跡は、山武郡芝山町小池麻生2，503番地に位置する。北総台地の中央やや東寄り

で、県内でも小寡雨地帯である。三里塚周辺は背稜部を形成しており、利根川水系と太平洋水系

の分水嶺に位置する。太平洋水系としては、台地の南部を高谷川|カ、支谷の流れを集めて栗山川

に合流する。また三里塚付近に源を発する木戸川によリ、肥沃な水団地帯を形成し、さらに九十九

里の低い数条の砂丘を縦断して太平洋に流れている。

本遺跡は、栗山川・木戸川によって開析された樹枝状台地の基部にあたる標高40m前後の平担な

台地上で、南北端にかけて緩やかな傾斜を示す。畑地として利用されておリ、地表面には縄文

土器片や土師器片が密に散布している。遺跡の広がりは、本遺跡台地上周辺をはじめ、小突起状

縁辺部まで所在する。木戸川流域には本遺跡をはじめ、縄文時代中期から古墳・歴史時代の集落
(2) 

跡が存在する。本遺跡はじめ、東側同一台地上に確認された小池麻生遺跡、北側には祭最E遺物
(3) 

を伴なった山武猪ノ堤遺跡がみられる。北側には「挙法文誇」を祭神とした宮門神社が所有ーし、
(4) (5) 

付近より宮門遺跡が確認されている。また、南西方向には、縄文時代後期・晩期の小池台遺跡
(6) 

木戸川流域対岸には、古墳時代鬼高期の集落跡が存在する清水台・三榎遺跡と、調査によって

確認された遺跡は多い。このように、木戸川流域には縄文時代中期から古墳 ・歴史時代を通し

て、大規模な遺跡があることが判明した。

++ヰ
ミ一
四回

( 1) r芝山町の遺跡、』芝山町教育委員会 1982 

( 2 )戸田哲也 ・平岡和夫『小池麻生遺跡』芝山町教育委員会 1976 

( 3 )柿沼修平 ・村山好文『山武猪ノ堤遺跡』猪ノ堤遺跡発掘調査団 1978 

( 4 )平岡和夫他 『宮門』山武考古学会 1974 

( 5 )戸田哲也 ・神山 崇『芝山町小池台遺跡調査』第一次概報 芝山町教育委員会 1970 

( 6 )柿沼修平 ・村山好文『清水台・三榎遺跡確認調査概報」清水台 ・三榎遺跡発掘調査会 1978

柿沼修平 ・村山好文『清水台NO.1 遺跡発掘調査報告~ 1980 

qぺ
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第5図 小池麻生遺跡調査区周辺地形図(1/5，000)



第 2節調査の方法と経過

第 2節 調査の方法と経過

( I )調査の方法

小池麻生遺跡、の本調査は昭和53年 5月15日に開始され、 9月20日をもって終了した。調査対象

地域は、 長さ250m、幅平均14mの道路敷地内に限られたため、道路中心杭を基準にグリ ッド

法を用い、全面発掘を実施した。グリ ッドは第 6図の如く、 20X20mの方形を大発掘区とし、

その中に 2X2mの小発掘区を設定した。大発掘区は、調査区北西側から東へA…C、北西側

から南側へ 1…13とした。小発掘区内の北側左上隅から横に00-09とし、左上隅から下へ00-

90として、原則として99までのグリ ッド番号を使用している。その小発掘区標示をA1-29グ

リッドと標示した。(第6図)

発掘調査にあたっては、調査区に平行する 2m幅のトレンチを20m間隔で掘り下げた。実測

は平板損IJ量を基本とし、一部分遣り方を採用している。また、遺構の密集が予想、きれるので、

J立構検出面より上の遺物はグリ ッド名を使用

A 20m B 

20m 

。。 01 02 03 04 05 06 07 08 09 BI 
10111 

20 22 291 AIー

30 33 

40 44 

50 55 

60 66 

70 77 

80 88 

90 99 

A 2 B 2 2 

。 20m 

第6図 グリッド分割図

29 

し、最後に遺構出土のものと整理した。遺物

によっては、遺構出土の遺物でも相当数がグ

リッド標記となっている。また、このグリッ

ドのラインは道路建設予定中心杭No.292とA

1 -05と対応している。

( 2 )調査の経過

発掘調査は 5月15日から 9月20日まで実施した。南北緩斜面をもった台地上に住居跡の密集

が予想され、北側緩斜面より調査は実施きれた。

5月15日-18日 現地器材を搬入する。地鎮祭終了後、グリ ッド設定作業を行なう。周辺現

地踏査により、土製品・先土器時代の石器片を表採にて採取する。

5月19日-6月13日 トレンチ発掘を行ない、遺構の所在カ、確認される。ローム層上面まで

F
h
d
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第2節調査の方法と経過
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第10図土層図

第 2節調査の方法と経過

40-50cmを測る。

6月14日-7月25日 住居跡の密集が確認され、全面表土剥ぎ

を行なう 。A7・8区にかけて農機具による撹乱が入りこんでおリ、

遺構を削平している。出土遺物は縄文時代中期の阿玉台式土器や

古墳時代後期にかけての土器片が出土している。縦断土層図を作

成する。

7月26日-8月13日 A5-A8区まで確認された遺構の精査。

001号-024号跡まで実施。古墳時代後期から歴史時代にかけての

住居跡が検出された。

8月16日-9月3日 A 9 -A 13区まで確認された遺構の精査。025-032号跡まで実施。夏

の炎天下のため、遺構壁面が乾燥しきり、調査に支障をきたす事もあった。

9月4日-18日 各住居内カマドの実iRIJ及び写真撮影を行なう 。先土器時代検出作業を実施

したが、遺物の出土はみられなかった。

9月19日 発掘完了全景写真撮影を行なう。

9月20日一現場器材を撤収し、次の地点、への移動準備にかかる。現地作業終了する。

( 3 )土層(第10図)

本遺跡は北給、台地中央やや東側に位置し、木戸川の開析する樹枝状台地の基部に所在してい

る。標準層序は、遺跡内の台地中央部やや南側のA10-54グリ ッドの西壁断面において観察し

ている。

I層…黒褐色土 いわゆる耕作土である。約24cmの堆積カ、みられる。遺物包含層。

II層…暗褐色土 全体的に薄〈、 12cm前後の堆積を示す。新期テフラ層を検出する層序である

が、判別できない。

III層…黄褐色土 いわゆるソフトローム層と言われる。約30-40cm程度の厚さを示す立川口一

ム層である。このローム面で遺構の検出を行なう。

W層…黄褐色硬質土 いわゆるハードローム上層で、クラックが発達する。厚さ 15cm。

V層・・・褐色ローム土 ハードロームの硬質土を含む。パミスを含む。厚き25-30cm。

VI層…暗褐色ローム土 やや粘性を呈し、黒色に近い色調を呈する。いわゆる立川ローム第二

黒色帯に比定できる。厚さ約25cm。

刊層…貰褐色ローム土 立川ローム最下層である。粒子は組めで、細かいスコリアを含む。

- 19 
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第 3節遺 構

本遺跡における遺構は、住居跡27軒、土墳1基、柱穴群 2か所である(第 7、8、9図)
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1 暗褐色土 微細なローム粒を若干含む。 5 暗褐色土 黄色粘土及び灰黒色土を含む。

2 暗褐色土 焼土粒子を含む、下層方には焼土ブ6 茶褐色土 大粒のローム粒子を多く含む。
'~ 

ロック混入する。 7 掲色土 ローム粒少量含み、軟質である。

3 黒褐色土上層より色調は暗〈、湿黒色。ロ-8 褐色土 混入するローム少量。やや軟質であ

ム粒(5 -lQmm程度)を若干含む。 る。

4 暗禍色土

第11図 001号住居跡実測図(~)
。 2 m 



|項住居跡

第 3節遺構

001号住居跡(第11、12図 ・図版4) 

調査区域最北端A6-04グリッドに位置し、主軸方向 N-48~Wを指す。住居内覆土は、四

隅壁にロームブロックをシモフリ状に堆積し、レンズ状に暗褐色土を堆積する。

平面形は、 5.10X5.04mの隅丸方形を呈し、床面積20.3m'を示す。壁は回cmの深きを示し、

垂直に掘り込まれている。壁j蕎はカマド下を除き、全周する。|幅12-25cm。深さ 8cm程。 U字

状断面を示す。床面は平坦で堅微である。

主柱穴はP1- P40 2.7m等間隔で検出され、径70cm内外の楕円形を示す。深さ26-41cmo P4は深き

34cmを示し、縁辺に有段。 PSは貯蔵穴で長辺92cm・短辺70cm・深さ52cmの方形を示す。底面よ

り鉄器出土。 P6- PSは周辺柱穴群の一部である。

カマドは北壁中央に砂質粘土で構築されている。遺存良。壁面45cm・奥行き 12cmの山形状の

掘り込みで、有段。袖部は内傾し、高さ25cmを測る 。内面は赤〈焼けており、火床と焚口部に

は炭 ・灰を描き出した際の凹みを確認する。カマド内土層は 7層に区分でき、焼土カ、厚〈堆積

する。遺物の出土量は多い。特lこカマド右倶IJ前方より壷・棄が出土する。

@ 
一・-
'40.20 m 

ノ子..-/2_...イ¥ っ

六Y 6 メ-:.:-:-: ・ 7 ・ ~r.-Y [ ノ..ヘヘ・・・.、
λ ，'.'-ーーノ戸寸・..... .........¥ 。

日音褐色土 ロームフロ y ク ?1~ 入。

2 時褐色土砂1'[。

3 賀補色土 ロームブロ'/J i j~t 入 L そ .'1、

'l'l粘土。

4 日音褐色土 ローム粒、焼土粒含む。

5 a音赤色土 焼士ブロ ソク混入。

6 A音赤色土 焼土粒を多く含む。

7 a音褐色土 焼土 ・灰多い。若干ローム粒

含む。

1 m 

第12図 001号住居跡カマド実測図(祈)

002号住居跡 (第13、14図・図版 5) 

001号住居跡南西側A6 -63クリ ッ ドに位置し、主軸方向は N -14~Wを指す。住居内覆土は

ローム粒を多く含む暗褐色土で、レンズ状堆積を示す。

平面形は5.72X5.60mの隅丸方形を呈し、床面積23.8附を示す。壁は58cmの深さで、垂直に

ームnr臼



第II章 小池麻生遺跡、

~刊
A 

〆勾ミ¥ ① 1 ¥ 11 a 

¥¥¥h ¥ .10 
1 

、
£コ

j
バ
斗
ナ

;- Jはけノえ¥JJK YJ 
去~予すぎたふ二〈三E
a 

円

H
U

内
/
』nu 

n斗

1 a音褐色土 ロームブロ ック・ローム料を多く含む。

2 A音褐色土 微細なローム粒を含む。

3 A音褐色土 ロ ムブロ ソクを少量含み、軟質。

4 褐色土 ローム粒を含む。

。 2m 

第13図 002号住居跡実測図(垢)
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第 3節遺構

白色粘土 砂質粘土を多く含む。

2 日吉褐色土 流入覆土、砂質粘土含

む。

3 黄偶色土砂質粘土。

4 ~音褐色土 若干、砂質土を含む。

5 日吉赤色土 焼土粒含む。

6 ~音ぷ色土 焼土ブロ yクを 多〈含

む。

7 R音褐色土 焼土粒密に含む、焼土

j天含む。

8 暗褐色土 内色粘土含むが黒色土

多い。

。 1 m 
第14図 002号住居跡カマド実測図 (/.(0)

掘り込まれる。壁溝はカマド下を除き、全周する。幅は14-26cmを示す。深さ 8cmのU字状断

面を示す。床面状態は平坦て立つ堅級で、ある。

主柱穴4か所Pj-日を検出する。長径82cm内外の楕円形で、深き45cm前後。掘り込み段を示

す。 Pj-P2間3.5m、P2一九間2.7mで東西方向へ横聞きする。 Rは円形、直径2mで貯蔵穴と

推定する。カマドは北壁中央に位置し、壁面を82cm・奥行き30cm掘り込む。袖部は住居内に72

cm延び、高さ44-52cmをi&IJる。天井部はアーチ状に砂質粘土カ、残存する。焚口部は拡がる。

遺物出土量は多い。第1・2層中より、妻や王手の完形品や須恵器王手蓋が出土している。

003号住居跡・ 011号跡 (第15、16図・図版6) 

調査区域を横断する通学道路下A7-78グリッドに位置し、主軸方向は、 N-20"---Wを指

す。住居内覆土は地表下約20cmで床面に達する。一面の拡張により011号跡が、検出されたが、

出土遺物は皆無。軟質な覆土を示す。

平面形は3.32X3.10mの方形を呈し、床面積8.2m'を示す。壁はローム層中に設けられ、

覆土は浅い。農機具による撹乱が東西方向に入り込む。壁溝及び柱穴は検出きれなかった。

カマドは北壁中央に位置するが、削平され残存状況は悪い。構築村は砂質粘土で、右袖44cm

の高きをiMIJる。カマド内土層は 6層からなり、上層から流れ込んだ砂質粘土渇じりの暗褐色土

が厚し、。焼土粒も多い。

遺物出土量は僅かである。盤形土器が出土する。

っdつ，“
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第15図 003号住居跡・ 001号跡実測図(1/60)
。 2m 

暗縄色土 微細ローム粒若干みられる。 6 暗褐色土 ローム粒子およひ'Lli砂混。

2 褐色土 しまりがあり、若干炭化材含む。 7 暗褐色土やや黒色。粘性がある。

3 褐色土 カマド付近であり、砂質粘土とローム 8 暗禍色土 黒色味強〈、ローム粒を少量含む。

粒多く含む。 9 明褐色土 ローム粒を多く含む。

4 褐色土 ロームブロックを含む。 10 暗禍色土 ローム粒軟質。

5 暗褐色土 ロームブロックを多量に含む。 11 明褐色土黄色粘土、ローム粒多く含む。

l 暗褐色土 汚れた砂質粘土を含む。

2 茶褐色土 焼土粒を若干含む。

3 黄褐色土砂質粘土。

4 暗縄色土灰、焼土粒含む。

5 暗褐色土 焼土粒多く含む。

6 茶褐色土 ロームブロソク含む。

。 1 m 

第16図 003号住居跡カマド実測図eゐ)
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l 暗褐色土 ロームフロ yクを含む。やや軟t't。

2 褐色土 ローム粒を多〈含み、ハサノ、サである。

3 褐色土 ロ ム粒を含み、 ，1"，:I軟'l'tで褐色である。

。 2m 

第17図 004号住居跡実測図(垢)
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004号住居跡 (第17、18図 ・図版 6) 

調査区域やや北東A8-38グリ ッドに位置し、主軸方向は N-49"-Wを指す。住居内覆土は

床面にローム粒を含む褐色土を主に、上層には暗褐色土の堆積を示す。遺存状態は極めて悪い。

平面形は5.25X5.20mのやや歪んだ隅丸方形を呈し、床面積24.4m'を測る。壁は北東壁下

てゆ61cmと深〈、ほぽ垂直に立上がる。壁溝はやや変形を示しながらカマド下を除き、全周する。

幅 8-26cm、深さ12cm程のU字状断面を示す。 壁面はやや外傾気味である。

柱穴は4か所検出され、 Pl-P4とする。長径57cm内外、深さ31-57cmを示す。底は円形。

カマドは北壁中央に位置し、農機具耕作により変形を呈す。壁面145cm、奥行き 66cmの掘 り

込みを示す。緩やかな煙道部を築〈。袖部はローム壁に構築され、高さ18-2Ocmを測る。天井部

には耐噴粘土が残り、器掛部の存在が認められる。火床面は楕円状に掘り込む。カマド内土層は

7層堆積し、燃焼部内は赤変している。

遺物の出土量は、僅かである。床面より杯が出土する。付皮片が多〈、図示できたのは僅か

である。

1明
白色申占よ 砂n。
2 ui'i褐色上虫色灰を114入する。

3 黄褐色土 砂質事占上。

4 H者褐色七 焼土、灰、ロームブ

ロッ7含有。

5 U日褐色土 焼土料、ロームポ1を

合む。

6 日昔，1Jミ色土 焼土粒のため亦変して

'40 .20 m 
7 U百褐色上 焼土灰炭化村含む。

去を当夜¥h 4 ):: : ・3:~
~' . ' .' . 
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第T藷i004号住居跡カマ ド実測図(~)
。 1 m 

005号住居跡 (第El、20図・図版 7) 

A 8-53グリッド内を発掘I台、砂質粘土が確認され、一辺5mの住肘跡を検出する。住肘内覆

土はローム粒を含んだ時一褐色土が主。ほほ平間にI佐和する。主軸万IIIJはN-5"-Wを指す。

平岡形は5.45X5.26m の隅九万形を呈し、床面績はおm' を示す。壁l自は42cm を ì~IJ る 。 壁溝は

ほほ全周する。農機具の耕作により、遺構壁面は崩れ、撹乱がめだっ。

ハ

bつ釘



4コ・

J、話グ
l 暗褐色土 ロームブロ ック少

15 量含む。

H音褐色土 ローム粒を含む。

若干、焼土粒入る。

3 褐色土 ローム粒多く含む。

少量ロームブロ y

.a' ク含む。

40.20 m 4 褐色土若干、ロームブロ

ック含む。

5 明褐色土 若干、ローム粒含

む。

li~ 

-tr-R 
v匂P2

~ 
17 

十

10 

a 

。

第四図 005号住居跡実測図 (;{o)
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第 2節遺構
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第II節小池麻生遺跡

l 白色粘土 砂質粘土を含む。

2 B音褐色土 黒〈汚れた粘土を含

む。

3 黄褐色土砂質粘土。

4 暗褐色土 炭化粒・焼土ブロッ

ク多く含む。

5 時褐色土 炭化事ff・焼灰i1t入す

る。

6 暗褐色土 焼土・灰炭化車Jf・ロ

ーム粒含む。

44語??医 。 1 m 

第20図 005号住居跡カマド実測図(~)

柱穴は 4か所検出され、主柱穴P1- 日を構成する。長径58cm内外の楕円形を呈し、深さ58-

90cmで、主軸を北西に向けたピットである。

カマドは農機具耕作により、斜めに掘削されて検出した。ローム壁面を幅68cm、奥行き 18cm

と内傾気味。火床部は不整円形で傾斜し床面を掘り窪む。両袖部は撹乱を受けるが、器掛部の

残存が推定できる。カマド内土層は6層に区分でき、焼土粒・炭化粒を含む第 4・5層を主と

する。遺物の出土量も多〈、カマド内より嚢や杯カ、出土する。

006号住居跡(第21、22図・図版 7) 

通学道路脇A8-13グリッドに位置し、主軸方向をN-32"---Wを指す。住居内覆土は、ほぽ平

坦にローム粒を含む暗褐色土が堆積する。

平面形は3.95X3.88mの方形を示す。床面積10.3m'を示す。壁高は西壁下で'46cm、東壁

下で32cmで、ある。壁溝1はほほ、全周する。幅14-20cm、深さ 8cm前後を示す。

柱穴は4か所検出され、対角線上に2.4m間隔でP1- 日を掘り込む。長径58cm内外の楕円形

で、中央部を指向する。深きは28cm前後を示す。

カマドは北壁中央に位置し、農機具による撹乱を受け、遺存状態は悪い。僅かに煙道

部が残存する。 カマド内堆積土は 6層に区分でき、第5層には焼土粒が堆積する。遺物の出

土量は僅かである。嚢や杯が覆土中より出土する。

28 
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第 3節遺構

a' 

ぷコ・

1 H音福色土 微細なローム粒を多ι十十主主主。 〈含む。

2 D青褐色土 ロームブロ yク (10

-20mm校j支)を多〈

含む。

d 

ミ (:J ~ )r---s 
。 2m 

第21図 006号住居跡実測図 (1/60)

dE司治 。 1 m 

l 白色粘土 流れた砂質粘土。

2 日出褐色土 黒〈汚れた粘土を含む。

3 貰褐色土砂質粘土。

4 H百亦色土 焼土ブロンクが多い、カマド

内、亦変する。

5 時褐色土 焼:tilLじり。ローム粒も多く

赤変する。

5 H庁褐色土 焼土 a-~ じり。ロ ム約も多く

含む。

6 U青褐色土 砂'l1.粘土、焼土粒を含む。

第22図 006号住居跡カマド実測図(泊)

-29 -



第II章 小池麻生遺跡

007号住居跡(第23、24図・図版 8) 

調査区北東側 B8-60グリッドに位置し、住居の%を検出した。撹古以漬が南北に残存する。

住居内覆土はローム粒を含む暗褐色土を堆積する。主軸方向は N-40~W を指す。

平面形は5.61X(3.08)mを呈し、隅丸方形と推定する。壁高は34cm、壁溝はほぼ全周する。幅

12-18cm、深さ 6cmのU字状断面を示す。床面状態は全体的に不良である。

柱穴は 1か所のみで、長径73cm・短径70cm・深さ37cmの円形状ピットを示す。柱穴内覆土は

ローム粒混入の暗褐色土を示す。

カマドは北壁中央に砂質粘土を主体として構築されている。 しかし、農機具の掘削により、

遺存状態は悪し、。僅かにカマド構築状態や掘り方状況を確認したにすぎない。カマド内土層は

全体的につぶれたカマドなので、焼土ブロック混じりの灰層が検出されたにすぎなし、。遺物の

出土量は僅かである。

ト~

_"" _---~〆
-~〆 t

a 

¥ i 
¥_--_/ 

⑥工〉

十四一印

ョベ~

日昔褐色土 耕作土。

2 日昔褐色土 ローム粒微量含む。

全体に黒色土を含む。

3 褐色土 ロームフロ yク・ロ

ム粒を多く混入す

る。

※耕作によるt:li':百しが多い。

‘。 2m 

第23図 007号住居跡実測図 (;，{o)
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第3節遺構

li刈 ¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥
l Ilfi-禍色土 汚れた砂1'1粘土含む。

2 Uii，)¥;色1: 焼上7・ロ yク、灰iLf.。

3 政補色よ 砂'i'i粘土 (納部の構築材)

4 Uii褐色上 焼土中在、ローム料含む。

。 1 m 

第24図 007号住居跡カマド実測図 (;..{o)

008号住居跡 (第25図 ・図版8) 

調査区域B8-10グリ ッ ドに位置し、 N-38~Wを指す。 住居内覆土は床面に茶褐色土が薄

〈貼床状になり、上層に暗褐色土堆積する。

平面形は3.96X(3.15)mを呈し、 歪みのある方形を示す。壁は、北西壁下 6cm、南東壁下8

cmの深さを示す。壁溝・柱穴は検出できなかった。床面は農機具による撹乱により凹凸を示す。

残存ローム聞は堅織である。

Cコ
れJ

f4'《@・

五
・、、、

l 11;'1掲色上耕作上。

2 H奇偶色土 ロームブロ ック (5 

-20mm平山支)を含む。

N ¥¥¥III 3 補色 上 ローム粉多〈含む。

丸l

、‘、、、、、
、、、、、、

的寸 。 2m 
a ・-

ー-竺当、

第25図 008号住居跡実測図(泊)
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第H章小池麻生遺跡

カマドは北西壁に認められたが、遺存状態は悪〈、袖部は一部分のみ検出された。遺物出土

量は数点のみである。

009号住居跡(第26図・図版8) 

006号住居跡検出の際、南東コーナ一部分を掘り下げA8-24グリッドに位置し、 N-16!._ 

Wを示す。住居内覆土は暗褐色土を主としている。

セ8-24
A 
e-ー

A 

-一一

l 暗褐色土耕作土

十

ti 

一一・

-542.10m 

土z斗喜

2 暗褐色土 ロームブロックを多〈含み、全体に黒色である。

3 禍色土 ローム粒多〈含み、明るい褐色土。

4 暗褐色土 1・2より薄い暗褐色土を示す。

第26図 009号住居跡実測図(~)

-32-
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第 3節遺構

平面形は5.64X3.80mの長方形を呈す住居跡であり、床面積16.3m'を示す。壁は35cmの深さ

である。壁高はピットに付帯しながらも全周する。壁溝幅は、西壁下lOcm、南壁下で18cm、深さ

さ13cm前後を示す。床面まで農機具耕作が入り込み、撹乱を受ける。

柱穴は壁溝沿いに 5か所Pt-P5を検出する。長径51-74cm、深さ105cm前後と極めて深く、

楕円形のピットを示す。 P5は浅く、 78cmの深さをiJIIJる。 P2とP3の聞に柱穴の石翫Eを急いだが未検

出。柱穴P2縁辺部より、キャリバー形縄文土器が壁下60cmより出土した。 縄文土器は口縁無文

帯直下に沈線と交Ii ~iIJ突による連続コの字状文様を施した中期後葉の土器である。出土遺物、遺

構構造より、縄文時代中期の住居跡と判明する。その他阿玉台式土器も出土する。

010号住居跡 (第27図)

調査区北西側A6-93グリッドに位置し、一辺7m前後の住居跡を元検出する。住居内覆土

は、床直上に軟質な黒色土、・焼土粒を含む暗褐色土が厚〈レンズ状に堆積する。

十
<.0 
N 

十

A: 

、¥

F三三三二二フ三三三主
a a l 暗褐色土 日音褐色土に微細なローム粒混入。耕作土。

2 a音褐色土 ローム粒若干含む。

3 a青褐色土 ロームフロック (30-50mm経度)を多く含む。若

子、焼土粒も含む。

4 黒褐色土宗干、ロ ム粒含む。

5 a音褐色土 ローム粒・ロームブロンクを多く含む。

6 黒褐色土 微制IIなローム粒を含む。

。 2 m 

第27図 010号住居跡実測図(~)
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第II章小池麻生遺跡

平面形は 7.12X(2.30)mの方形を呈す。壁は北東壁床面で65cmの深さを示し、垂直に掘

り込まれている。壁構はほぼ全周する。壁溝幅8-2Ocm、深さ 6cmを測る。

柱穴は、長径76cm、短径56cmの円形ピットを示す。床面の状態は堅織である。造物の出土量

は僅かである。

012号住居跡 (抗初、 29凶・凶版 9) 

調査区北東A8-99グリ ッドに位置し、主軸方向はN-33"-Wを指す。北側5m程で007号

住肘跡・南東部に013サ住肘跡が隣嬢する。住肘内覆土はローム杭を含むH音褐色土が水平に堆

制している。平面形は4.42X3. 86mの方形を呈し、床面積1l.9m'を示す。壁高は33-48cm、床

面状態は凹凸状を示す。壁溝はやや外傾を示し、ほぽ全周する。壁溝幅は13-21cm、深さ 8cm 

前後を示し、床面は農機具により、撹乱を受けるが、堅綴である。

A' 
ーー@

ノ
ダ
又/mM 

ー
有

A .- iコ.

主安否 2 

-S 

)勾左 l 醐色土 ロト一一1

2 U陥音褐色土 ロ一ム粒多 〈合む

40.2皇~m 3 褐色土 しま リカがrある。

E 4 暗補色仁 ロームプロy クを含む。

~ ~竺竺竺= 5 縞色 上 ロームプロ ックを含む。

1 --'主主主主三 o 2m 三三f 
第お図 012号住居跡実測図(祈)
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第 3節遺構

暗褐色土砂質粘土、焼土粒を含む。

2 褐色土砂質粘土、天井部の粘土を含む。

l測 3 賞褐色土砂質粘土。

4 ~音赤色土 汚れた砂1'[粘土、焼土粒多く含
CCココ

む。
Cてオコ

6 灰白色土 焼土 ・灰多く含む。

7 H音:赤色土 焼土・褐色土の混合層。

8 茶褐色土 ローム粒多く、軟質。

ム韮L
。 1 m 

第29図 012号住居跡カマ ド実測図(;，{o)

カマドは北壁やや西側に位置し、一部壁面を幅58cm、奥行16cmの山形状の掘り込んで、構築されて

いる。煙道部はローム層を掘り込み、緩やかに立ち上がる。火床部は緩い傾斜を示す。袖部は

内傾するように構築され、壁面より袖先端部まで48cmを測る。袖部高きは11-14cmを視IJる。カ

マド内土層は 8層に区分される。第 l層によりカマドの覆土を構成する。第 4層には、カマド

内燃焼による焼土粒を含む。遺物の出土量は僅かで、費や王手が出土している。図示できたのは

5点。

013号住居跡 (第30、31図 ・図版9) 

調査区域A9-29グリッドに位置し、主軸方向は N-44"-Wを指す。住居内覆土は、床面上

に薄〈黒色土が堆積する。

平面形は4.30X4. 21mの隅丸方形を呈し、床面積12.2m'を示す。壁は一部外傾しながら21-

34cmの深きを示す。壁溝は北西壁で途切れるが、はほ全周する。深さ 8cm程のU字状断面を示す。

貼床が認められ、重復した壁溝を検出iする。床面状態は農機具により撹乱を受けるが、全体

的に凹凸があるが、堅織である。

柱穴は 6か所検出し、中央寄りにPl-P4が、 2.30m等間隔で検出される。長径58cm内外の円

形状で、深さ48cmを示す。 P5は長径58X 51cmの楕円形、深さ21cmを測る。 P6は性格不明。

カマドは北壁中央部に位置し、ローム壁を幅78cm、奥行き23cm、2段状の掘り込みを示す。煙

道部は段状で火床部分へ続く。袖部は内傾し、高さ23cmを測る。火床と燃焼部には焼土粒 ・灰

層 ・炭化物が混入し、暗褐色土を堆積する。煙出口、器掛部も残存する。カマド内土層は 7層

を示す。第 4層は煙出口及び器掛部からの流入を示す。カマド燃焼部で焼土、灰が堆積する。

F
h
d
 

n〈
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第II章小池麻生遺跡

遺物の出土量は少なく、覆土中より袈の口縁部や杯が出土する。

A 
e-

~-み

主一て二
a 

主~A

、
玉コ /冶• cコ

|トJ

@ 

/:( 

/:( 

一一@

40.20 m 

二L-差 l 暗褐色土 ローム粒・焼土粒

a 
を含む。

4O.20m 
2 暗褐色土 ローム粒を含む。

3 褐色土ローム粒多く含む。

。
第30問 013号住居跡実測図(治)

1 暗褐色土 砂質粘土、焼土粒を含む。

2 陪褐色土 カマドの山砂を主とする。

3 黄褐色土砂質粘土。

2m 

4 暗褐色土 焼土を多〈含む。砂質粘土若干

含む。

5 暗褐色土 粘土粒多く、ローム粒も含む。

6 暗褐色土 焼土、灰を多〈含む、炭化申立も

若干含む。

メ鍾弘一
7 明褐色土 ロームブロソクを多〈含む。。 1 m 

第31図 013号住居跡カマド実測図 (;{o)
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第 3節遺構

014号住居 (第32図 ・図版10)

015号住居跡の西側A9-37 グリッドに位置し、主軸方向を N-23~Wに指す。 住居内覆土

は暗褐色土を主とし、掘り込みは浅い。

平面形は長径4.88m、短径4.00mをiMt)、一部直線状であるが、楕円形の住居跡である。

柱穴は 6か所検出され、炉跡を囲むようにPj-P6を検出する。直径29-36cm、深さ26-30cm

を測る。ピット内覆土は暗褐色土を主としている。炉の範囲は長径63cm、短径56cmの円形で、

床面上より播鉢状を示す。出土遺物は縄文時代中期のキャリバー形を示す深鉢で、胴部を破

損している。 土器内面には、白焼土と硬いロームブロックを多量に充満させており、炉跡と し

て使用された形跡を示す。その他にも浅鉢や縄文土器の破片が出土している。縄文中期に位置

付けられよう 。

a ._ 
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CCココ
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4、2 、正コ・

Dj ~ lilllllllllll勺三. 
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第32図 014号住居跡実測図(~)
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※H音褐色を主とした覆土。住居跡

内中央部に暗赤色の焼土痕あり。

。 2m 



第II章小池麻生遺跡
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第33図 015号住居跡実測図 (1/60)
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第3節遺構

015住居跡土層説明

日音褐色土 微細なローム粒 ・焼土粒を多く含み、若干粘性を示す。

2 暗褐色土やや白っぽい砂質粘土を含む。

3 炭化材黒〈焼けた炭化材を示す。

4 暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒を多く含む。壁面付近よりシモフリ状にロームブ‘ロ yクを含む。

5 暗褐色土 全体的には黒色。炭化材・焼土粒を多量に含む。

6 日音褐色土 ロームブロックを若干含む。やや粘性を示す。

7 暗褐色土 ロームブロ yク・炭化材を多〈含む。

8 暗褐色土 砂質粘土の流出土。若干焼土粒も混じる。

9 暗褐色土 炭化物を多量に含む。焼土粒も多い。

10 a音褐色土 炭化粒 ・焼土粒も含み、黒色土。

015号住居跡 (第34図 ・図版11)

014号住居跡の東i~IJA 9 -49グリ ッドに位置し、主軸方向は N-26"---Wを指す。住居内覆土

はレンズ、状に堆積する。壁際には壁面の一部が埋土し、床面に炭化粒が堆積している。

平面形は7. 38 X ('3.95) mを呈し、はほ、隅丸方形を示す。 壁は48-63cmと深〈、 垂直に掘

り込まれている。壁溝はカマド下を除き、全周する。幅は14-18cm、深さ 8cmのU字状断面を

示す。遺存状態は良好で、ある。

柱穴は床面に2か所、調査区境界に2か所かかり、主柱穴Pj-P4を構成する。各柱穴とも対

角線上5.50mに構築きれており、直径55-印cmの円形を呈す。深さは74cmを測り、底は小円形。床面

には、カマド前部から中央部にかけて多量の焼土と炭化材を検出する。住居は火災によって廃棄され

たと考えられる。炭化材の中には丸太状や板状を呈する上屋構造の一部が各主柱穴から中央に

向かつて倒れ込んだように検出された。炭化材を除くと床面は平坦で、ある。

E 

3|閣
1 向色粘土 カ7 ド情築材の砂質粘土。

2 a古褐色土 H'n粘土、ローム粒を者干含む。

3 ffi.褐色土砂質粘土。

4 U古褐色土 焼土フロ yク多く含む。灰少量。

5 灰向色土灰多い。

- A品一 。 1 m 

第34図 015号住居跡カマド実測図 (;{o)
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第II章小池麻生遺跡、

カマドは北壁中央に位置し、砂質粘土を主として構築きれる。ローム壁を幅42cm、奥行き13

cmの山形状の掘り込みを示す。火床と焚口部には緩やかな窪みがみられる。袖部は住居内へ73

cm延び、高き25cm前後を測る。カマド内土層は 6層に区分でき、ローム粒を含む第2層や焼土

ブロックを含み、カマド内は赤変している。遺物の出土量は多く、高杯や杯が出土している。

016号住居跡(第35図)

015号住居跡の南東壁の上面、 A9一78グリッドに位置し、主軸方向は N-31"---Wを指す。

住居掘り込みは住居は比較的は比較的浅く、焼土粒、炭化粒を確認する。覆土上面には土師器の

嚢がつぶれた状態で出土する。拡張により、住居を確認する。

平面形は3.80X3.55mを呈し、方形である。床面積7.1m'を示す。壁高は14cm前後て"床面

は平坦。壁溝及び柱穴は検出できなかった。

カマドは北壁中央に位置している。カマドの規模は小規模でカマド周辺には焼土粒、炭化粒

が多〈堆積しており、つぶれた感じを示す。袖部は砂質粘土が少量検出ていきたにすぎない。遺

物出土量は小量て、ある。

-∞ 

本2・

~I 
。町
= 

十

→五日 十A9-7

A 

-一一

/ 暗褐色土

2 暗縄色土

焼土・炭化

材を多く含

む。

微細なロー

， *J;若干焼

土粒も含む。

3 Uf{縄色土焼土粒・砂

質粘土を多

〈含む。

※焼失家屋の跡か、炭化材

が 1層より多量に出土して

いる。焼土がカマドを中心

ti に、中央部に拡がって検出

401ふされた。

fTプ竺三二二二二二二二三三~ヘハ...../J.三

。 2m 
第35図 016号住居跡実測図(~)
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第 2節遺構

2 

。p
@p 

イ119-34

l 暗褐色土 ローム粒を若干含む。全体的に軟質。

2 B音褐色土 ローム粒を若干含む。パサノマサである。

。

、 E
ro. cコ

12 
電オ

Cコ
ー

、z、

国・

3 暗褐色土 ロームフロック (30-40mm程度)を含む。粘土性を帯び、しまっている。

4 暗褐色土 砂質粘土を含む。下層には焼土粒も含む。

5 褐色土 カマド上層より流れた、黄色粘土 ・焼土粒を含み、明るい褐色土て、ある。

6 褐色土粘性ある堆積土で、ロ ム粒を多〈含む。やや明るい褐色土を示す。

7 褐色土 ロ ム粒を主とした軟質な褐色土。

8 褐色土 ローム粒を多く含む。

第36図 017号住居跡実測図(治)

-41 
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第II章小池麻生遺跡

4事73LJ-

時禍色土 汚れた砂質粘土多く含む。ローム約、焼土

半11.含む(カマド内流入土)

2 a音褐色土 砂質粘土、焼土を少し含む黒色土。

3 黄褐色土 焼土料、焼土ブロックを多く含み、炭化約

若干含む。

4 暗褐色土 焼土粒を多〈含む。灰を少しi弘入する。

5 a音赤色土 焼土約、焼土ブロソクを多く含む。炭化物

若干含む。

6 a音品、色土 コツコツした焼土ブロックを主とする。

1 m 

第37図 017号住居跡カマド実測図(~)

017号住居跡(第36、37図・図版12)

調査区域中央部西端A9-34グリッドに位置し、主軸方向は N-39~Wを指す。東側に 014号

跡、南側に018号住居跡、 019号住居跡と隣接する。住居内覆土はローム粒が薄〈堆積し、暗褐

色土を主とし、レンズ状の堆積を示す。平面形は6.74X(5.04)mを呈し、隅丸方形である。壁

高は30-37cmで、ある。壁溝は全周し、幅16cm、深き 8cmを測る。主柱穴は床面に 2か所検出さ

れており、長径78cmのピットである。深き 45cmを測り、底面は小円形を示す。住居跡南側には

補助ピット P3が残存する。カマド右側には、方形の貯蔵穴も検出される。覆土は、暗褐色土を

示す。底面は円形。カマドは、調査区域内に位置し、壁を48cm、奥行き 16cmの山形状の掘り迎

みをもっ。カマド焚口部は狭〈、焼土粒を含む。袖部内には土師器杯や聾の破片が混入し、構

築材の一部になる。カマド内土層は 7層に区分でき、焼土粒を多〈含む。遺物の出土量は多く、

カマド右袖より嚢や杯等を出土し、床面直上には遺物が多い。

018号跡(第38図)

調査区域A9 -67グリッドに位置し、方形状の覆土を確認した。覆土は15cm程で、ローム

床面に達し、単一の暗褐色土層を示す。その後、北壁周辺拡張により円形状の落ち込みが確認さ

れ、覆土中より縄文時代中期の遺物が出土した。

平面形は方形状遺構と円形状遺構に区分できる。方形状遺構は4.30X3.28m、深さ10cmを測

る。遺物の出土量は皆無。また、円形状遺構は長径2.55m、短径2.30mを呈す。壁は垂直に掘

り込まれ深さ90cmを呈す。床面は平坦である。縄文時代中期の出土遺物及び遺構検出状態によ

り縄文時代中期の小竪穴状遺構と推定した。
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第3節遺構

E 
Eコ

1 H音褐色土 ローム粒を若

干含み軟質。

2 褐色土ロムブロ ッ

クを多〈含む。

3 褐色土 しまりがある。

4 褐色土ローム粒を含

む

十)1 ¥ tmlllllllllllll 
6 褐色土 しまりがある。

<(t!> 

。 2m 
第38図 018号跡実測図(~)

019号住居跡(第四、 40図・図版12)

調査区域西側A9-74クリッドに位置し、主軸方向は N-45~Wを指す。住居内覆土は、ロ

ーム粒を貼床にし、暗褐色土を中央に厚〈堆積する。北東側に018号住居跡、南東側020号住居

跡、南側に021号住居跡が隣接する。平面形は5. 24 X (4 . 58) mを呈し、住居跡のうイを検出した。

隅丸方形を示す。 壁高は30cmをiRIJ1)、垂直な立ち上がりを示す。、壁溝幅は18cm内外、深さ 6cm 

を示し、全周する。

柱穴は主柱穴を3か所検出し、 Pj-P3とする。径52cm内外、深き51cmの円形状ピットを示す。

日はカマド脇に位置する貯蔵穴で、 長径78cm、短径60cmの楕円状を示す。 床面からの出土遺

物は皆無である。

カマドは北壁中央部に幅25cm、奥行き 8cm、2段状に外反して構築されている。袖部は

中央に 70cm程延びており、土師器片や費が出土している。袖部高さは33cm程である。カマ

ド内土層は4層に区分でき、焼土粒を含む第4層は煙道部からの流れ込みも含まれる。遺物の出

土量はカマド内に多い。嚢や査が完形で出土する。
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第II章小池麻生遺跡

、エコ・
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39.80 m 
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。 2m 

l 暗褐色土 ローム粒著干含む。しまりのある黒色土。

2 暗褐色土 一部ロームプロック(20-30mm程度)を含む。

3 暗褐色土 ローム粒をわずかに含むが墜級な黒色を示す。

4 褐色土微細なローム粒を含み、やや軟質である。

5 褐色土 ローム粒を含み、軟質である。

6 暗褐色土 ローム粒を多〈含み、褐色に近い。

第四図 019号住居跡実測図(~)
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第3節遺構

1 暗褐色土 汚れた粘土を含む。

2 暗褐色土 焼土フ ロ ソクを多〈含むが、

全体的に黒色。

3 茶褐色士 汚れた粘土、ローム粒を多

〈含む。(袖苦1¥の構築材)

4 暗示T、色土 焼土粒多し、。若干灰も含む。

1 m 

主主 6)午~事
a 

主 f LJ1! 

~ ~ ζl tD σ3 
(y") 

a 

。

l H音褐色土 もろい黒

色土を含

む。

2 白色粘土砂質粘土。

3 時褐色土焼土 ・灰

多い。

4 H音褐色土 やや黒色。

粒

含
ム

く
一

多

ロ

ふ

乞

土

土
色

焼

褐

F

h

d

n

h
u
 

む。

7 褐色土ロームブ

ロ yクを

含む。

2 m 

第41図 020号住居跡実測図(泊)
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褐色土を含む。

砂質粘土を含む。

砂質粘土を含む。若干ローム土滋入する。

カ?ド壁内に焼土多〈含む。

暗褐色土

白色粘土

茶褐色土

2 

3 

焼土・灰多〈含む。

砂質粘土を多〈含む。

暗褐色土

暗赤色土

暗褐色土

若干焼土粒を含む。ローム土多い。

※カ7 ド中央部より支脚として利用された土器(高杯⑥)

4 

5 

暗褐色土

6 

7 

E
O
ω
h
m
t
|
 

小池麻生遺跡第II章

が出土している。
1 m 4昭弘。

020号住居跡カマド実測図(~)第42図

020号住居跡(第41、42図・図版13)

調査区域やや南側のA9-86グリッドに位置し、主軸方向は N-40~W を指す。北側に018号

跡、北西側に019号跡か隣接する。覆土は、上層に炭化材及び焼土粒が多く、焼失家屋と推定す

る。

平面形は3.90X3.86mの方形である。床面積は13.1m'を示す。壁は26-30cmで垂直に掘り

カマド下を除き、全周している。

42cm内外、深さ23cmの円形底を示している。主柱穴の位置は2.6m間隔を

込まれる。壁溝幅は12-23cm、深さ 6cmを示す。

柱穴はPl-日で、

測る。

カマドは北壁中央に位置し、壁を幅ωcm程掘り込んで・構築する。焚口部、燃焼部は広〈、カ

カカマド内中央部より高不が出土し、支脚として使用していた。マド内に緩やかに傾斜する。

マドを調査中、北側に楕円状の掘り込みを検出し、床面より縄文土器の破片を出土する。深き

55cm、底面は平坦である。カマド内土層は 7層に区分でき、焼土粒が第4、

た。第 2層は器掛部の崩れた粘土層。遺物は覆土中より多〈出土する。遺構検出中に覆土上部

5層に堆積してい

より多量の焼土及ぴ炭化材が検出された。

021号住居跡(第43、44図・図版14)

019号住居跡の南側A9 -94グリッドに位置し、主軸方向は N-34~W指す。覆土は東壁に

焼土粒を含むが平面状の堆積を示す。遺構は~程検出された。

mを呈し、方形である。壁高は41cmを測り、垂直に掘り込む。平面形は3.26X (2. 66) 

壁溝幅は18-24cm、深き 6cmを測る。床面は平坦である。主柱穴は lか所のみで、径30cm、深

カマド右側には長径120cm、短径90cmの楕円形状の貯蔵穴を有する。

-46-
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第3節遺構

/ 日音褐色土 ローム粒多い。
2 B音褐色土 ローム粒 ・焼土粒

含む。

3 褐色土ロームブロック含

む。

。 2m 

F60 m 戸山幸@A'
第43図 021号住居跡実測図(~)

暗褐色土 汚れた粘土。

2 暗赤色土焼土粒を含む。

3 賞褐色土 ロームフロ yク、焼土粒含む(袖部)

4 暗褐色土 焼土混じリのローム土層。

5 暗褐色土 焼 ・灰、ローム粒若干含む。

6 褐色土 ローム粒多く含む。

7 褐色土ロム粒含む。(壁溝苦11)

三五三
白色粘土 砂質粘土 ・焼土粒含む。

2 B音褐色土 砂質粘土 ・焼土 ・灰を多〈含む。

3 暗赤色土 焼土粒を多〈含む。

4 茶褐色土焼土混じり、土。

。 1 m 

第44図 021号住居跡カマド実測図(泊)
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第II章小池麻生遺跡

カマドは旧カマドを東側に構築し、時赤色の焼土粒を残存しているが遺存状態は悪〈、つぶ

れた感じである。新カマドは壁に幅50cm、奥行きlOcm程に掘り込まれて構築されている。

焚口部から燃焼部にかけて焼土、灰が厚〈堆積している。袖部の高さは28cmを測る。カマド内土

層は 7層に区分できる。第 7層は旧壁溝で、褐色土を主としている。第3、第4層には焼土粒

を含む。その下層には暗褐色土層混じりのローム粒を堆積する。遺物の出土量は僅かて"あった。

襲や査の口縁部片が覆土中から出土している。

024号住居跡(第45図・図版15)

調査区やや南東 B10-12グリッドに位置する。覆土は浅く、若干焼土混じりの暗褐色

土を堆積する。

平面形は%検出し、 3.42X(2.92)mの方形を呈す。壁は12cmと浅く、緩やかな立ち上がりを

示す。床面の精査により甑や杯等がほぼ同一レベルより出土している。西壁下及ぴ南壁下には，

時赤色の焼土の堆積が薄〈検出された。カマドは確認できなかった。柱穴も検出できなかった。

-
印

l
i
t
・
曲

ωω

・∞
O
ヨ

i" 

。 2 

3963r仏
1暗褐色土若干、焼土粒含む

が、全体に黒色土

示す。
d尋4

第45図 024号住居跡実測図(~)
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第 3節遺構
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第46図 025号住居跡実測図(~)

5 時褐色土 ロ ム粘・焼七粒を多く含む。

E

C
∞
 

6 白色粘土 山砂粘土を含み、白色気味である。

2 a音褐色土 ローム杭少量含む。~，色気味。 7 褐色土 ローム粒多く含む。

3 褐色土 ロームブロ yク斑状に含む。 8 日吉褐色土 微細なロ ム粒多く含み堅徴。

4 ai1褐色土 ロ ム粒を多〈含む。若二|二炭化粒含む。 9 焼 土 日音赤色の焼土か斑状に混入している。

10 褐色土 ロ ムフロンク混じり、茶褐色を示す。

11 褐色土 ロム粒、密に入る。やや軟質である。

1 a青褐色土 ローム粒混入。

2 U背赤色土 焼土層(流れ込んでいる)

3 H音褐色土

4 褐色土 白色粘土、ロームブロック混じリ

o 1 m 

第47図 025号住居跡カマド実測図(~)
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第II節小池麻生遺跡

025号住居跡 (第46、47図 ・図版16)

調査区域南東側B12一12グリ ッドに位置し、遺構は調査区域内に住居跡のMを検出している。

覆土は、南壁直下ではレンズ状に堆積している。

平面形は6.14X (3.20) mの隅丸方形を呈し、主軸方向をN-29'_Wを指す。壁は35cmの深

きで垂直に掘り込まれる。壁溝は全周し、壁溝幅は20-24cm、深さ 6cmを測る。床面はなだら

かな平坦状である。

主柱穴は2か所検出された。 P1、P2とし、楕円形。長径78cm、短径68cm、深さ65cmを測る。

P1は縁辺部に段を示す。カマドは調査区域外にかかり、左袖部のみが押しつぶされたように検

出され、崩壊している。カマド内土層は、4層に区分でき、第2層中に焼土を含む。第 4層には

煙道部より白色粘土が流れ込む。遺物出土量は僅かである。カマド付近より高杯が出土し、そ

の他は小型聾も出土する。

E 
、

'"・

→百12-71

b 。 。P3 ，，
 」
川
M

《てj.

7 

6 。 2m 

b 

39.70 m 

第48図 026号住居跡実測図(~)
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第3節遺構

E 

亡r-コ

i戸口¥illlll 1 日音褐色土 汚れた粘土。

2 暗褐色土 汚れた粘土、暗赤色の焼土

-灰を若干含む。

3 黄褐色土砂質粘土。

'39.70m 4 a音褐色土 焼土フ"ロソクを含む。

〆i足立ヲさL 。 1 m 

第49図 026号住居跡カマド実測図(~)

026号住居跡 (第48、49図 ・図版17、18)

調査区域南側B12-7 1 グリ ッドに位置し、主軸方向は N-22~Wを指す。覆土はローム粒を

含む暗褐色土を主としている。平面形は4.50X4.45mの方形を呈し、床面積15.2m'を示す。壁

は45cm前後て叫垂直に掘り込まれる。壁溝は、カマド下を除き全周する。幅はほぼ一様で'22cm内

外、深さ 6cmを測る。

柱穴は4か所検出され、 P1- 日を示す。各ピットの掘り込みは65cm内外で、深さ50-7Ocm前

後を示す。底面は小円形である。

カマドは北壁中央に位置し、遺存状態は良好。壁面を40cm、奥行き22cm程に掘り込まれて構

築される。天井部砂質粘土中には、カマドに付随するものと思われる土師器片も出土して

いる。カマド内土層は 4層に区分でき、床面には焼土が円盤状に堆積している。遺物出土量は

僅かである。覆土中より嚢が出土する。

遺物出土量は僅かである。覆土中より嚢が出土する。

027号住居跡 (第50、51図 ・図版17)

調査区域南側 A12-57グリッドに位置し主軸方向 N-19~W を指す。覆土はローム粒を含ん

だ暗褐色土を主とし、上面にはローム粒混じりの堆積もみられ、レンズ状を示す。平面形

は3.82X3.56mを呈し、南壁が若干聞きぎみの方形を示す。床面積は9.4m'。壁高は西壁下50

cm、東壁下35cmを測り若干凹凸状を示す。壁溝は住居内を全周する。壁溝は18cm内外、深さ10

cmを測る。柱穴は4か所検出され、 P1-P4を示す。柱穴の掘り込みはまちまちで、 P1長径53cm、

短径30cm、深さ30cm、P2長径42cm、短径30cm、深さ38cm、日長径76cm、短径47cm、深さ34cmの規

模を測る。各柱穴は西側寄りに、1叩cmの等間隔で掘り込まれている。カマドは北壁中央に位置

し、砂質粘土が上面に流れ込んでいる。煙道部から火床部にかけて緩く傾斜している。袖部の

高きは24cm、構築は良好。両袖部内は、焼土粒が多く堆積している。カマド上部には煙出部が
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第II章小池麻生遺跡

、..c・E

。 ~μ)p，

ヤ\~ ~ヤ1@24  

ぷコ・

主ャj←旦主:

豆一 しょE:
第50図 027号住居跡実測図 (;，{o)

a 
・-

'39.60 m 

l~1~仁~1rk\
ふ・..M 7 ¥:・V ・..-円=ーー o 

E
C
C
.
m的

ぷコ.
暗褐色土 焼士粒・ローム粒を含む。

暗褐色土 ローム粒を多く含む。

暗褐色土 ローム粒、ロームフーロiソ

クを含む。

褐色土ローム粒を含む。

褐色土 ローム粒、ロームブロソ

クを含む。

黄褐色土 ロームブロソクを若干含

む
O 2m 

1 白色粘土砂質粘土含む。

2 暗褐色土 若干、ローム、焼土粒含む。

3 黄褐色土砂質粘土。

4 暗赤色土 焼土を多く含む。(カ 7 ド内赤

変)

5 D音褐色土 焼土粒・ローム粒を含む。

6 褐色土軟質ローム土を含む。

7 暗褐色土 焼土・灰・炭化粒を多く含む。

1 m 8 暗縄色土 焼土粒・ローム粒若干含む。

第51図 027号住居跡カマド実測図(~)
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遺構第 3節

カマド内土層は7層に区分できる。焼士、灰、炭化粒を基残存し、 18x 32cmの楕円形を示す。

カマド内は赤変してい礎とし、第5層は時褐色土を主とする。第4層には焼土粒を多く含み、

る。遺物の出土量は僅かで・ある。

028号住居跡 (第52、53図・図版18)

調査区域南端A12-77グリ ッドに位置し、主軸方向をN-3t-Wを指す。覆土はロームブロ

ックを含む暗褐色土が主である。南東壁に暗褐色の落ち込みが重複しているのを確認した。後

に029号跡とする。平面形は3.06X2. 98mをisIJt)、北壁に変形を示す。床面積は5.5m'を示す。壁

高は20cm前後を示し、緩やかな立上がりを示す。壁溝は30cm内外の幅を持ち、深さも 6cm位で、

カマドは北西あるが、全周している。床面の精査を実施したが、柱穴の確認はできなかった。

壁中央部に位置し、壁を45cm、ほぽ垂直に掘り込んでいる。袖部には、わずかに砂質粘土が残

カマド内土層は 5層に区分でき、焼土、灰、ロームブロ ックを主とした暗褐色土存している。

4層には煙道部から暗褐色土が流入する。ほほ平坦Aに堆積している。

砂質粘土。

ロームブロ ック混入。

白色粘土

日音褐色土2 

白
ノ
ダ
又
/
叫

を堆積している。

ローム粒多い。褐色土3 
A .-

ローム炭化粒含む。

ロ ム粒、若干含む。

(4 -6は032号住の覆土)

ロームブロ ック混入。

H音褐色土

褐色土

褐色土

4 

5 

6 

。J

a:J'I・

二二二三三千二ニZJJ，ノ

町 I 032 

1hZτJ 

2 

三一
2m 。

028号住居跡実測図(泊)
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第II章小池麻生遺跡

E

C
由

.m閃

1 茶褐色土 山砂含む。

2 a音褐色土 砂質粘土含有。焼土粒多く含む。

3 黄褐色土 山砂、砂質粘土含む。

4 a音褐色土 焼土粒、ローム粒を若干含む。

5 a音褐色土 焼土灰、ロームブロ ックを含む。
39.60 m 

〆安寺三瓜 。 1 m 

第53図 028号住居跡カマド実測図(~)

029号住居跡 (第54、55図 ・図版18)

調査区域B13-10グリッドに位置し、主軸方向は、 N-41"--Wを指す。覆土は、ローム粒を

多く含んだ暗褐色土を主としており、西側壁上面には、 030号住居跡が重複して検出された。

平面形は、 5.08X4.80mの隅丸方形で、床面積は19.2m'を示す。壁は、26cm前後で、、ハードロ

ーム層中に認められ、垂直に掘られている。壁溝はカマド下及び030号跡に重複されている部分

の他は全周している。幅18cm、 深さ10cmを測る。

カマドは北壁中央部に位置し、壁面に幅65cm、奥行き 25cm掘り込まれている。カマド焚

口部はせまく、焼土粒を多〈含む。天井部は崩壊して原形をとどめなかった。

煙道部から燃焼部にかけて緩やかに傾斜して火床部へ至る。

カマド内土層は 4層に区分でき、火床部に16cm程焼土、灰が堆積する平坦な堆積を示す。遺

物の出土量は僅かである。

030号住居跡 (第56、57図 ・図版19)

029号住居跡の左側、 A 13-28グリッドに位置し、主軸方向は N-15"--Wを指す。覆土

は、ローム粒を含んだ時褐色土を主としている。壁際には、壁面から崩れたロームブロック

が緩やかに堆積している。床面には炭化粒、焼土粒が15cm程堆積している。

平面形は4.20X 3.91 mを呈する。床面積11.5m'を示す。壁は北壁下26cm、西壁下44cm、東

壁下32cmの掘り込みがみられ、床面状態は凹凸状を示す。壁溝幅は16-24cm、深さ 8cmをiMrJる。

緩やかな掘り込みを示す。カマドは、北壁中央部に構築され、残存状態は良好。壁面を

70cm、奥行き 35cm掘り込む。壁面に、緩やかな掘り込みを示す。煙道部内には焼土粒、

焼土ブロックを多く含み、カマド内を赤変している 。燃焼部は広〈、器掛部の位置には、

焼土の堆積がみられる。袖部は、住居内に94cm程延びる。構築状況は良〈、煙出口、器

掛部が推定できる。カマド内土層は 8層に区分でき、第 8層は焼土層で 6cm程の厚きを示す。
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時褐色土 ローム
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干含む。
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第54図 029号住居跡実測図(泊)

時褐色土 汚れた粘上。

2 ~日赤色土 炭化料、焼上半¥';を多〈含む

3 賀補色土砂11粘 1・0

4 II{H品色上 サラサラとした焼1:1:立ひ灰を含む。

1 m 

第55図 029号住居跡カマド実測図(泊)
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第11章小池麻生遺跡
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39下 1 暗褐色土 ローム粒、炭化粒をl 
aaF'F・ ヨー¥/戸CtJ-=-- 含む。

2 褐色土ローム粒、ロームブ

a' ロックを多く含む。
-0  

39.20 m 3 暗褐色土 炭化粒、焼土粒を多

dt、j 〈含む。焼土粒を多

〈含む。
b' 
-0  5 褐色土 ロームブロソクを含
39.20 m 

E三
む。

。 2m 

第56図 030号住居跡実測図(~)
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第3節 遺構
白色粘土 砂質粘土。

2 H青褐色土 汚れた粘土、焼土ブロック粒出入。

3 賞褐色土 砂賀市Ili土。

4 Bti"亦色土 焼土ブロック出入。

5 日音赤色土 焼土プロソク、灰含むn

6 日昔縄色土 焼土粒・焼土ブロソク多く含む。

7 日青褐色土 ローム粒多い。

8 H百亦色土 焼土灰、白色粘土を含む。

三議 。 1 m 

第57図030号住居跡カマド実測図(泊)

第5層には焼土粒及ひ、焼土ブロ ックが12cm程堆積しており、器掛部からの流入土である。遺物

の出土は細片が多く、図示し得るものはなかった。

031号住居跡 (第58、59図 ・図版19)

調査区最南端部の傾斜地に位置する。B 13-51グリ ッドに{立置し、 主軸方向はN-16。

-wを指す。覆土は、単一層による暗褐色土が堆積していた。平面形は、 4.28X4.15m

の隅丸方形を示し、床面積は14.9m'を示す。壁は北壁72cm、南壁 6cm、西壁38cm、東壁

34cmの傾斜状を示す。壁溝は幅 6-16cm、深さlOcmを測る。ほぽ全周する。

柱穴は対角線上に位置し、楕円形の掘り込みを示す。 Pj-P4とする。 Pj長径65cm、深さ38cm、

P2は48cm、深さ47cm、P3は76cm、深さ70cm、P4は78cm、深さ78cm掘り込む。柱穴内の覆土は暗

褐色土が堆積している。カマドは北壁中央部に位置し、壁面に48cm、奥行き25cm掘 り込ん

でいる。煙道部内から火床部にかけて緩やかに傾斜している。 カマド内には燃焼部が拡が

1)、焼土が堆積する。カマド内土層は、 5層に区分できる。僅かに焼土が堆積するのみで崩れ

気味である。底部に焼土粒が堆積していた。 遺物の出土量は僅かである。

032号住居跡 (第60、61図・ 図版18)

調査区域南側028号住居跡を検出中l、A12-88グリッドから本住居跡を確認した。主軸方向はN

20~Wを指す。覆土は一部撹乱が入るが、中央部でレンズ状の堆積がみられた。

平面形は5.38X 4. 70mの隅丸方形を呈し、床面積は19.1m'を測る。壁高は北壁下52cm、西壁

下44cm 。 南壁下2.cm を ì~1比。壁溝の幅はやや変形を見せるが10-22cmを測り、深さ 6cm。はほ、

全周している。
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第II章小池麻生遺跡

。
a . 。

十

a 
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a 

38.90 m 

。 2m 

第指図 031号住居跡実測図 eゐ)
1 暗禍色土 汚れた砂質土を含む。

2 時褐色土 若干、炭化材、焼土事~!.含む。

f; ~1 
3 賞褐色土砂質粘土。

4 時褐色土 汚れた粘土、ロームキJFを

含む。

5 暗亦色土焼土粒含む。

'38_90m 。
dd五~
ーー"

1 m 

第59図 031号住居跡カマド実測図(~)

O
O
 

F
h
d
 



028 

G当

明門

十 十

G 
A'lJ 

J自ミー

E 
u 

第60図 032号住居跡実測図(~)

第 3節遺構

a 

エコ・

1 埼褐色土 ロームブロ

ック含む。

2 茶褐色土 ロームフロ

a 'jク含む。

茶褐色土焼土粒、ロ

ーム粒含む。

茶褐色土 ロームブロ

ック多く含

。 む。 2 m 

l 什色粘土砂11粘1。

2 U青褐色土 汚れた粘土。焼土中JI多く含む。

3 賞褐色土砂、従事，ljj-.。

4 a苛掲色土 焼土・粘土 ・虫色土を含む。

5 茶褐色土 焼土半、1多く含む。

第61図 032号住居跡カマド実測図(垢)

ハ刈
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。 1 m 



第II章小池麻生遺跡

柱穴はPI-P4を主柱穴とし、対角線上に等間隔で柱穴が存在する。長径85cm内外・深さ43cm

前後を示す。

カマドは北壁中央部に位置し、残存状況は悪い。袖部が70cm延びているのに対しカマ

ド内土層は4層にすぎず、砂質粘土が主に堆積している。袖部の前部には火床部も検出され、

25X 16cmの焼土部分である。遺物出土量は僅かであった。

2項その他の遺構

101号柱穴群(第62図)

本遺跡北東側IJA6-34グリッドに位置する。 001号住居跡及び002号住居跡に近接して検出さ

れた遺構である。 4X3.5mの規模をもち、掘り方は径30-7C畑、深さ35-印cmを測る。掘立柱

建物跡の一部である。

102号柱穴群(第63図)

本遺跡調査区中央部、 A8-94グリッドに位置する。 006号住居跡の南側、 019号住居跡

の北側に隣接する遺構である。掘り方は径40-60cm深さ40cmを調IJり、ピットの配列は不揃い

である。したがって土墳群の一部とした。柱穴群とはしたものの建物跡として考えられるか

どうかは不明である。
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第62図 101号柱穴群実測図(1/60)
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第63図 102号柱穴群実測図(1/60)
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第 4節遺 物

|項遺構出土土器

縄文土器

009号住居跡出土土器 (第64図 1-11・図版20)

lは深鉢形土器である。口縁から胴上半部破片で全体の約Kを欠失している。口唇部が肥厚

したキャリパー状を呈する。文様は口縁部と胴部に分けられ、胴部は原体LRの縄文を施文し

ている。口縁部文様帯は口唇部と下端の幅のせまい無文帯で区画されており、上部は棒状施文

具による波状文、平行沈線、下部は縦に細い沈線を施した後、陸帯を貼付し波状文、渦巻文を

沈線によって描き出している。調整は内、外面ともに丁寧である。色調は口縁部がやや黒味を

帯びるが、全体に薄茶褐色を呈する。胎土に砂粒および雲母片を多く含み、焼成は普通で、ある。

口径(推)10.4cm、現存高10.6cm。

2は深鉢形土器である。口縁から胴上半部破片である。器形は口縁から胴部にかけて弱〈内

寄するキャリバー状を呈する。文様は口縁部下端の|盗帯に押捺を加えた波縄文によって、口縁

部と胴部を区画している。口縁直下に断面が角張った棒状工具を上下交互に刺突することで鋸

歯状丈を施し、その下端に l本ないし 2本の沈線がめぐる。胴部は原体LRの縄文を施文して

いる。調整は口唇部、内面ともに横方向のへラ状工具によるナテを入念に行っている。色調は

暗褐色、褐色を呈する。胎土は若干砂粒を含む。焼成は良好で、ある。口径(推)23.2cm、現存

高9.2cmo

3は深鉢形土器である。口縁から胴上半部破片である。口縁下端で強〈屈曲するキャリバー

状を呈する。口唇部は幅のせまい無文帯となる。側面に橋状把手をもつが、約%を欠失してい

る。この橋状把手を境にして口縁部文様帯が左右に区分されている。把手の右側では縦方向の

細い沈線とそれを横断する波状文、文様帯を区画する上下の平行沈線と鋸歯状文が施される。

左側では沈線とその聞に連続爪形文が施される。また把手の側面は平行沈線、上面は連続爪形

文が施される。さらに把手の右端には沈線によって渦巻文が描き出されている様である。胴部

は全体に縄文が施文される。原体はRLである。調整は口唇部、内面をへラ状工具によ って丁

寧に行なっている。色調は外面の一部が黒味を帯び、その他は茶褐色を呈する。胎土は砂粒、

雲母片を多く含んでおり、焼成は良好である。口径(推)25.4cm、現存高9.6cm。

4は深鉢形土器胴下半部である。底部から上方に向かつてゆるく聞く器形である。縄文を地

文としており、原体はRLである。底部付近は無文となる。底部は平底て¥底面に網代痕のよ

うな文様が残っているが、磨滅のため判然としない。調整はへラ状工具により丁寧に行なって
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第4節遺物

いる。色調は外面が赤褐色、内面が黒褐色を呈する。胎土に砂粒を含み、焼成は普通。底径8.2cm、

現存高15.05cmo

5は鉢形土器の口縁から胴音防皮片である。口縁部は弱〈外反し、山形の小突起を有する。文様は器

面全体に縄文が施されており、原体はRLである。内面はへラ状工具により丁寧に調整を受けている。

色調は外面が者与局色、内面が黒褐色を呈する。胎土は砂申立をわずかに含む。焼成は普通である。口径

(推)12.6cm、現存高13.7cm。

6は深鉢形土器胴音防皮片である。縄文を地文として3本一単位の沈線聞に蛇行した沈線を垂下させ

ている。原体はRLである。

7は口縁部把手の破片。外周にへラ状工具による大きな刻みを施し、孔の周囲に沿って竹管による

渦巻状の沈線、その下端の隆帯上に細かな刻みを施している。

8はキャリパー状を呈する口縁音防皮片。下端に隆帯を有し、隆帯の上側に沿って7と同様の大きな

刻みと沈線を施す。

9は浅鉢形土器の口縁部破片。内面に隆帯とその内側に沿って角押文を施す。隆帝はZ字状に

交差している。

10、11は底部である。 10は底面がわずかに上げ底となっている。丁寧にへラ状工具によって調整を

受けている。色調は茶褐色を呈する。胎土に砂粒、雲母片を多く含む。焼成は良好である。底径10.9

cm、現存高4.9cmo 11はやや小形である。内面は磨滅が著しい。色調は外面が赤褐色、内面が

黒褐色を呈する。胎土に砂粒を含み、焼成は普通。底径6.7cm、現存高3.8cm。

014号住居跡出土土器 (第65図、第66図・図版21) 

lは深鉢形土器の口縁から胴上半部の破片である。口縁がわずかに内寄し、キャリバー状を

呈する。文様は縄文を地文として、口縁部では沈線による楕円状区画、胴部は沈線によって区

画された縄文帯と磨消縄文帯ヵ、垂下している。縄文は原体RLである。器面は内外面ともに丁

寧に調整されている。色調は褐色を呈する。胎土に砂粒をわずかに含み、焼成は良好で、ある。

口径(椎)33 .2cm、現存高20.7cm。

2は浅鉢形土器である。全体の約巧を欠失する。口縁部は大きく内寄し、胴部上端に最大径

をもっ。文様は全体に縄文を施すが、口縁部と胴部で施丈方向が逆となっている。原体は L.R

である。底部は平底である。器面調整は、外面底部周辺及び内面をへラ状工具により横方向に丁

寧に磨いている。色調は一部黒味を帯びるが、全体に淡赤褐色を呈する。胎土に砂粒を含み、

焼成は良好で、ある。口径22.7cm、最大径27.9cm、底径5.5cm、器高19.6cm。

3は炉体土器として利用された深鉢形土器である。胴下半部を欠失している。口縁は波状口

縁で、わずかに内寄しながら胴部へと至るキャリバー状を呈する。文様は縄文を地文として低
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第65図 014号住居跡出土土器実測図(1/3)

い隆帯と沈線によ って口縁部と胴部に区別される。口縁部は隆帯によ って4単位から成る渦巻

文と窓枠状文で構成される。胴部は浅い沈線によ って区画きれた縄文帯と磨消縄文帯が垂下す

る。縄文は原、体LRである。口唇部及び内面は丁寧にへラ状工具による調整が施きれている。

色調は茶褐色を呈する。胎土には砂粒を含み、焼成は良好で、ある。口径45.6cm、最大径49.1cm、

現存高35.9cm。
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第4節遺物

。 IOcm 

第66図 014号住居跡出上土器実測図(1/4)

018号跡(土境)出土土器 (第67図 ・図版21)

1は深鉢形土器である。口縁から胴上半部で、全体の約五を欠失する。口縁部がゆるやかに

内習するキャ リバー状を呈する。文様は縄文を地文として、口縁部をめぐる微隆起帯により 、

胴部と区画される。微隆起帯は口唇部直下から窓枠状文を構成し、それに沿って一定の幅で磨

消縄文となる。胴部は浅い沈線によ って区画された縄文帯と麿消縄文帯が垂下する。縄文は原

体 LRである。口唇部及び内面は丁寧に調整されている。色調はj炎貰褐色を呈する。胎土はわ

ずかに砂粒を含み、焼成は良好である。口径(推)40.5cm、現存高22.7cm。

2は深鉢形土器の口縁ーから胴上半部破片である。口縁は波状口縁で、強く 内寄している。文

様は縄文を地文として、口縁部を|歪帯による枠状文と沈線で区画し、その下端に沿って沈線が

l条ないし 2条周る。胴部は沈線によ って区画された縄文帯と磨消縄文帯が垂下する。縄文は

原体RLである。調整は内、外面ともに丁寧に施される。色調は暗褐色、茶褐色を呈する。胎

土に砂粒を含み、焼成は良好で、ある。現存高11.4crn。

3は鉢形土器の口縁:部から胴上半部破片である。口縁は内寄し、m司部との境に最大径をもっ。

口縁部は幅の広い無文帯となり 、その下端より縄文を施す。原体はRLである。口縁無文帯及

び内面は丁寧にへラ状工具による調整を施されている。色調は褐色、茶褐色を呈する。胎土に
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第II章小池麻生遺跡、

若干砂粒を含み、焼成は良好で、ある。口径(推)13.9cm、現存高9.1cm。

4は深鉢形土器の胴下半部である。文様は全体に RLの縄文が施文されている。底部は平底

で、器厚は比較的薄い。色調は外面が者特島色、内面は黒色である。なお、内面は外面に比べ丹

念に調整を受けている。胎土に砂粒を多く含み、焼成は普通で、ある。底径(推)8.8cm、現存

高14.6cm。

。 IOcm 

第67図 018号跡出土土器実測・拓影図(1/4)
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第4節遺物

土師器、須恵器、その他

001号住居跡出土土器 (第68図 ・図版22)

1 -5は土師器の聾である。1は、ふっくらと丸味のある、やや下脹れの胴部から、口縁部

が外反する。胴部最大径は中位やや下にある。口唇部は強く外反し、ほほ水平になる。

2は、王子形の胴部から口縁部が外反し、境に明瞭な陵をもっ。3は、丸味のある下脹れの

胴部から、口縁部が直立する。口縁部と胴部との境に明瞭な陵をもっ。口縁部は上位で外反し、

口唇部が直立して受け口状になる。口唇部は上端で外反し、やや尖り気味である。4は、胴部

から口縁部が外反して立ち上がり、口唇部に至る。口唇部は丸い。口縁部にも縦方向のへラ削

りが施され、内面に明瞭な輪積痕がみられる。5は、 lか2のような形の襲の底部である。

6は土師器の序である。丸底で、底部と体部との区別はなく、ゆるやかに内寄して口縁部に

至る。口唇部は丸〈、惨状用具で押えたような半円形のくぼみが4か所にみられる。
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第68図 001号住居跡出土土器実測図(1/4)
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002号住居跡出土土器(第69図1-11・図版22)

1 -6は土師器の嚢である。 l、2は、口縁部が受け口状になり、内面に段がある。最大径

は胴部上位にあり、外面に成形用具の跡がある。 2には、口縁部から胴部にかけて煮こぼれの

跡がある。 3は、 1、2と同様に口唇部がつまみ出されているが、受け口状にならず、外反し

ている。 4は、 1-3とは形が異なる。口唇部会f丸〈、やや厚手である。胴部はあまり張らず、

長胴になると思われ、へラ削り痕がかなりはっきり残っている。 5、6は底部である。 6は外

面にへラナデが施されている。 7-9は土師器の盤形の係である。丸底に近い底部から、体部

がゆるやかに立ち上がり、口縁部は直立するか、わずかに内脅する。全体にていねいなっくり

である。 10、11は土師器の杯である。体部がゆるやかに立ち上がり、そのまま口縁部に至る。

盤と同様にていねいなっくりである。

003号住居跡出土土器(第69図12・図版22)

12は赤彩の盤である。丸底に近い底部は直立する。内外面とも赤彩されているが、器面が摩

耗しているためか、かなりはげ落ちている。全体にていねいなっくりである。

004号住居跡出土土器(第69図13、14)

13、14は土師器の杯である。平底の底部から、体部がゆるやかに立ち上がり口縁部に至る。

ていねいなっくりである。体部全面にへラ削りが施される。

005号住居跡出土土器(第69図15-18・図版22)

15、16は土師器の嚢である。 15は、丸縁の口縁部を持ち、胴部にはっきりしたへラ削リ痕が

ある。 16は底部である。底部中央が周辺部より薄い。 17は土師器の杯である。体部から口縁部

にかけてゆるやかに外傾し、口唇部がわずかに外反する。体部にへラ削り痕があり、ロクロは

使用きれていないと思われる。 18は土師器の高杯である。外面に赤彩、杯部内面に黒色処理が

施きれる。王手部は17に似るが、厚手で体部と口縁部との境にはっきりした稜を持つ。脚部は、

裾部がやや広がった円筒形で、器壁は厚く しっかりしたっくりである。下端を欠くため広が

りは不明である。

006号住居跡出土土器(第70図1-3・図版22、23)

lは土師器の嚢である。口縁部は胴部に比べて厚〈、口唇部は短〈外反して丸い。 2、3は

土師器の杯である。 2は、口縁部と体部との境に受部をもっ。口縁部は短〈直立する。体部は

ゆるやかな丸味をもち、底部との区別はない。内面に黒色処理の跡がある。3は、丸味のある体

-70 -
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第70図 006号・ 007号・ 012号・ 013号住居跡出土土器実測図(1/4)

部から口縁部に至り、口唇部はやや尖り気味である。内面に黒色処理の跡がある。

007号住居跡出土土器(第70図4-6) 

4-6は土師器の杯である。 4は、ゆるやかに内湾する体部から口縁部が直立する。 5は、

丸底で、体部は丸味をもち、口縁部がつまみ出されてたように短〈外反する。 3は、内外面に

赤彩きれ、内面に放射状のへラ磨きが施されている。砂粒が少なく、ていねいな作りである。

012号住居跡出土土器(第70図7-11・図版23、29)

7、8は土師器の嚢である。 7は、胴部があまり張らず、口縁部は短〈外反する。 2は、や
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や厚手の底部である。 9、10は土師器の杯である。9は、盤に近い形である。体部が底部から

ゆるやかに内有して立ち上がる。口縁部はほほ、直立し、断面は三角形に近い。内面のへラ磨き

は中央から、放射状に施されている。やや厚手であるが、ていねいな作りである。10は、丸底

で、体部は丸味をもっ。口縁部は直立し、断面は三角形に近い。内外面とも黒色処理が施され

る。 11は、 須恵器高台付杯の底部である。へラ記号 'XJが施されている。

013号住居跡出土土器 (第70図12-16・図版23)

12-14は土師器の護である。12は、胴部はあまり張らず、口縁部がやや強〈外反する。口唇

部は短〈立ち上がり、受け口状になる。 13は、丸味のない胴部から口縁部が外反し、口唇部が

わずかに受け口状になる。口縁部は厚い。 15、16は土師器の杯である。15は、やや丸味のある

底部から体部が内寄しながら立ち上がる 。 口縁部は直立し、口唇部は丸~' o 内面に黒色処理が

施きれる。16は、ロクロ成形の杯であるハ休部はわずかに内有し、口縁部が小さく外反する。

@ 
対量規

第71図 015号住居跡出土土器実測図(1/4)
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015号住居跡出土土器(第71図・図版23、29)

1、2は土師器の聾である。 lは、やや丸味のある胴部から、口縁部がゆるやかに外反する。

口唇部は丸い。 2は、底部である。丸味があり、玉子形になると思われる。 3、4は土師器の

鉢で、ほぽ同形である。丸味のある胴部から口縁部が強〈外反し 口唇部はやキ決り気昧である。

3は、外反が強〈、口縁部も薄い。口縁部と胴部との境に稜があり、胴部のへラ削り痕が明瞭

に残っている。 5-10は土師器の杯である。 5は、赤彩の杯である。やや丸底の底部から体部

が丸味をもって立ち上がる。体部と口縁部との境に稜をもち、内面にしめがみられる。口縁部

は内傾して立ち上がり、口唇部は直立する。全体に厚手でbある。 6は、底部と体部の区別はほ

とんどなく、体部と口縁部との境に稜をもっ。口縁部は直立し、口唇部が外反する。底部は厚

手である。 7は、体部と口縁部との境が受部状になっている。底部は丸底で、体部と底部との

区別はない。口縁部は直立し、わずかに内寄する。内外面とも黒色処理が施される。 8、9は、

赤彩の杯で、 8は外面に、 9は内面にへラ記号rXJがある。創立、焼成前で、しっかりときざみ

込まれている。 9は、焼成後に施きれ、刻みが浅く、かなり不明瞭である。 10は、体部と口縁

部の境が受部状になり、口縁部が外傾して立ち上がる。ロ縁部の立ちは高〈、口唇部がわずか

に外反する。 内外面とも赤彩が施されている。 11-14は土師器の高杯である。 11-13はほぼ

同形である。坪部は浅い皿状であり、体部と口縁部との境に受部状の稜があり、口縁部は大き

く広がっている。王手部が皿状であるためか、かなりシャープな感じがする。 14は、 11-13と比

べてやや深い杯部をもち、体部のへラ削りの方向も異なる。 11-13は、外面に赤彩、内面に黒

色処理が施きれているが、 14は、外面の赤彩のみである。 15は、手担ね土器である。成形の

跡が明瞭に残っている。

016号住居跡出土土器(第72図・図版23、24、29)

1は、須恵器の費と思われる。胴部はあまり張らず、口縁部は短〈外反する。口縁部は折り

返きれ、縁帯状になる。口縁部内面に、ロクロを使用した強いナデ痕が残っている。胴部にタ

タキ目があり、ヨコナデにより、平行にナデ消されている。 4は土師器の甑である。胴部の丸

味はなく、自然にすぽまって底部に至る。口縁部は強〈外反し肥厚する。口唇部は外反して立

ち上がり、受け口状になる。胴部上住に貼り付けの把手が2か所にある。口径、底径と比べて

器高が低いため、全体にずんぐりとした感じがある。 2は土師器の嚢である。成形調整は 2の

甑に似る。内面に明瞭なナデ痕がある。 3は土師器の嚢である。胴部は丸味を持ち、口縁部は

短〈外反し、やや肥厚する。口唇部はつまみ出きれたょっに短〈立ち上がり、受け口状になる。

5-8は土師器の杯である。 5、6は体部と口縁部の区別がなく、やや丸味のある体部が自然

に口縁部に至る。 6の方が体部の聞きが大きい。 7は、ロクロを使用した大型の杯である。体

a-
ヴ
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第4節遺物

部外面に墨書で 「信」の字が書かれている。8もロクロを使用した杯である。全体に薄手で、

円縁部がやや肥厚する

~ 
~ 

Yn T~3 

ミオ
~ で↑7!六三Ti

。 IOcm 

第72図 016号住居跡出土土器実測図(1/4)

。17号住居跡出土土器 (第73図 ・図版社)
1、2は土師器の護である。 1は、丸昧のある玉子形の胴部から口縁部が外反して短〈立ち

上がり、口唇部はJLl、。胴部と口縁部との境に明瞭な稜をもっ。 2は、丸味のある胴部から口

縁部が直立し、口唇部が短〈外反して玉縁状にな っている。3は、土師器の鉢である。丸味の

ある胴部から口縁部が直立し、口唇部が短〈外反する。口縁部は厚くなる。へラ磨きはないが、

黒色処理が施されたと思われる。

4 -10は土師器の杯である。4は、丸底で底部と体部との区別はなく 、体部と口縁部1との境に受

部状の稜を持つ。口縁部は内傾して立ち上がり、口唇部はほほ、直立する 。全体に厚手である。

5、6はほほ同形である。丸底で中央がやや薄〈、底部と体部との区別はない。体部と口縁部

-75-
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3史尋J

13 

。 IOcm 

第73図 017号住居跡出土土器実測図(1/4)

との境に稜をもっ。口縁部は外反する。 7、8はほぼ同形である。底部と体部との区別はなく、

ゆるやかな丸味を持つ。口縁部はほぼ直立し、断面は三角形に近い。 7は、内面に黒色処理が

施されている。 9、10もほぼ同形と思われるが、 9は厚手である。体部と口縁部との境に受部

状の稜をもっ。口縁部はほぼ直立し、 U唇部が小さく外反する。内外面とも黒色処理が施きれ

ている。

11-13は土師器の高杯である。11は、ほぽ完形である。派部は皿状で、体部と口縁部との境に

稜を持つ。口縁部は大きく外反し、内面にはっきりした稜がある。脚部はラッパ状4こ聞き、裾

部が外反する。全体にていねいなっくりで、外面全体に赤彩、坪部内面に黒色処理が施きれて

いる。 12は、杯部と思われる。やや深めの杯部で口唇部に面取り状にヨコナデが施されている

のが特徴である。内外面に黒色処理が施されている。 13は脚部である。杯部との接合からラッ

パ状に聞いている。 11と比べて接合部が厚い。
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第74図 019号住居跡出土土器実測図(1/4)

019号住居跡出土土器 (第74図 ・図版24、25)

1 -6は土師器の嚢である。 1は、ふっくらとした玉子形の胴部から、口縁部が外反して立

ち上がり、口唇部はほぼ、水平になる。口唇部はやや尖り気味である。胴部と口縁部との境に稜

をもっ。 2は、やや五胴の襲と思われる。胴部はわずかに丸味をもち、胴部と口縁部との境に

はっきりした稜をもっ。口縁部は、短〈外反して立ち上がる。全体に厚手のっくりである。 3

は底部である。かなり丸味をもった嚢である。 4は、下脹れの嚢である。胴部下位はややしま

77 
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っているが、中位から上位にかけてふっくらと丸味をもち、口縁部に至る。口縁部はしまりなが

ら外反し、口唇部がつまみ出されたように丸くなっている。 5は、鉢に近い形であるが、口縁

部のしまりが大きし、。胴部は丸味があり、胴部と口縁部との境に稜をもっ。口縁部は外傾して

直線的に立ち上がり、口唇部がわずかに外反する。 6は長胴の棄である。全体に砲弾形を示す。

口縁部はややしまり、小さく外反する。口唇部はごくわずかであるが立ち上がり、やや受け口

状になる。外面にていねいなへラ削りが施されている。 7は鉢である。底部から胴部が外傾

して立ち上がり、やや内青気味に口縁部に至る。口縁部は矧〈、強〈外反し、口唇部はやや尖

リ気味である。 8-10は土師器の杯である。 8は、丸底の杯である。底部と体部との区別はな

く、ゆるやかに内寄しながら口縁部に至る。外面全体にナテカt施され、ていねいなっくりであ

る。 9も8とほぼ同形であるが、やや深めて柄、へラ削り痕が目立つ。 10は、休部が直線的に聞き、

口縁部が小さく外反する。器形はロクロ成形の尽に似るが、体部にへラ削りが施され、器面に

接合痕が見られるため、ロクロは使われていないと思われる。

020号住居跡出土土器(第75図1-6・図版25、26)

1 -3は土師器の嚢である。 1は、胴部下位にふっくらとした丸昧をもち、上位はすほまりながら

口縁部に至る。口縁部は短〈外反し、口唇部は丸い。 2は、やや丸味のある胴部から口縁部が短く外

反して立ち上がる。口縁部のしまりはあまりなく、胴部との境に稜がある。 3は、最大胴径が胴部中

位にある。全面にへラ削りか施される。 4、5は土師器の杯である。 4は、平底で厚手の底部から、

やや丸味のある体部が広がって立ち上がる。口縁部は直立し、口唇部が小さく外反する。 5は、丸味

のある底部から、体部が内寄して立ち上がり、口縁部はわずかに内寄する。 6は、土師器の高原であ

る。やや深めの坪部に小さな脚部がつく。杯部は、丸味のある体部から口縁部が直立し、口唇部が小

さく外反する。脚部は大きく聞き、裾部が反り退る。

021号住居跡出土土器(第75図7-17・図版26)

7は、須恵器の棄である。やや丸味のある胴部から口縁部が短〈外反する。口唇部は折り返

され、縁帯状で、やや受け口になる。口縁部のしまりはない。胴部にタタキ目があり、平行に

ヨコナデが施される。 8-12は土師器の嚢である。胴部の成形、調整はほとんど同じで、口縁

部がやや肥厚する。 8は 外反した口縁部から、口唇部がつまみ出されたように強〈外反し、

受け口状になる。 9も、口唇部がつまみ出されたように外反する。 10、11は口唇部が直立して

受け口状になる。 11は、口縁部のしまりが強〈、境の部分が肥厚している。 12は、口唇部にし

めがあり、断面が三角形状になる。 13は、土師器の杯である。丸底で、ゆるやかに丸昧のある

体部から、口縁部がやや内寄して立ち上がり、口唇部は直立する。 14は、須恵器の杯である。底
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部から体部が外傾して立ち上がり、直線的に口縁部に至る 。 強いロクロ痕がある 。 15~17は土

師器の勾くで、ほぼ同形である。15は、体部がやや直線的で、、胴部と体部との境にしめがある。

15、17には、強いロクロ痕がある。13は、他の遺構からの混入と思われる。
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020号・ 021号住居跡出土土器実測図(1/4)
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第4節遺物

024号住居跡出土土器 (第76図・図版26-28) 

1 -3は土師器の聾である。1は、球形に近い胴部から口縁部が強く外反して立ち上がり、

口唇部はやや尖り気味である。2は、肩の張った、やや長胴の裂である。口縁部が外傾して立

ち上がり、口唇部が外反する。胴部と底部との境に明瞭な段がある。3は、長胴の喪と思われ

る。丸味のない胴部から口縁部が短〈外反する。口唇部がわずかに立ち上がり、受け口状になる。

4、5は土師器の甑である。深鉢形で、直線的な胴部から口縁部が鰐〈外反する。4は、胴部

上位が内習し、やや受け口状である。6は、土師器の壷である。球形で丸底の胴部から、口縁

部が外傾して立ち上がり、やや受け口状になると思われる。7-9は、土師器の坪である。や

や深めで鉢に近い。赤彩が施され、丸底で、半球形の体部からの口縁部が'};'.i<外反する。胴部

と口縁部との境に稜がある。8は、やや底が深L、。7は、口縁部が肥厚し、焼成前に体部が穿

孔されている。9は、体部上位が肥厚している。10-14は土師器の坪で、すべて赤彩が摘され

ている。10は、やや深めの丸底で、底部と{本部の区別はない。内寄した丸味のある体部から口

縁部がほぼ直立し、口特部がわずかに外反する。11も10と同様で、あるが、やや浅く、平底に近

い丸底である。12は、体部と口縁部との境に受部状の稜をもっ。口縁部が内傾し、口唇部は内

寄する。 13、14は、体部と口縁部との境に稜がある。口縁部は外傾して立ち上がり、口昏部は

わずかに外反する。13の口唇部はやや尖り気味である。 14は、口縁部下位の内面にしめがあり、

口唇部は丸い。15は、土師器の高士干の杯部である。浅い皿状で、体部と口縁部との境に段があり 、

口縁部が強〈、対〈外反する。外面に赤彩、内面に黒色処理が施されている。

025号住居跡出土土器 (第77図1-4・図版28)

1は土師器の護である。やや長胴と思われる。胴部と口縁部との境に稜があり、口縁部が短

〈外反する。口縁部はやや肥厚している。2、3は土師器の杯である。丸底で口縁部と体部と

の境に稜をもっ。 2は、受部状の稜から、口縁部が内傾して立ち上がり、口唇部はほぼ直立し

て、丸味がある。3は、口縁部が外傾して立ち上がり、口唇部は小さく外反する。 2は、外面

に耳、彩が施されている。4は、土師器の高杯の脚部である。円筒形に近く、裾部でやや大きく

広がる。外面に赤彩、内面に黒色処理が施されている。

026号住居跡出土土器 (第77図5-7・図版28、29)

5、6は土師器の襲である。 5は、肩が張り、やや長胴である。口縁部は大きく外反し、口

唇部は丸い。6もやや厚手で、丸味のある胴部から口縁部が直立する。口唇部は小さく外反し、

丸昧をもっ。7は、土師器の鉢である。底部から胴部が外傾して立ち上がる。胴部は聞きなが

ら口縁部に至り、口縁部との境に段をもっ。口縁部は外傾して短〈立ち上がり、口唇部は丸い。

。。
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第77図 025号・ 026号・ 027号・ 031号・ 032号住居跡出土土器実測図(1/4)
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027号住居跡出土土器 (第77図8・図版29)

8は土師器の杯である 。丸底で底部と体部との区別はない。休部はゆるやかに内寄して口縁

部に至り、口縁部はほほ、直立する。

031号住居跡出土土器 (第77図 ・図版29)

9は土師器の杯である。やや丸底の底部から、体部がゆるやかに内寄して立ち上がる。体部

は丸味があり、口縁部はほぼ直立する。全体に薄〈、ていねいなっくりである。

。 IOcm 

第78図 出土土器拓影図(1/2)
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032号住居跡出土土器(第77図10、11・図版29)

10は、土師器の杯である。丸底で底部と体部との区別はなく、丸味のある体部から口縁部が

短〈直立する。体部と口縁部との境が受部状になる。やや小さな杯であるが、ていねいに作ら

れている。 11は、土師器の甑である。深鉢形で口径が大きく、ややずんぐりした形である。ゆ

るやかな丸味のある胴部から口縁部が、大きく聞いて立ち上がり、口唇部は丸いが、やや薄く

なっている。

2項 その他の出土遺物

( I )縄文土器・土製品

土製品(第79図1-10・図版35)

土器片錘

出土した点数は 2点である。両方とも009号住居跡より出土している。土器の胴部破片を利

用しており、 2は土器片を横位置に使っている。 lは縦4.2cm、2.8cm、厚き 1cmである。周囲

はよく研磨されており、完形。 2は、約泌を欠失している。現存は、縦5.5cm、横6.1cm、厚き

1.lcmで、ある。研磨の程度は良好とはいえない。双方とも胎土に雲母片を多く含んでいる。

土製円板

出土した点数は 8点である。このうち 5点が有孔円板である。 3-5は土器破片を利用して

作っている。周囲はよく研磨されており、 4、5は裏面まで研磨している。 3は一部を欠く。

径6.1x5 .3cm、厚さ1.2cmである。 4は表面に条線丈が認められる。径4.0X3.9cm、厚さ0.9

cmである。 5は径3.5X3.3cm、厚さ1.lcmである。

6 -10は有孔円板である。完形品はない。土器片を利用して作っているが、 9は文様をうま

く利用している。周囲と裏面を良〈研磨し、孔は両面から穿っている。孔の周囲もよく研磨さ

れている。 6は幅1.7cm、厚さ 1cmo 7は幅2.1cm、厚き0.7cmo8は幅2.4cm、厚き1.1cmo 9 

は幅2.6cm、厚さ1.Jcmo 10は幅2.7cm 厚さ 1cmて均る。

縄文土器(第79図~第84図・図版30-35)

ここでは、グリッド出土の縄文土器を主として扱ったが、古墳時代、歴史時代の住居跡覆土

中より出土した土器も一括して扱つことにした。分類については、器形の詳細が不明な土器が

多い為、主となる文様によって第 I群~第V群に区分した。時期は縄文時代中期中葉阿玉台式

から晩期初頭安行III式に至る各時期にわたっている。なお各群については、さらに細分きれる

要素を含んでいるが、資料の制約から、大雑把な区分に抑えた。
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一
ω旬 。

主
二
コ

~
~
 

亡コ
∞  

ロ ロ 叶

亡
二
二
コ

の 矧
ミミ
j

念
弘
』認
可二
ε

1
一
一
勝
語
、
:
ゃ

~"
，.

~
;:
 .
..
，"

，!
~;

-.. 
~仰
せ
干
詩
、
~

J
V
A了
....
..
_，c'
辺
正
直
E
・4
偽

..~~
円
~~

~i
2~

~~
~-

;
3
B
F
Y
-
乎;
~

'
b
 _
_
 r
L
r，
;A
)
て
'

己
川
・
〆
~

/，
'

: ポ タ ク 一一 一

- p h d止 ぞ 人 品 。 J 一一 -

い ぬ 訴 V 一 .作 ~ 一 叫

入 一一 三 設 問 一「

1 ・ 、 P ふ 、 ゴ 込

町 ¥ 品 C L 、 山

凶

判 別 九 円 割 極陸 さF

b
仁二
コ

ep
l
D
 
C
コ

一 口
〉 印 ロ ロ

C
コ

ロ n ヨ

七
三
二
j

前 18
股 :己

叫
j
V
L

み~~
~~ 
f
 

ロむ
!?ド ℃コ

t h d・
， f 円 引 - ♂ J L N
t J

‘ s i書 官 8 9

ト v ぷ - Y Y 与 を - E F，
，岬 JM 1 バ 伊 U h l e盗 事 国 V 説 得 1J J td イ 官 、 ‘ ー ら h ，

ケ 、
U 引いぺ ~ 三 J ' Z
・
7 官 ，

守 4 ，

一一
口 口 印

滅 寸 む 図 -

ロコ 中
孟
、
J o
 戸
ニ
ミ

ζ
二三
E

バ β 給 付 W J ¥ /

4 u i u i e ;  

f z z f / /  -百 円一 円 μ J p h 叶 一引 い 叩 占 一 y J 一

r U 1 4 マ

J

・ r 一 川 へ い 一
ω

互

b m ロ ロ

C
コ

。。ョ

什 耀 B ・ 一、- } 4 1 T d E H げ h r 耕 笥 根 回 ( 同 ) ( 同 ¥ ω )

o
c
 
ζ
刀



第II章小池麻生遺跡

第I群土器(第79図1-15・図版30)

本群は、中期中葉阿玉台式土器を主体とする。胎土に雲母片を含むものを特徴とする。

1は吸盤状の突起を有する口縁部破片。断面三角形の隆帯に沿って角押文と沈線を施す。 2

は波状口縁。口唇部に沿った隆帯と中央の紐状突起の上端にへラ状工具による刻みを施し、さ

らにその内側に沿って結節沈線が施される。 3は口縁部と隆帯上端にへラ状工具による刻みを

地し、隆帯の両側にそれぞれ2列の結節沈線を施す。 4は平縁の口縁部。口縁に平行して 2条

の結節沈線と波状の平行沈線が施きれる。 5、6は肥厚した平縁の口縁部で、幅広の 2列の角

押文が施される。 5にはへラ状工具による刻みか施きれる。 7は隆帯に沿って 2列の角押文と

波状の沈線が施される。 8は波状口縁の基部。隆帯によって区画され、隆帯に沿って 29"IJの角

押文を施す。 9は隆帯によって楕円の窓枠状区画を有する。隆帯に沿って 3条の結節沈線を施

す。 10は波状口縁破片。沈線と 2列の角押文を施す。 11は条線文を地文とし、肥厚した口縁直

下に三角押文を施す。 12は縄文を地文として、平行、波状に沈線を施す。 13は肥厚した口縁部

と隆帯の上端にへラ状工具による刻みを施し、隆帯によって区画された内側に棒状工具による

2段の鋸歯状文を施している。 14は隆帯を境として棒状工具により鋸歯状文、楕円状文が施さ

れる。楕円状文の内側には条線が施される。 15は縄文を地文とし、口縁に平行する隆帯に沿っ

て棒状工具による沈線と結節沈線を施す。縄文はRLである。

第11群土器(第80図~第邸図・図版31-33) 

本群は、中期後半加曽利E式土器を一括したものである。

1は深鉢形土器である。口縁から胴上半部で、口縁部は約%を欠失している。口縁が弱〈内

寄し、胴部へと緩やかに至るキャリパー状を呈する。文様は縄文を地文として、微隆起帯と磨

消縄文によって構成され、胴部まで及んでいる。口縁部下端の幅の広い無文帯で胴部とを区画

しており、口縁部は窓枠状丈、胴部は中央に渦巻文を配した枠状文を全体に 4単位施している。

枠内はいずれも微隆起帯に沿って磨消縄文手法を用いている。縄文は原体RLである。器面調

整は内、外面とも丁寧に施している。色調は淡赤褐色を呈する。胎土は砂粒を僅かに含む。焼

成は良好である。口径(推)51.2cm、現存高25.9cm。

2は大型の深鉢形土器である。口縁は隆起の大きな波状口縁で4単位で構成される。口唇部

は内傾ぎみに僅かに外反し、肉厚である。胴部上端に最大径を有し、緩やかな曲線で下位へと

至る。文様は沈線を口縁下端より逆U字状に垂下させ、縄文帯と磨消縄文帯を交li..1こ配してい

る。文様帯の幅は、ほぽ同じであるが、 1か所幅の広い縄文帯に沈線を垂下させている部分が

ある。調整は胴部を縦方向、口唇部及ぴ内面を横方向にへラ状工具によって行なっている。色

調は茶褐色を呈する。胎土は砂粒を含み、焼成は良好である。 口径(推)57 .6cm、最大径59.4

cm、現存高71.2cm。
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第 4節遺物

3 -9は縄文を地文として隆帯及び沈線によって渦巻文、窓枠状文を区画構成する土そであ

る。 3-5は隆帯が大きく突出し、隆帯に沿って太い沈線が施される。7は品目い隆帯を器面に

貼付し、沈線によって渦巻文を施している。縄文の原体は、 4-6はRL、7-9はLRであ

る。

10-15は太い沈線によ って文様を区画構成する土器で、沈線が深いため文様全体が隆起して

みえる。 10、11は渦巻文と窓枠状文を施す。枠内に RLの縄文を施す。12は胴部に沈線を垂下

させ、沈線聞は幅広の磨消縄文帯となる。縄文の原体はRLである。14は肥厚した波状口縁。

口唇部上端に一条の沈線と渦巻文、その直下より 3本一単位の沈線を胴部に垂下させる。縄文

はRLである。 15は底部。 14と同様の沈線が認められる。縄文はLRである。

16-18は縄文を地文として微隆起帯及び沈線が施きれる土器である。16は口縁部を窓枠状に

区画し、区画内にRLの縄文を施す。頚部は無文帝となる。 17、18は胴部に沈線で区固された

磨消縄文帯が垂下する。縄文は LRである。微隆起帯は断面がかまぼこ状と三角形状を呈する

ものを併用している。

19、20は縄文を地文として、沈線によ って口縁部を楕円状の枠状文で区画し、胴部に幅のせ

まい磨消縄文帯を垂下させる。20は単純化した渦巻文を施文している。縄文は19はLR、20は

RLである。

21、22は縄文を地文として微隆起帯によって文様が構成される土器である。波状口縁を呈し、

口唇部は無文帯となる。微隆起帯の断面は三角形状を呈するが、22はやや鋭角となっている。

京電文は21はLR、22はRLである。

23-25は平縁の口縁部。口縁部が無文で、平行する沈線、隆帯、微隆起帯で胴部以下と区画

し、胴部全体に縄文を施す土器である。縄文はすべてLRである。

26-36は縄文を地文として縦、横方向に沈線を施した土器である。いずれも沈線聞のl幅は狭

〈、磨消縄文は認められない。30、31は弧状の平行沈線が施される。 34は波状口縁で口唇部上

端に一条の沈線が施される。 35、36は同一個体であろう。最下段の沈線は波状となっている。

縄文は26-29、34、36がRL、30、32、33はLRを施す。

37-39は縄文のみが施きれる土器である。 37、38は口縁部破片で、縄文はLRo 39は胴部破

片であるが、 LR縄文と Rの撚糸文が併用されている。

40-43は条線文を地文とする土器である。40は細かい条線が口縁直下より施される。42、43

は同一個体であろう 。口縁は肥厚し 無文である。胴部に沈線が垂下される。

44-47は土器底部である。44はハケ目状の調整痕が認められる。 45は網代痕が認められる。
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遺物第4節
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グリッド出土土器実測・拓影図(5)(1/3)第83図

第III群土器 (第84図 1-7・図版34)

本群は、後期初頭堀之内式土器を一括した。

1は口縁部が僅かに外反する深鉢2は縄文を地文として、沈線が施きれる土器である。l、

2条 1単位の紐線が縦に貼付きれ、横方向にめぐる沈口縁から頭部は無文で、形土器である。

線との交点に竹管による刺突が施きれる。胴部は沈線によ って逆J字状の文様が施きれ、沈線

2は1と同一体であろう 。聞にさらに破線のような沈線を施している。縄文は LRである。

4は波状口縁の上部にあたる小突起である。陸線と沈線によ って渦巻をモチーフした文様を

構成している。

5 -7は櫛歯状工具によりコ ンパス文等の条線を施文する土器である。
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第4節遺物

第W群土器 (第84図8~16 、 18 、 22 、 25 ・図版34)

本群は、後期中葉加曽手IJ8式土器を一括した。

9 、 11~14は沈線と磨消縄文を主文様とする土器である。 9 は台付形土器の脚部である。 11

は沈線によって入組状文が施されている。縄文は 9 、 11~13がLR、14がRしである。

10は沈線による格子目文が施される土器である。縄文を地文として、口縁あるいは胴部に押

捺文のある紐線が1本ないし 2本貼付される。地文の上に奈|方向の条線丈が施される土器と施

されない土器がある。 8、15、16は口縁部内側に浅い沈線が一条めくっている。縄文はすべて

LRである。

25は強く屈曲する胴部破片。屈曲部に刻みを施し、下部に許|方向の条線丈を施す。

第 V 群土器 (第84図 17 、 19~21 、 23 、 24 、 26~30・図版34・35)

本群は、後期後半から晩期初頭の土器を一括した。安行 I~III式に比定されるものである。

19~21は帯縄文を主文とする土器である 。 19は縄文帯を横切 って小突起が貼付されている 。

17 、 26~30はいわゆる粗製土器である 。 17は紐線文に押捺を施し 以下公|方向の条線文が施

文される。 28は口縁直下に連続する刻みと沈線の内側に条線文が施される。 26、29は条線文の

みが施文される。

23、24は同一個体であろう 口縁部は平縁で外反し、胴部が膨みをもっ。直線状、弧状の平行

沈線を施している。

( 2 )石器類(第85図~第87図 ・図版36、37)

第85図は磨石、敵石、凹石である。 lつの石器が複数の用途に使用されたと思われる。第86

図は、石斧(5 ~10) 、石銑 (11~13) 、尖頭器 (18) 、剥片( 14 ~ 17、19) である。磨製

石斧が多〈、打製は 1点だけである (10) 石搬は、破片を含めて 3点である。脚部が制〈、

頭部は幅広の三角形になると思われる。尖頭器は基部のみが遺存している。断面の形状や余Ij騨ー

から尖頑器とした。奈Ij片は数が少なく、石材も異っている。

表採、グリッド出土品が多く、明係に遺構に伴うものがない。しかし、調査区内の遺構、遺

物により、ほとんどが縄文時代中期のものと思われる。

第87図は、砥石、石製模造品、土玉、泥面子である。砥石は、大問 (22)、と小)¥'J (20)が

あり、 20には、小孔があけられている。 23は、土玉の残欠で、ほほ、球形になる。 24は、大黒天

の泥面子である。俵の上に乗り、右手に小槌を持ち、左手には、肩からかけた袋を持っている。

塑押しにより作られ、側面にその跡か、見られる。
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第II章小池麻生遺跡
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第85図石器実測図(1)(1/2)

-94一



第4節遺物

亡二コ
、〆
、一'、，

亡〉
10 
(B 12-06) 

( B 11-00) 

、、
ハ/
 J
 

全失
ζご〉

11 

〉

寸

te

、

〆

内

4

J

U

「
一
-

J

-

n

U

 

〈

は

A

戸

h
U

2

叩

符
〆
』

内
川

u

n
H
U
 c二〉 (021 ) 

6 

(018) 

くコ

い費(?世
)暫|!:。-舎で

く二二二コ く::.__) (表採)

14 

(001) 

A
U旧制 G-~事

17 

(表採)ζ二~



第II章小池麻生遺跡
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第4節遺物

( 3 )鉄器(第88図・図版37)

鉄器は、鎌2点(1、8)、万子7点(2、3、5- 7、9、10)、鉄鉱 l点(4 )、釘 2点

(11、12)である。鎌、万子の農具、工具が多いと思われる。 3は、大型の万子である。刃渡り

20cm以上もある。鎌、万子とも、砥ぎにより刃が内膏している。鉄器を出土した住居跡

は真間期のものが多く (002、004、013)、鬼高期の住居跡は、 032である。釘は、 2点とも

表採品で、断面はほぼ正方形である。

二fi

c (~02) (002) 

1 1 
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第111章小池向台遺跡

第 1節 遺跡の位置(第89図・図版38)

/1-1也向台遺跡は山武郡芝山町小池字向台135番地に位置する。北総台地の中央やや東寄りに位

置する。遺跡付近は樹枝状台地が形成されており 九十九里の沿岸へと流れる木戸川によって

洪積台地の奥深くまで発達した支谷が入りこんだ、極めて復雑な地形を呈している。

本遺跡は、舌状台地の基部にあたる標高39m前後の緩斜地である。現在、台地は畑地・山林と

して利用されており、 かつては数多くの古墳の分布が見られたが 現在では数基のみとなって

いる。本遺跡周辺は、過去、多くの調査ヵ、行なわれているが、特に著名なものとしては昭和31年
(1) 

3月より調査が実施され、国指定となった殿塚・姫塚をはじめとする芝山古墳群がある。

註

¥ 1 )滝口宏・玉口時雄他「千葉県芝山古墳群調査速報J W古代~ 19・20合併号 1955 

第2節調査の方法と経過

( 1) 調査の方法

小池向台遺跡の本調査は昭和53年9月20日に開始し、 10月23日終了した。調査対象地域は、

長さ120m、幅平均14mの道路敷地内に限られているため道路中心杭を基準にグリッド法(前掲

第10図)を用い、全面発掘を実施した。

本調査は20X20mの方形を大発掘区とし、小発掘区を1辺2mの正方形1O(}f固に分割して行った。

大発掘区内では北西隅より順に00から99の名称、を与えた。またこのグリッドのラインは道

路建設予定地の中心杭No.360とA1-05グリッドにて対応している。このグリッドを採用して

A1区よりトレンチを全面に設定して掘り下げることにした。

(2) 調査の経過

9月20日 現地器材搬入。草刈り作業を行なう。器材倉庫等を設営する。

9月24日-30日 グリッドにより A1区よりトレンチ試掘作業を行なう。 A3区より土師器

片が出土し始める。 A4区トレンチ調査により、遺構を検出する。基準杭移設。

10月1日-.5日 A3-33グリッドの遺構を確認し、 A3区より 3軒程の遺構の本調査を行なう。

10月6日-11日 A 5区までトレンチ調査を行な 7。トレンチ調査により、 A3区-A

。。
n
ヨ



調査区
。

第89図 小池向台遺跡調査区周辺地形図(1/5，000)
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第III章小池向台遺跡

5区まで全面表土剥ぎ調査を行なう。ソフトローム層上面まで剥ぎ、遺物を伴なった遺構をA

4区より確認する。

10月12日-16日 調査区北側より遺構番号をつけ、掘り下げる。 001号住居跡から掘り下

げる。床面より土師器片が出土する。 002・003号住居跡の覆土を掘り下げる。覆土が比較的薄

〈、 15cm内外である。ローム層中に構築される。 003号住居跡は東側にカマドを構築している。

004号住居跡と006号住居跡は遺構の重複を認める。

10月17日-20日 新らたに住居跡7軒を検出する。 004号住居跡を調査終了した段階で、 006

号住居跡を掘り下げる。真間期の土師器片・須恵器の杯が出土する。

カマド精査を実施してみると、 002・003号住居跡は押しつぶされた感じである。

004号住居跡の床面精査により貼床を確認してゆく。 004号住居跡の南側に遺構を確認し、一辺

70cm程の住居跡の一部を調査した。

10月21日・ 22日 004号住居跡の遺物、カマドを出土する。 008号住居跡のカマド右側覆土中

より木の葉文様を付した器台形土器が出土している。

012号住居跡は調査区域外に一部残存しており、方形状で、あった。遺構の全景写真を撮影す.

る。

10月23日 現場器材撤収し、現場を終了する。

(3) 土層(第91図)

本遺跡における台地平坦部の標準土層序は第91図の通りである。

標準層序は遭跡内、 A2 -33グリッド西壁断面において観察してい

る。

I層は褐色土(表土及び耕作土)0II層は暗褐色土。 III層以下は立川

ローム層。 III層はソフトローム層でソフト化が進む。第N層ではハ

ードローム層で層の厚さは10-15cmで、ある。 V層では姶良丹沢ノfミ

スが検出されている。上層と区別が難しい。 VI層は通常区別がむず

かしいが、姶良丹沢ノfミス及び第II黒色帯との間層として、とらえ

られる暗褐色土層である。 VII層は立川ローム層第II黒色帯で厚き40

第90図 土 層 図 ('m前後と厚い。咽層は立川ローム最下層である。

第 3節遺構

I 1頁住居跡

本遺跡における遺構は、住居跡6軒が検出されている。(第90図、図版38)
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第 3節遺構
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第III章小池向台遺跡

rn ιマ~ 一一一一一寸一----2-三

豆一旦畠，A/(主

主昌(昌j
l 暗褐色土撹乱層

2 暗褐色土 黒色土多く含む。

3 暗褐色土 焼土曜J1、ロームブロックを多く i比入する。

4 暗褐色土砂質粘土を若1含む。

第921刈 001号住居跡実測図cゐ)
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第 3節遺構

H音褐色土 砂質粘土Ü~。

2 a音褐色土 焼土粒。 粘土粒iI~。

1 ¥ ~\f\~ 1111 1 1 3 賞褐色土砂質粘土。
f-¥_¥¥ ~III I I : 日音赤色 先

5 a音褐色土 焼土粒、ローム粧含む。

6 A音灰白色 灰層。

7 a昔赤色土 焼土フーロ ック多く含む。

¥11111111 8 暗褐色土 灰 ・焼土粒含む。

」采室主自
9 時働色土

印A ・:-: ιn ・. ・・. ・・2. • 一・. ・

。
m
 

-

第93図 001号住居跡カマド実測図(~)

001号住居跡 (第92、93図・図版39)

調査区中央A3 -33グリ ッドに位置し、主軸方向はN-15"-Wを指す。覆土はローム粒混じ

りの暗褐色土を主に堆積する。

平面形はやや歪んだ方形を呈し5.98X4.60mを測る。床面積は21.6討を示す。壁高は30cm前後

で、壁溝は18-25cmの幅を示す。深き6cm。カマド下を除き、全周する。

柱穴は 9か所検出した。P3・PS・Ps'P8を主柱穴とし、長径62-8Ocm内外、短径45-60cm内外、

深さ43-65cmを示し、中央に向かつて掘り込まれ、底面掘り込みも小円形で段をもつので、 一

度増築したと思われる。平面形も方形から隅丸方形へと変化している。

カマドは北壁中央に位置し、煙道部内に段を有する 。燃焼部をとり囲むように袖部が

構築されている 。袖部はローム粒混じりの基底部上に高さ 28cm程で、内傾しながら構

築されている。カマド内土層は 8層に区分でき、第 4、5層には焼土も多〈含まれる。第2層中

には焼土粒を含み、土器片を混入している。遺物出土量は覆土中からが多く、襲や杯・ 墨書土

器も出土している。

002号住居跡 (第94、95・図版40)

調査区域西側A3 -28グリ ッ ドに位置 し、 主軸方向は N-29二 Wを指す。覆土はローム

粒を含む黒色土である。
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第1II章小池向台遺跡

、
ぷコ・

E 
n.O 
1::; 
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て才
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-一一 --\;:3~21 

a . 。ーF
ぷコ・ iコ・

1 時半島色土 黒色土ローム粒含
ー A@' 

む。42.70 m 
主IZ-- 2 暗褐色土若干、ローム粒含

む。
a' 

3 褐色土ローム粒多〈軟質。42.70 m 
4 褐色土炭化粒 ・ローム粒

を含む。

A 

.一一
~・・-ーーーーー-

a 
・-

第94図 002号住居跡実測図(治)
。 2 m 

142，70 m 

|内1111
l 日音褐色土 汚れた砂質粘土。

2 暗赤色土 焼土フ'ロック状を示す。

3 a音褐色土 上面に山砂、下面にローム混じり

のH音褐色土。

4 a音赤色土 焼土粒多〈含む。

」乙Z宮k:奴露宴~

第95図 002号住居跡カマド実測図(泊)
。 1 m 
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第 3節遺構

平面形は4.16X3.98mの方形を呈する。床面積は12.2m'を示す。壁高は浅く、 10-15cmの

深さを示す。 .{l~講l隔は 10-1 5cm内外で、深さ 6cmをil!lJる。

柱穴はP1- 日とする 。 桁円形の掘り込みを示す。長径70-102cm・短径65-80cm、深さ

は32-45cmを測る。床面状態は凹凸状を示す。カマドは北壁中央に位置し、ローム壁面を日cm、

奥行き 15cmを掘り込む。袖部は、内傾するように構築され、高さ18cmを測る。袖部内面には

焼土が堆積している。カマド内土層は5層に区分でき、第 4層には焼土粒が厚<18cm程堆積じ

ている。焼土、灰を少量堆和する第5層も検出された。遺物の出土量は僅かである。

003号住居跡 (第旬、 97・図版40)

調査区域A3-11グリ ッドに佐置し、 主軸万向はN-74'-Eを指す。東側方向にカマドが構

築された。覆土は浅く、暗褐色土の単一層のみであった。

A 
e-一
a .-

.0. 

12 

ムくい/や

ぷコ・

会- -S

a .-
- ........"""， 一一一一一~二辻と~三三

a' 

42，70 m 

第96図 003号住居跡実測図(~)
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第III章 小池向台遺跡

日音褐色土 砂'l'l:粘土混じる。

2 白色粘土 砂質粘土ブロ ック

状に含む。

3 茶褐色土 ローム粒混じりの

砂1'1:粘土。

4 11古赤色土 焼土粒を多く含む。

-i4T.70m 11111111 

5 B音褐色土 焼土 ・灰多い。若

A 建委員ュ 干ロ ム粒含む。

第97図 003号住居跡カマド実測図(~) ~ 1 m 

平面形は3.47X3.35mの方形を呈し、床面積8.06m'を測る 。壁高は6cm内外で極めて浅く、床面状

態は凹凸状で硬質である。壁溝幅は16-24cm、深さ 8cmを測る。カマド下を除き全周する。

柱穴はPI-P3まで検出され、主柱穴はP1のみで、長径40cm、深さ23cmの円形状の掘り込みを

示す。P3は壁溝内に構築されている。

カマドは東壁面に構築されているが浅い掘り込みである。カマド内には嚢や王手の破片が出土

する。おそらく器掛部内にそのまま破損して流れ込んだものであろう 。カマド内土層は 5層に

区分できる。遺物はカマド周辺より、杯や土師器片が出土している。

004号住居跡(第98、99図・図版41)

調査区域中央部A2-84グリ ッドに位置し、主軸方向は N-210- Wを指す。覆土はローム

ブロ ック及び焼土を含んだ暗褐色土を主とする。西側壁は006号住居跡と重複して確認された。

平面形は、 5.78X 5. 51mの方形を呈す。床面積はお.Om'を示す。壁は28cm前後の深さを呈し、

ほぽ全周している。床面状態は平盟。東側壁には旧カマドが残存していた。

柱穴はpj-P4までとし、楕円形状を示す。深さは23cm。各柱穴は中央に向かつて構築された。

カマドは中央に位置し、壁面を96cm、奥行き30cmの掘り込みを示す。床面より 16cm程を測る 。

カマド内土層は8層に区分できる。 第6層は焼土粒を含み、 暗褐色土を赤変させている。遺

物は極めて多く、 「井」の墨書土器も出土する。特に床面からの出土遺物は多かった。
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l 暗褐色土

2 暗褐色土

21 

ロームブロ ンク含む。

ロ ム車立1昆じる。

，31 

，44 

第 3節遺構

~ ， 
md 
X，;>-yu '34 

3 B音褐色土

q 2 

ロームフロ yク及び焼土ブロ yク

含む。

0 
第98図 004号住居跡実測図(泊)
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第皿章小池向台遺跡

白色粘土砂質粘土。

2 暗褐色土焼土ブロック it~

じリの砂質。

3 賞褐色土砂質粘土。

4 暗褐色土焼土粒多〈含む。

5 白色粘土砂質粘土。

6 暗赤色土焼土粒多〈含む。

7 暗褐色土焼土、炭化粒i昆。

"111111 8 暗褐色土 焼土・灰、炭化
o40.50m 

粒多〈含む。

4室長 ZきF安吉~比一一
。 1 m 

第99図 004号住居跡カマド実測図(~)

006号住居跡(第100、101図・図版43)

調査区域A2 -61グリッドを呈し、主軸方向は N-29"-Wを指す。覆土は、平坦な堆積

であった。

平面形は6.40X5.92mの隅丸方形を呈し、床面積は31.9m'を示す。壁は50('m程の深さを測る。

壁溝幅は10-23cm内外を測り、深さ 6cmを示す。カマド下を除き、全周している。東壁は004

号住居跡と重複しており、壁溝も検出される。

主柱穴はPl-日と考えられる。ほぽ楕円形状の掘り込みで、ピットは中央部に向き気味であ

る。 P1は、長径135cm、短径87cm、深き87cm、P2は、長径130cm、短径87cm、深さ82cm、P3は、

長径130cm、短径105cm、深き42.56cm、日は、長径83cm、短径62cm、 深さ43cmを測る。その

他には補助ピットPSは長径42cm、短径34cm、深さ21cmを測る。またカマド前面には、長辺7lcm、

短辺66cm、深さ32cmの貯蔵穴が存在する。覆土は稽褐色土である。

カマドは北壁中央部に位置し、袖部は壁より住居内に70cm程延びている。袖部は内傾し、

煙道部からの掘り込みはなだらかであった。カマド内土層は 9層に区分でき、焼土粒が若干含

まれる。右袖部基部から大型嚢が出土した。

008号住居跡(第102、103図・図版44)

農道際A4 -03グリッドに位置し、主軸方向は N-15"-Wを指す。覆土は、時褐色土を

主としてレンズ状に堆積している。
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第3節遺構

ムく五'):"11.

6. 

〉ぐ

。 。
2 

位二土空 三。
a 

42，40 m 

l 暗褐色土 'ロームブロソクを含む。全体的思 3 B古掲色土 焼土粒を多く含む。一部ロームブ

級。 ロソクを含む。

2 茶褐色土 ロ ム粒を多く含む。 4 s音褐色土 !よ雨i近くに焼土料を含む。

第100図 006号住居跡実測図(~)
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第1II章小池向台遺跡

E

O
守

.
N守

- A輔、 。 1 m 

暗褐色土焼土粒、砂質粘土、含む。 6 D音赤色土 焼土ブロックを含む。

2 暗褐色土砂質粘土少量含む。 7 暗褐色土 焼土灰を多く含む。

3 黄褐色土砂質粘土。 8 暗褐色土 焼土粒を多く含む。

4 暗赤色土焼土粒多い。 9 暗褐色土 焼土、灰を含む。若干、炭化粒含

5 暗褐色土 焼土粒、炭化粒を含む。

第101図 006号住居跡カマド実測図(~)

遺構は!イ検出され、隅丸方形と推定する。壁は垂直に掘り込まれ、深さも東壁て."52cm、西

壁は伐kmと深い。壁溝も検出され全周する。

柱穴は4か所検出され、主柱穴P2、P3となる。 P2は長径170cm、深さ48cmを示す。

遺物はI千や裂が多く出土し 墨書土器も出土する。またカマド前より木の葉文様を付した高台

付盤も出土している。

カマドは北壁中央部に位置し、袖部は壁より袖端部まで.97cmiDIJる。袖部は火床をとり囲むよ

うに構築きれている。壁幅は15-20cm、深さは 8cm前後を測る。北壁は∞4号住居跡と重複して

いる。カマド内土層は、 6層に区分きれ、砂質粘土を主体としている。遺物出土量は多〈、高

杯や杯・高台付盤の脚部等出土する。

008号住居跡土層

1 暗褐色土耕作土。 6 黄色粘土砂質。

2 暗褐色土 ローム粒若干含む。 7 褐色土炭化粒・焼土粒を多〈含む。

3 暗褐色土 2層より淡い。

4 暗褐色土 黒色のしみを含み、柔らかい

5 褐色土焼土を含む。

8 暗褐色土 炭化粒・焼土粒若干含む。

9 暗褐色土堅級。

10 褐色土ローム粒を多〈含み軟質。

11 褐色土 ローム粒・炭化粒を含み、軟質。
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第III章小池向台遺跡

。 1 m 

H音褐色土 汚れた砂質粘土を含む。

反豆諸
2 精褐色土炭化材を多〈含む。

3 黄禍色土砂質粘土。

4 暗褐色土 炭化材・焼土・灰を多く含む。

5 時褐色土 炭化粒・焼土・灰を含み、サラサラした感じ。

6 a音赤色土 焼土'/ロソクを含む。

7 暗褐色土 焼土・灰・ローム粒を多く含む。

第103図 ∞8号住居跡カマド実測図(凶)
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第104 012号住居跡実測図(1/60) 

112一

暗褐色土 ローム粒

(5-7 mmf呈

度)若干含

む。

2 暗褐色土軟質なロー

ム粒多〈含

む。

3 時褐色土若干黒色気

味である。

4 茶褐色土 ローム粒含

み軟質性。

2m 



012号住居跡(第104図 ・図版45)

A4-97グリッドに位置し、%のみ検出した。平面形は、確認面で方形状を示す。 4.12X(2.60)

m・深さ25cmを測る。壁溝は検出面で全周している。

柱穴は 2か所検出されている。 P1は長径102cm、短径80cm、深さ25cmを測る。各柱穴は楕円

である。カマドは調査区域外に残存し、検出は不可能であった。遺物の出土量は極めて少ない。

第4節遺物

|項住居跡出土土器

001号住居跡出土土器 (第105、106図 ・図版46)

第105図は土師器である。 1-15は喪でありほぼ同じ形になると思われる。 lは、王子形

の胴部から口縁部が外反する。口唇部はやや外傾して短〈立ち上がり、受け口状になる。口

縁部はやや肥厚する。胴部最大径はほほ中位にある。口唇部の立ち上がりの差はあるが、 2-

6は、はほ、同形と思われる。 7-9は、口唇部の聞きが大きい。 10、11は、胴部の丸昧があまり

なく、 10には、胴部と口縁部との境に明瞭な稜がある。 12は、口縁部が大きく聞き、口唇部と

の境に、かすかな段が認められる。13-15は、底部である。 13、14は、底径の差はあるが、 1とほ

ほ、同形になると思われる。 15は 底部から胴部が屈曲して立ち上がり、聞きも大きい。

16-23は土師器の杯である。16、17はロクロを使用せず、体部全面にへラ削りが施される。

16は、平底の底部から体部がゆるやかに内習して立ち上がり、口縁部に至る。口唇部は丸い。

17は、体部が大きく内寄し、口縁部はほぼ直立する。 18-23は、ロクロ成形の杯である。ほほ、同

形であるが、 20は体部の聞きが大きく、 21はやや底が深い。体部下位にへラ削りが施される。

18、19は、底部と体部との境にやや丸味があり、 21-23は、明確に区別される。22、23には墨

書が施される。 22は「井」と思われる。 24は異形の土器である。胴部は直線的な筒状で、内面

に輪積痕が認められる。底部に焼成前の穿干しが施されているので、甑の可能性が強い。

第106図は須恵器である。 25-27は聾である。 25は、丸味のある胴部から口縁部がゆるや

かに外反して立ち上がり、ラッパ状に聞く。口唇部は折り返され、縁帯状になる。 26は、直線

的な胴部から口縁部が短〈外反する。口唇部が折り返されて縁帯状になり、やや受け口気味で

ある。口縁部直下に把手を持つが、数は不明である。器形から甑の可能性がある。22は杯である。

底部から体部がゆるやかに内寄して立ち上がり、口縁部はわずかに外反する。 29は杯蓋である。

しっかりした宝珠形の鉦を持つ。
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第105図 001号住居跡出土土器実測図(1)(1/4) 
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第106図 001号住居跡出土土器実測図(2)(1/4) 

002号住居跡出土土器 (第107図 1-8) 

1 -3は土師器の襲である。 1は、直線的な胴部から口縁部が短〈外反する。口唇部は短〈

直立し、受け口状になる。口縁部はやや肥厚する。 2は、外反した口縁部から口唇部が外傾し

て短〈立ち上がり、受け口状になる。 3は、底部から胴部が外傾して、直線的に立ち上がる。

4は、須恵器の護である。やや丸味のある胴部から口縁部が短〈外反する。口唇部は折り返さ

れて縁帯状になり 、受け口状になる。

5、7、8はロクロ成形の土師器の杯である。 5は、底部から体部が外傾して直線的に立ち

上がり 、口縁部はわずかに外反する。かなり強いロクロ痕が内面に見られる。 7は、わずかに

内湾した体部から、そのまま口縁部に至る。体部外面に墨書が施されるが、字体は不明である。

内面には、黒色処理が施されている。 8は、底部に墨書が施きれるが、字体は不明である。 6

は、須恵器の杯である。底部から体部が外傾して立ち上がり 、直線的に口縁部に至る。

003号住居跡出土土器 (第107図9-13・図版46)

9、10は土師器の嚢である。やや長胴と思われる胴部から口縁部が強〈外反している。 9は、

口唇部が外傾して短〈立ち上がり 、やや受け口状になる。 10は、口縁部下位がわずかにくびれ、

口唇部は丸〈 、わずかに受け口状である。 11-13は、ロクロ成形の杯である。底部から休部が

外傾して立ち上がり、わずかに内寄しながら口縁部に至る。口縁部はやや外反し、わずかに肥

厚する。口唇部は丸い。
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第107図 002号・ 003号住居跡出土土器実測図(1/4)

004号住居跡出土土器(第108図~第110図・図版46-48)

土器の出土量が多〈、特に多量の杯片が検出きれている。

IOcm 

第108図は土師器の聾である。 1-6はほぼ同形と思われる。やや丸味のある胴部から、

口縁部が外反し、口唇部がわずかに立ち上がり、受け口状になる。 1、2、5、6は、口唇部

がつまみ出されたようにならている。 3、4は、口唇部の立ち上がりが弱〈、断面が三角形で

ある。 7は、口縁部が大きくラッパ状に聞き、上位が肥厚する。口唇部は尖り気味で、つまみ

出きれたようになる。須恵器の器形を模倣したと思われる。 8は、深鉢形で、胴部とロ縁部と

の境のしまりはほとんどなく、口縁部が短〈外反する。口唇部が短〈直立し、受け口状で、断

面は三角形になる。 9、10は甑と恩われる。器形は 8と同じと思われるが、口唇部がつまみ出

されたようになり，口縁部直下に把手を持つ。把手の数は不明である。 9は棒状、 10は板状の

把手である。 11-13はやや小型の嚢である。 11は、玉子形で丸味のある胴都から口縁部が直

立し、上位で外反して口唇部に至る。口唇部はわずかに受け口状になる。胴部と口縁部との境

に明瞭な稜をもっ。 12は、 1、2、5、6に似る。 13は、胴部から口縁部が外傾して直線的に
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第108図 004号住居跡出土土器実測図(1)(1/4)

立ち上がり、口唇部がわずかに外反する。胴部と口縁部との境にしめがみられる。14、15は底

部である。14はやや小型と思われる。

第109図は-t.師器の坪である。16-40は体部全面にへラ削りが施されている。はほ、同形であ

るが、口唇部がほぼ真上を向くもの(17、18、21、22、25、26、30、33、36、37、38)と、やや聞

き気味のもの (16、19、20、23、24、27、28、29、31、32、34、35、39、40)がある。底部も

やや丸底のもの (16-18、20、23、25、27、29、35、36、38)と、平底のもの(19、21、22、

24、26、28、30-34、39)がある。また、底部と体部との境にしめのあるもの (24-26、31、

33)もある。41は、休部がやや深〈、鉢に近い形をしている。

42-53はロクロ成形の坪である。体部下位にへラ削りを施されたものが多い。体部の聞き

がやや小さく、やや深めのものが多い。52は、体部の聞きが大きい。また、底部と体部との境
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第110図 004号住居跡出土土器実測図(3)(1/4) 

が大きく屈曲するもの (45、47、48)もある。

墨書が多いのも、この住居跡の特徴である。，井」が多く、他に 「前」、 「中」、 ， nTIJ 、

'XJ、 「家」があり、字体の不明なものもある。土師器の尽の底部に多く、とくに、へラ削

りの杯に多し、。，井」については、本遺跡に東接して、 「井戸作」の字名があり、台地の崖下に

地下水の湧水がみられる。

第110図は須忠器である。64-67は界である。64、65は体部の聞きがやや小さく、口縁部が

わずかに外反する。65は、口縁部がわずかに肥厚する。66は、底部から体部が外傾して立ち上

がり、直線的に口縁部に至る。体部の聞きは大きい。67は、底部から体部が内寄しながら立ち

上がり、中位から外反して口縁部に至る。旬、 69は、高台付盤 (皿)の底部である。断面方形

の高台が付く 。70、71は坪蓋である。70は、宝珠形の鋭がつく天井部、 71は周縁部で、端部が

小さく折り曲げられている。

72は高杯の脚部である。一段透かしであるが、高さがあり、大きくラ ッパ状に聞いていると

ころから 6世紀後半代のものと思われる。

006号住居跡出土土器 (第111図 ・図版49)

1 -3は土師器の護である。 lは、口縁部が強〈外反し、口唇部は丸〈、やや肥厚している。

2は、やや丸味のある胴部から、口縁部が外反して立ち上がり、口縁部はつまみ出されたよう

に短〈直立する。3は、喪の底部である。底部から胴部がわずかに内寄しながら立ち上がり、

はぼ中位からゆるやかに内寄する。4は、土師器の甑である。胴部に丸味のない察形であるが、

口縁部直下の4か所に把手が付けられている。口縁部は短〈外反し、口唇部は丸い。

5 -10は土師器の杯である。やや丸底で、体部全体にへラ削りが施されている。体部はゆる

やかに内寄し、口縁部が直立するもの(5、6)と聞き気味のもの(7 -10)がある。底部と
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体部との境の内面にしめのあるもの(6、8)もある。 11は須恵器の停である。底部から体部

が外傾して立ち上がり、直線的に口縁部に至る。口縁部直下にしめを持つ。
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第111図 006号住居跡出土土器実測図(1/4)

008号住居跡出土土器 (112、113図・図版49、50)

1 -13は土師器の嚢である。 1は、丸味のある胴部から口縁部が直立し、上位で強〈外反す

る。口唇部はつまみ出されたように短〈外反し、受け口状になる。 2は、口縁部が強〈外反し、

口唇部は丸〈、ラッパ状に聞く。 3は、口縁部が強〈、短〈外反し、口唇部が小さく、つまみ出

されたように聞いて立ち上がり、わずかに受け口状になる。口縁部がわずかに肥厚する。 4は、

口縁部がほぼ直立し、上位で外反して口唇部に至る。口唇部は短〈聞いて立ち上がり、受け口

状になる。 5は、口縁部が外傾して立ち上がり、上位で小きく外反する。口唇部は短〈外反し、
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第113図 008号住居跡出土土器実測図(2)(1/4)

受け口状である。 6は、口縁部が短〈、強〈外反し、口唇部は小さく外反して立ち上がり、受け

口状になる。 7は、丸味のあるやや長めの胴部から、口縁部がほほ、直角に外反し、口唇部がご

く小きく立ち上がり、わずかであるが受け口状である。8は、口縁部が小さく外反し、口唇部

は丸い。9は、やや肥厚した口縁部が知〈外反し、口唇部は丸い。10は、小型の寵である。丸

味のある胴部から、稜を境に口縁部が知〈外反し、口唇部は丸し、。11-13は底部である。胴部

が底部からゆるやかに内寄しながら立ち上がる。14は、襲の底部と思われる。内外面にロクロ

成形の跡がみられ、全体に器壁が簿手である。15は、無頚査ともいうべき形である。ほほ球形

と思われる胴部から、口縁部が短〈内傾して立ち上がり、口唇部はやや尖り気味である。

16-28は、土師器の序である。16-22は、盤に近い形である。やや丸底の底部から、体部が

ゆるやかに内習して立ち上がり、口縁部に至る。18は、はぽ平底である。23は、大型で、ていね

いなっくりの盤形の杯である。24-27は、休部全面にへラ削りが施され、底部はやや丸底であ

る。28は、体部と口縁部との境に稜をもち、口縁部が外傾して立ち上がる。口唇部はわずかに

内寄し、尖り気味である。25、27は、底部に墨書 'XJ、 「井」が施される。

29、30は土師器の皿である。29は、断面三角形の高台が付き、口縁部が小さく外反する。30

は、底部と体部との境にわずかなしめを持ち、体部はゆるやかに内寄しながら大きく聞く 。底

部にへラ記号 'XJが地されている。31は、大形の高台付盤の台部と思われる。ラッノf状に大

きく聞き。裾部端に段を持つ。外面にへラ描きで木の葉状の文様が施されている。32-34は須

恵器の杯である。32、34は、高台付きの杯である。32は、底部から体部が外傾して立ち上がり

、直線的に口縁部に至る。口縁部はわずかに外反する。34は、やや厚手の底部から休部が外反し

て立ち上がり、口縁部はやや聞き気味である。33は、体部が直線的に口縁部に至る。35は、土

師器の杯蓋の天井部である。肩平な宝珠形の紐がつく 。36-40は須恵器の王手葦である。36は、

つんのL
1
1
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扇平な宝珠形の鉦がつく。 38は、内面に小きなかえりを持つ。37、39、40は、直線的な周縁部

から縁端部が小きく折り曲げられ、 37は、小さく外反している。
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第114図 011号跡・ 012号住居跡出土土器実測図(1/4)

011号跡出土土器 (114図l、2) 

遺構は、調査区北部の土墳状遺構である。

1は、土師器の杯である。丸底で、底部と体部の区別はなく、ゆるやかに内寄して口縁部に

至る。体部と口縁部との境が受け口状になり、口縁部下端にしめをもっ。口縁部は短〈直立し、

口唇部は尖り気味である。2は、須恵器の杯蓋である。扇平な宝珠形の鉦をもち、周縁部内面

に小きなかえりを持つ。

012号住居跡出土土器(第114図3、4・図版50)

3は、土師器の嚢である。やや丸味のある胴部からやや肥厚した口縁部が外反する。口唇部

はつまみ出されたように外反して、受け口状になる。 4は、土師器の杯である。全体に薄手で、

やや深めの塙形である。丸底に近い底部から体部がゆるやかに内膏して立ち上がり口縁部に至

る。口縁部はほぼ直立し、口唇部はわずかに尖り気味である。
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21頁 その他の出土遺物

第4節遺物

( 1)石器類 (第116図 ・図版52)

石器の出土量は少ない。図示できたのは、砥石3点(1、2、4)、石万 1点(3 )、剥片

しJI;021
〔
〉

(
)
 

ηいV

〆

， 砂

L¥5 1 
(A2-27) 

第116図 石器 ・石製品実測図(1/2)

4 
(A2-89) 

IOcm 
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第III章小池向台遺跡

1点(5 )、である。 1、2は、住居跡に伴うものと思われる。両者とも砥石である。 2は、

軽石質である。全面が磨減し、断面半円形の溝状擦り跡があり、細い棒状のものを磨いた可能

性がある。 3は、石万である。基部と刃部の一部が遺存している。基部は丸〈作り出され、刃

部には刃状の稜がつくられている。縄文時代の遺物であるが時期は不明である。4は、砥石で

ある。遺構に伴わなかったため、時期は不明である。 5は、黒曜石のやや大きな剥片である。

他に黒曜石片は検出されていない。

(2 )鉄器(第117図・図版52)

図示できた鉄器は 7点で、すべて住居跡から出土している。鉄鍛4点(1-3、6)、万子2

点(4、5)、斧頭1点(7 )である。出土した住居跡は、 004、006である。004からは鉄鉱が

3点出土している。鉄鉱以外の鉄器はない。006からは、鉄鉱l点、万子2点、斧頭l点が出土し

ている。 4は遺存が良〈、柄の木質部まで残存している。 7は装着部が袋状になり、その中に

木質が遺存している。すべて真間期の住居跡である。
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第 1節小池麻生遺跡

今回の調査では、縄文時代中期から奈良時代以後にかけての遺構群が発見され、周辺一帯に

広がる一大集落の存在を知ることができた。

発見された遺構を時代ごとにまとめてみよう 。

縄文時代中期住居跡 2軒土墳 1基

古墳時代後期住居跡 11軒

歴史時代 住居跡 14軒

時期不明 建物跡 2棟

遺構数はあわせて30を数えることが出来る。道路幅と言うきわめて限られた調査区内から検

出きれたものとしては、かなり密度の高いものであることがいえよ っ。

本遺跡は、以前、縄文時代中期として報告されてきたが、当該期の遺構が比較的少なかった

ことは、遺跡営為の面で注目されるものである。

009号住居跡の平面形は長方形状を示し、主柱穴も長軸左右壁面沿いに並ぶ。掘り込みも105

cm前後と深い。床直上より出土した縄文土器片は、口縁直下に鋸歯状文を施しており、土器片

から判断するならば縄文時代中期後葉に区分できる。また、 014号住居跡は楕円状を呈し、主

柱穴も炉をとり囲んで検出されている。炉は竪穴の中央やや南東側にあり、縄文中期の深鉢形

土器が利用されている。胴下半部が欠失しており、埋嚢炉として使用されたものであった。

古墳時代の住居跡は11軒 歴史時代の住居跡は14軒確認されている (008、028、029、030号

住居跡は、遺物少量のため時期不確定)。これらの中には、良好な土器のセットを出土した住居

跡もあり、それをもとに、土器の分類を試みようと思う。

土器の形式は、鬼高式と真間式である。
(2) 

鬼高式土器については、日本考古学研究所集報Wの「房総における鬼高期の研究(研究編)J、

真問式土器については『山田水存遺跡』を主に参考にして行った。

調査における鬼高期の住居跡は、 001、005、006、015， 017、019、020、024、025、026、

032、である。各住居跡出土土器iを集報の分類に照し合わせてみると下記のようになる。

I期 001

II期 024

III期 019、 015

n
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第 1節小池麻生遺跡
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第W章小結

W期 017、 025， 026、 020、 005

V期なし

VI期 032、 006

それぞれの土器を上の順にならべると次の図のようになる。*印の土器は、集報に掲載された

土器の中に該当した器形のないものである。

真間期の住居跡は、 002、003、004、007、012、013、016、021、027、031である。全体の遺

物数は少ない。山田水呑遺跡の編年表に従うと下記のようになる。

第 I期 002、 003、 012

第11期 007

第III期 004、 013、 027、 031

第W期 016、 021

ただし遺物の数が少ないので大まかな目安である。出土土器をならべると次の図のようになる。

今回、極めて限られた部分の調査であったが、これらの成果が周辺の調査の進展のなかで、

大きく評価されることを願いたい。

註

( 1 )戸田哲也・平岡和夫『小池麻生遺跡』芝山町教育委員会 1976 

( 2 )鬼高期研究グループ「房総における鬼高期の研究(研究編)Jr日本考古学研究所集報NJ

1982 

( 3 )松村恵司他『山田水呑遺跡』山田遺跡調査会 1977 

第 2節小池向台遺跡

第120図は小池向台遺跡山土、ロクロ成形形の杯の口径と底径の関係を図で示したものであ

る。出土住居別に印をかえであるので、各住居跡別のまとまりがわかると思われる。とくに、00

Eと004の杯が中央の直線を境に、上下にわかれて分布しているといえるであろう。中央の直

線は、底径をX、口径をYとすると、 Y=X+5の式が表わす直線である。このように、杯の

口径と底径の比があるまとまりをもつことは、以前から指摘されている。窯跡出土の須恵器を計

測したものが多いが、土師器を計測したものもある。

第121図は、千葉県内の集落跡から出土した歴史時代のロクロ成形を対象にグラフ化したも

のである。斜めの直線は、第120図と閉じ、 Y=X+5の直線である。土師器については、山

田水呑遺跡の他は、ほほ同じような点の分布を示しているといえる。須恵器は、山田水呑と江

-130ー



第2節小池向台遺跡

15cm 
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底 f歪 10cm 

口

f圭

10cm 

5cm 

第120図 小池向台遺跡出土坪の口径、底径の関係

原台遺跡IIが閉じ点の分布を示し、他は、土師器と同様の点の分布を示している。しかし分散

は、土師器よりも少ないようである。土師器よりも、より規格性があるといえるであろう 。こ

こでも、点の分布とy=x十 5の直線が関係していると思われる。山田水呑遺跡と江原台遺跡

IIの須恵器は、直線を中心に上下にほぼ均等に分布しているが、他の遺跡は直線の上に集中し

て分布する。直線下にも点はあるが、直線付近を境に急減している。土師器編年上は、山田水呑

遺跡は真間期、他は国分期である。

第122図は、窯跡出土の杯を図に示したものである。直線は、 Y=X+5である。南多摩窯

社群と NJA-2号窯の他は、ほぽ同じょっな点の分布を示している。それらは、直線下で、

直線と同方向に集中して分布していると思われる。南多摩窯祉群は直線の上側に分布し、 NJ

A-2号窯は、バラバラに分布している。NJA-2号窯は灰軸陶器も焼いている窯である。

老洞 1号窯は、 「美濃J I美濃国」印のある須恵器を焼いた窯であり、 8世紀の第一四半世紀

に、操業が位置づけられている。グラフをこまかく見ると、陶邑IIは、資料とした窯の数が多く、

分散もかなり均一になっているが、ほぽ老洞l号窯と同じ分布を示している。老洞 E号窯は直

線よりやや離れて分布しているが、他の 3つは直線に接するか、含むような形て、分布してい(2)。
南多摩窯祉郡の分布は、国分期の土師器の分布と重なる度合が大きい。

以上のように、杯の口径と底径との関係をもとに話をすすめてきたが、以下、簡単に結論と

問題点を述べる。

l、歴史時代のロクロ成形王手の口径、底径の比は時代的にかなりのまとまった分布を示す可

能性が強い。しかし、そのまとまりが、時期別、遺構別にどこまで細かく分類できるかは今後
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第122図 古窯跡出土須恵器部の口径、底径関係図
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の問題である。

2、y=x十 5もしくは、この式に近い直線は口径、底径比の分布を区分するラインかどう

か。又、このような線自体が存在するのかどうか。

3、各遺跡を図表化、又は式化して、その特徴を表現し、互いに比較することが可能で、あるか

どっか。

3については、資料がないため詳しくは述べることはできない。しかし、現在のように大規

模な発掘が行われ、遺跡全体が調査の対象となる場合が多くなったことは、従来の遺構、遺物

の分析方法に加えて、より遺跡の特徴を分析する方法が必要になってきていると思われる。

註

(1) ロクロ成形の杯を対象としたのは、ある程度の規格性があると推定したからである。また、正

円に近い口縁部、底部をもっと考えたからでもある。底部と体部との境に丸味のある坪は、接地した

場合の円の直径を底径として測定した。第121 、 122図は、報告書の計i~IJ値をもとに作成した。計測値

のない杯については、挿図を計測した。高台付I手は、高台を|徐いた形で計i"IJした。底部は、へラ削り

によって、切り離し時よりも径が小さくなる場合が多いと巧えられるが、もとの形を復原せず、削ら

れた底部を五十以IJした。

(2) 統計学上、相関関係にある点の分布に、その点の配列を代表するような直線を求めることを直

線回帰と呼び、直線の式 y=a x十bを決定する白、 bを求める式は下記の通リである。

。b=Y-ax

日ニZxiyi-(2-xi) (2-yi) /π 
2-xi七 (2-Xi)2/η

主はxの値の平均値。訟もyの平均値。 ηは点の数。 2-xlはzの値の総和。 2-yiはyのiu宣の総千日。Zzfはzの

{直の 2乗の総和。2-xiyiは、ある l点のzとyをかけた値の総和である。

試みに山田水呑遺跡、の須恵器の値と、南多摩窯祉群の値を計算すると以下のようになる。

山田水呑遺跡、 y=0.94x十5.31

南多摩窯壮群 y=1.71x+3.57 

なお、小数第 3位以下を 4捨 5入してある。

また、両者の相関関係の強さを示す相関係数 (r)は次の通りである。

山田水存遺跡 r=0.75 

南多摩窯土止群 r=0.80 

(小数第 3位以下4捨 5入。)

これらの式や値は、両遺跡、の 1つの特徴を示していると思われる。

参考文献

大村 平『統計解折のはなし』日科技連出版社 1980 
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(3) 福田健司「南武蔵における奈良時代の土器細年とその史的背景J W考古学雑誌』第64

巻第 3号 1978

服部敬史、福田健司「南多摩窯祉群出土の須恵器とその制年J W神奈川 A考古』第6号 1977

国平健三「相模国の奈良・平安時代集決構造(上)J W神奈川巧古」第12号 1981 

(4) 国平健三「相模国の奈良・平安時代集落構造(中)J W神奈川考古』第13号 1982 

(5) 使用した報告書は下記の通りである。

「山田水呑遺跡』山田遺跡調査会 1977 

「江原台』江原台第 l遺跡調査団 1979 

『佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書IIJ 千葉県教育委員会 1980 

『佐倉市飯合作遺跡、~ (財)千葉県文化財センター 1978 

「千葉東南部ニュータウン 3 ー有音遺跡(第 l 次)一~ (財)千葉県都市公社 1975 

(6) 点の分布は、計測資料の多少にも関係すると思われる。点の数が多くなれば、これらの中に

も、山田水呑遺跡のような分布になる遺跡、があるかもしれない。しかし、現在の傾向ヵ、より

強〈グラフに表われる可能性が大きい。

(7) 使用した報告書は下記の通りである。

「千葉県市原市永田・不入須恵器窯跡調査報告書」千葉県教育委員会 1976 

F南多摩窯祉群』八王子ノ〈イパス鎚水遺跡調査会 1981 

『木葉下遺跡~ (財)茨城県教育財団 1982 

「老洞古窯跡群発掘調査報告書」岐阜市教育委員会 1981 

『陶邑IIJ (財)大阪文化財センター 1978 

『徳重西部地区埋蔵文化財発掘調査報告』名古屋市教育委員会 1976 N J A -2号窯の調査

成果を収録。

(8) 今回は、古窯祉一基ごとの分析は行わなかった。また、陶邑 IもIIと同様にクラフを作成し

たが、 IIとほとんど同じ結果を得たので、紙面の都合上、点の分散の小さいIIのグラフを掲載

した。
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表 2 小池麻生遺跡遺構一覧表

遺構番号 平面形 規模 m 床面積m' 主軸方位 壁高cm主掘失 周溝 カマド 時期 4蒲 考

001号住 隅丸方形 5.10 X 5目04 20.3 N -48'-W 50-54 
8 
全周 北壁中央 鬼高 貯蔵穴有主主主4

002号住 隅丸方形 5.72X5.60 23.8 N -14'-W 45-52 5 全周 北壁中央 真問 PS掘込有主主主4

'003号住 方 青33.32X3.10 8.2 N -20'-W 25 無 無 北壁中央 真間 力マド残存不良

'004号住 隅丸方形 5.25X5.20 24.4 N -49'-W 8 -65 4 全周 北壁中央 真間

'005号住 隅丸方形 5 .45x 5.26 23.0 N-5'-W 42-50 4 tll!全周 北壁中央 鬼高 カマド内規乱有

006号住 方 売予 3.95X3.88 10.3 N -32'-W 30-46 4 全周 北壁中央 鬼高

007号住
隅丸方形
5.61 X(3.08) (1) N -40'-W 23-35 1 ほt!全問 北壁中央 真問(推定)

008号住
方形 3.96X(3.15) (? ) N -38'-W 6 -12 無 無 北壁中央 歴史 カマド残存不良
(推定)

009-号住 長方形 5.64X3.80 16.3 N -16'-W 23-35 5 全周 不明
縄文

中期

010号住
隅丸方形 (7.l2)X(2.30) (?) 不 明 18-65 1 全周 不明 不明 M遺構検出(推定)

012号住 方 形 4.42X3.86 11.9 N -33'-W 33-48 4 全周 北壁中央 真間 カマドの残存良

013号住 隅丸方形 4.30X4.21 12.2 N -44'-W 21-34 
6 
ほぽ全周 北壁中央 真間 012号住と重複卦主4

014号住 楕円形 4.88X4.00 16.8 N -23'-W 18-21 
6 
無 無 縄文

主主主5 中期

015号住
隅丸方形 7.38X(5.54) (ヲ) N -26'-W 48-63 4 全周 北壁中央 鬼高 焼失家屋(推定)

016号住 方 形 3.80X3目55 7.1 N -31'-W 14-22 無 無 北壁中央 真関 015号住と重複

017号住 隅丸方形 6.74X(5.04) (') N -39'-W 30-37 3 全周 北壁中央 鬼高 貯蔵穴有
(推定)

主#主2

018号住 方 1f3 4.30X3.28 (? ) 不 明 10 無 無 無 縄文 土境
中期

019号住 隅丸方形 5.24X(4.58) (') N -45'-W 25-35 3 全周 北壁中央 鬼高 貯蔵穴有
(推定)

020号住 方形 3.90X3.86 13.1 N-4'-W 26-30 4 ほぽ全周 北壁中央 鬼高
(推定)

東壁に旧
021号住 方 jf;主 3.26X(2.66) (') N -34'-W 21-41 1 一部無 北壁中央 真問 カマド有

方 形
024号住 (推定) 3.42X(2.92) (?) 不 明 10-12 無 無 無 鬼高 完形土器多い

025号住 隅丸方形 6.14X(3.02) (?) N -29'-W 24-35 2 全周 北壁中央 鬼高 住居跡M検出 | (推定)

026号住 方形 4.50X4.45 15.2 N -22'-W 36-48 4 全周 北壁中央 鬼高 貯蔵穴有

027号住 方形 3.82X3.56 9.4 N -19'-W 35-50 4 全周 北壁中央 真間

028号住 方形 3.06X2.98 5.5 N -32'-W 20-28 無 全周 北壁中央 歴史 032号住と重複
032号住より新

029号住 隅丸方形 5.08X4.80 19.2 N -41'-W 26-35 4 ほぽ全周 北壁中央 歴史 030号跡と重複|

030号住 方形 4.20X3.91 11.5 N -15'-W 26-44 4 全周 北壁中央 歴史

。努EK草劃復l。 より

031号住 隅丸方形 4.28X4.15 14.9 N -16'-W 6-72 4 一部無 北壁中央 真関

032号住 隅丸方形 5.38X4.70 19.1 N -20'-W 20-52 4 全周 北壁中央 鬼高 028号住と重
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表3001号住居跡出土土器表(第68図)

番挿号図 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調 ・胎土 ・焼成他 図版他

1 土日市器 褒 ほほ完形 口径16.3口縁部、ヨコナデ。胴部、上位、 外函、赤褐色。!ff.斑。内面、暗褐色。 図版22

底径 6.2下方向へラ削り。中位~下位、 密。砂粒多。

器高24.6右方向へラ削り。内面、口縁部、 良。

ヨコナデ。胴部、ナデ。

2 土師器褒 胴部 胴部、下万向へラ削りの後ナデ。外面、赤褐色。黒¥f，tI。内面、茶褐色。

中位、一部右方向へラ削り。内 密。砂佐多。赤色スコリアifL
面、ナデ。 良。

3 土師器裳 完形 10.5 口縁部、ヨコナデ。胴部上位、 外面、赤褐色。胴部、一部黒褐色。内 図版22

5.8 下方向へラ削り。中位~下位、 面、黒褐色。

19.1 右万向へラ削り。底部、ナデ。 '$。砂位多。

内面、口縁部、ヨコナデ。胴昔日 良。

ナデ。

4 土師器褒 口縁部%(12.8) 口縁部、上方向へラ削り。内面、 外面、赤褐色。黒斑。内面、時褐色。

ヨコナデ。 密。砂革主よ、。

良。

5 土師器褒 底部 底部、へラ向IJり。内面、ナデ。 外面、赤褐色。黒¥f，tIo内面、赤褐色。

5.8 密。桝立やや多。

良。

6 土師器杯 y. 14.8 口t諦B、ヨコナデ。体音ト底部、 外面、灰褐色。 男~王。内面、赤褐色。 図版22

へラ削りの後ナデ。内面、ナデ。j罪¥f，tL

4.5 密。砂佐多。小石仏

表4002す住居跡出土土器表(第69図)

帰図
器 種 遺存度 法iilcm 調整 成形 色調・胎土 ・焼成他 図版他

番号

l 土師器主要 口t措ト 15.6 口縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、明褐色。内面、時褐色。
目岡部 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。砂暗立多。

へラによる調努痕。内面、口縁 良。

部、ヨコナデ。胴部、ナデ。

2 土師器褒 口縁部~ (25.6) 口縁部、ヨコナデ。胴部、へ 外国、灰褐色。 図版22

胴部% ラ削りの後ナデ。削り痕不明瞭。内面、灰褐色。煮こぼれ跡は暗灰色。

口縁から胴昔日にかけて長こぼれ 密。桝立多。

た跡がある。内面、口t掛目、ヨ 良。
コナデ。胴部、ナデ。

3 土師器褒 ロ縁部 (20.6) 口縁部、ナデ。内面、ヨコナデ。 内外面、褐色。

》ず やや密。細砂中立多。

良。

4 土師器褒 口縁部~ (23.2) 口縁部、ヨコナデ。胴部、上方 外面、日用品色。黒¥J;¥L内面、灰褐色。
胴部，73' 向へラ削り。内面、口綾部、ヨ 密。砂粒多。

コナデ。胴部、ナデ。 良。
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挿番図号 器 種 遺存度 法量cm 調盤 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

5 土師器褒 胴部~ 目阿部、へラ削りの後ナデ。削り 外面、黒褐色。内面、暗褐色。

底部 9.0 痕不明瞭。底部、へラ削り。内 やや密。砂粒多。

面、ナデ。 良。

6 土師器襲 胴部~ 胸部、へラナデ。底部、木業痕。 内外面、灰褐色

底部% 9.0 内面、ナデ。 やや密。粗い砂粒多。

良。

7 土師器王手 % 14.8 ロ縁部、ヨコナデ。休部~底部、 外面、黒褐色。口縁部、赤褐色。 図版22

右方向へラ削り。内面、へラ磨
内面、黒褐色。

3.3 き。
密。細切組少。

良。

8 土師器盤 口融ト (16.8) 口融E、ヨコナデ、休部、へラ 外面、黒褐色。内面、暗褐色。
体部% 削りの後ナデ。内面、へラ磨き。 密。御舛抄。

良。

9 土師器盤 % 15.6 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、明褐色。内面、灰縄色。 図版22

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。砂粒少。

4.0 瞭。ナデに光沢がある。内面、 良。

へラ磨き。

10 土師器保 x (13.8) 口縁部、ヨコナデ。体部、右方 外面、明褐色底部、黒斑。
(5.4) 向へラ削り。底部、へラ削り。 内面、明褐色。

3.5 内面、へラ磨き。 密。細m粒多。
良。

11 土師器杯 J1 11.0 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、灰褐色。内面、明褐色。 図腕21

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。締帯地少。

3.6 瞭。器面がかなり荒れている。 良。

内面、ナデ。

」・・ーー-'--

表5003号住居跡出土土器表(第69図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調繋 成形 色調・胎土・焼成他

番号

12 土師器不 % 16.2 口僻目、ヨコナデ。体部~底部、 内外面、淡明褐色内外面、赤彩の痕 図版22
8.0 へラ削りの後ナデ。削り痕不明 跡。

3.9 瞭。内面、へラ磨き 密。純W舛立やや多。かなり精製されて
いる。

良。

表6004号住居跡出土土器表(第69図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調繁 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

13 土師器 * x (8.4) 口縁部、ヨコナデ。体部、へラ 内外面、灰褐色。断面、暗灰色。
(3.2) 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。制粒ほとんどない

3.8 内面、へラ磨き。 良。
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挿図器 種 遺存度 法量cm 調堅 成形 色調 ・胎土 ・焼成他 図版他
番号

14 土師器杯 % (9.8) 口綾部、ヨコナデ。体部へラ削 内外面、灰褐色。
(4.2) りの後ナテ。底部、へラ削り。 密。細材中立少。

3.3 内面、ナデ。 良。

表7005号住居跡出土土器表(第69図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土 ・焼成他 図版他

番号

15 土師器褒 口縁部 (20.6) 口縁部、ヨコナデ。内面、ヨコ 内外面、褐色。

}イ ナデ。 密。幸田F少申主L、。赤色スコリアj昆。

良。

16 土師器褒 胴部~ 胴部、へラ削りの後ナデ。削り 外面、赤褐色。内面、灰掲色。

底部 9.0 痕不明瞭。内面、ナデ。 密。車腕舛立多。

良。

17 土師器杯 口縁部 (19.6) 口縁部、ヨコナテ。体部、へラ 外面、明褐色。内面、灰褐色。

~体部 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。砂中立ほとんどなし。

% 内面、へラ磨き。 良。

18 土師器 予4 17.4 王手部、口縁部、ヨコナデ。体部、 外面、赤彩。内面、黒色。素地は、明 図版22
高王手 裾部欠 ナテL内面へラ磨き。黒色皮盟。 褐色。

脚部、へラ削り後ナデ。削り痕不 密。桝立少。

明瞭。内面、左方向へラ削り。 良。

L一一一一

表8006号住居跡出土土器表(第70図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調 ・胎土 ・焼成他 図版他

番号

1 土師器奏 口縁部 15.2 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、日月褐色。 図版22

~胴部 向へラ削り。内面、口縁部、ヨ 密。品目i'J粧やや多。
コナテ}胴部、ナデ。 良.

2 土師器杯 72' 10.0 口縁部、ヨコナデ。休部~底部、外面、明褐色。内面、明褐色。口縁部 図版23

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 分にスス付着。

3.6 瞭。内面、へラ磨き。黒色皮盟 密。砂申立ほとんどなし。

か施されたと思われる。 良。

3 土師器王手 口縁部~ (9.2) 口縁部、ヨコナデ。休部、右方 外面、日用品色。内面、灰褐色。

休部% 向へラ削りの後ナデ。内面、へ 密。砂申立ほとんどなし。

ラ磨きロ黒色皮盟か施きれたと 良。

思われる。

一

日
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表9007号住居跡出土土器表(第70図)

挿番図号 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

4 土師器杯 口縁部~ (13.4) ロ縁部、ヨコナデ。休部、左方 外面、明褐色。黒斑。内面、明褐色。
体部% 向へラ削りの後ナデ。内面、へ 密。硲粒ほとんどなし。

ラ磨き。 良。

5 土師器杯 % (11.8) 口織広ヨコナテ。伺ト底畝 外面、明褐色。内面、灰褐色。
左方向へラ削り。内面、へラ磨 密。砂暗立やや多。

3.7 き。 良。

6 土師器杯 口糊ト (13.4) 口縁部、ヨコナデ。体部、へラ 内外面、赤彩。素地は靖褐色。
体部;X' 削り。内面、へラ磨き。 密。細弱粒少。

良。

表10012号住居跡出土土器表(第70図)

挿|番図号 器 待ー 遺存度 法量cm 調幣 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

7 土師器褒 口i縁部~ (11.6) 口縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、 iilii.芳褐色。内面、黒色。断面、
目阿部M 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 赤褐色

内面ヨコナデ。 密。細!，j粧やや多。

良。

8 土師器褒 胴部~ 胴部、左方向へラ時Ijl)。底部、 外面、黒色。内面、灰褐色

底部 4.2 へラ削り。内面、ナデ。 密。砂粒多。

良。

9 土師器保 % 15.2 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、明褐色。口縁部、赤褐色。 図版23
左方向へラ削り。内面、へラ磨 内面、赤褐色。

3.7 き。 密。細密J粧をごく少量。
良。

10 土師器保 口縁部~ (16.2) 口縁部~休部、へラナデ。ナデ 内外面、黒褐色。断面、赤褐色。

休部K に光1凡内面、へラ磨き。内外 密。脚地少。
面、黒色皮躍。 良。

11 須恵器 底部 底部、回転へラ削り。 内外面、灰色。 第78図

高台付杯 (9.5) 鍬密。制粒ほとんどなし。 図版29

良好。

底部、焼成後、へラ記号 rXJ。

表11013号住居跡出土土器表(第70図)

挿図
器 稀 遺存度 法量cm 調務 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

12 土師器嚢 口綾部~ 12.4 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、赤褐色。胴部、下位、黒褐色。 図版23

胴部 向へラ削り。内面、口縁部、ヨ 内面、黒褐色。やや密。やや砂質。

コナデ。胴部、ナデ。 良。
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挿図 器
番号

fiR ill存度 法赴cm 調 iH~ 成形 色調・胎土 ・焼成他 図版他

13 土師* 褒 ロ*，描ト 16.0 口縁部、ヨコナデ。 胴部、下方 内外面、明褐色。

胴音~YJ 向へラ向IJり。内面、口縁部、ヨ 密。砂粒やや多。

コナデ。 胴部、ナデ。 良。

14 土師器褒 底部 底部、 へラ削り 。 外面、黒褐色。内師、明褐色。

7.2 内面、ナテ。 密，。細砂粒多。

良。

15 土師師界 % 13.5 口縁部、ヨコナデ。休部、左方
外面、 灰褐色。全体に黒斑。

図版23

9.1 向へラ向IJり。内面、 へラ磨き。
内面、黒褐色。

密。細砂粒少。
3.6 黒色処理を焔したと思われる。

良。

16 土師器不 % (13.2) 体部、 下位、左方向へラ削り。 内外面、 灰褐色。

底部中央 (8.0) 右回転ロクロ成形。 密。細砂杭少。

欠 4.3 良。

表12015号住屑跡出土土器表 (第71図)

持7図
器 極 遺存度 法量cm 調主宅 成形 色調 ・胎土 ・焼成他 図版他

番号

1 土師器裂 )1 16.6 口綾部、ヨコナデ。 胴音I1、下万 外面、亦褐色。，'!:!斑。内面、茶褐色。 図版23

底部中央 7.4 向へラ向IJI)。底部、 へラ削り。 密。砂i':L多。小石i1ふ
欠 25.7 内面、口縁部、ヨコナテ。胴部、 良。

ナデ。

2 土師器褒 口縁部~ (13.6) 口t諾11、ヨコナテ'0 m~部、 へラ
外面、赤褐色。内面、 黒色。

胴部% 印IJI)。音量面が荒れているため削
一音問天褐色。

密。砂申立多。
1)痕不明瞭。内面、ナデ。

良。

3 土附器 }ぜ 12.2 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、禍色。黒'))10内面、黒色。黒斑。
小鉢 4.1 向、粗いへラ削り。底部、 へラ 官。細否少申立やや多。

7.4 削り。内面、口縁部、ヨコナデ。良。

胸部、ナテン

4 土師器 》ぜ 12.4 日縁部、ヨコナテ」 胴部、下方 外面、赤褐色。黒流。内面、赤褐色。 図版23
小鉢 底部中央 6.0 向へラ向IJり。底部、へラ削リ。 黒斑。

欠 7.8 内面、口縁部、ヨコナデ。胴部 *。細砂粒やや多。

ナデ。 良。

5 土師器保 % 10.6 口t描目、ヨコナデ。体音ト底部、 外面、褐色。赤彩。 底部、黒』在。 図版23

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 内面、褐色。赤彩。

4.2 瞭。内面、口縁部、ヨコナデ。 密。細1i'J味立多。赤色スコリアiMo
体部、ナデ。 良。

6 土師器王手 % 11.9 口被部、ヨコナデ。休部~底部、 外面、明褐色。黒'))10内面、灰褐色。 図版23
へラ削りの後ナデ。 密。砂申立やや多。組い1i'.Jri.比

3.1 良。
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挿番図号 器 種 遺存度 法量cm 調繋 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

7 土師器不 ~ (12.0) 口縁部、へラ磨き。休部~底部、 内外面、黒色。
へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。細砂粒少。

3.2 瞭。内面、へラ磨き。内外面と 良。

も黒色皮担。

8 土師器杯 ~ 体部~底部、へラ削りの後ナデ。 外面、赤彩。素地は赤褐色。底部、黒色。 図版9

ロ縁部欠 削り痕不明瞭。内面、ナデ。 内面、褐色。赤彩。 第78図

底脚(t*-抄。

良。

内面、へラ記号 rXJ。焼成前。

9 土師器不 % 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、明禍色。赤彩。内面、灰褐色。 図鵬9

口縁部欠 左方向へラ削り。内面、ナデ。 赤彩。

密。砂粒少。

良。

内面、へラ記号 rXJ。焼成後。
」

10 土師器界 口繍渚s-(13.6) 口縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、赤彩。素地は明褐色。
休部% 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 内面、赤彩。素地Jま明褐色白

内面、ナデ。 密。聖地少。

良。

11 土師器 係部 21.4 ロ縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、赤彩。素地は灰褐色。

高不 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 内面、黒色。

内面、粗いへラ磨き。黒色皮盟。 密。硲粒少。イ活1昆
良。

12 土師器 E事部 20.8 ロ縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、黒褐色。一部、赤褐色。赤彩。 図版23

高坪 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 内面、黒色。

内面、へラ磨き。黒色処痩。 密。桝抄。 IJ-酒乱

良。

13 土師器 tf部 23.0 口縁部、ヨコナデ。休部、へラ 外面、赤彩。口縁部、黒斑。素地は、
高原 削りの後ナデ。内面、粗いへラ 明褐色。

磨き。 内面、補色。黒斑。

密。細i'J植やや多。

良。

14 土師器 主事部 ロ縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、赤彩。素地は明褐色。

高原 口縁欠 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 内面、褐色。黒斑。

内面、粗いへラ磨き。 密。鯛植少。

良。

15 土師器 % 5.6 指頭による調整。 外面、灰褐色。内面、暗褐色。

手控ね土器 4.0 密。砂粒やや多。

2.7 良。
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表13016号住居跡出土土器表(第72図)

挿番図号 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土 ・焼成他 図版他

1 須恵器褒 口縁部~ (27.0) 口縁部、ヨコナデ。胴部、縦位 外面、茶褐色。内面、黒褐色。

胴音~y. タタキ目、平行にヨコナデ。内 密。細砂粒少。

面、ヨコナデ。輪積みによる成 良。

形であるが、調整にロクロを使

用したと思われる。

2 土問器奏 胴部~ 胴部、中位、下方向へラ削り。 外面、赤褐色。一部、黒褐色。 図版24

底部% 9.0 内面、ナテL凹凸が多い。底部、 内面、赤褐色。一部、黒褐色。

へラ向IjtJ。 密。細石J暗主L、。
良。

3 土師器薬 口縁部~(10.6) 口綾部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、暗禍色。 図版24

胴部K 向へラ削り。内面、口縁部、ヨ 密。砂脳、。

コナデ。胴部、ナデ。 良。

4 土師器甑 % 3l.2 口縁部、ヨコナデ。胴部、上位、 外面、茶褐色。内面、黒褐色。 図版23

11.5 下方向へラ削り。下位、右方向 密。細砂粒やや多。

24.2 へラ削り。内面、ロ縁部、ヨコ 良。

ナデ。鋼部、ナデ。

5 土師器杯 % 12.0 口縁部、ヨコナデロ休部、右方 内外面、褐色。 図版23

5.8 向へラ削り。底部、へラ削り。 密。桝抄。赤色スコリアiJt， 第78図

4.4 内面、ヨコナテ。 良。

6 土師器杯 口縁苦ト 15.2 口縁部、ヨコナデ。体部、右方 内外面、日用品色。

体部，y. 向へラ削り。内面、へラ磨き。 密。砂申立ほとんどなし。

良。

7 土師器杯 % 23.5 休部、下位、右方向へラ削り。 外面、日瑚色。黒斑。内面、日用品色。 図版24

10.5 底部、回転糸切り痕。周辺部、 黒玖L 図版29

7.8 へラ削り。右回転ロクロ成形。 密。砂粒ほとんどなし。 第78図

良。

体部、墨書「信」。

8 土師器杯 口縁部~ (14.1) 体部、下位、右方向へラ削り。 内外面、淡明褐色。

体音~y. 内面、へラ磨き。右回転ロクロ 密。細1i'}'t立ごく少。

成形。 良。

表14017号住居跡出土土器表(第73図)

挿番図号 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

1 土師器褒 % 16.2 口縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、口縁部、褐色。胴部、赤褐色。
7.0 印lりの後ナデ。削り痕不明瞭。 内面、灰褐色。
25.0 底部、へラ削り。内面、口縁部、 密。砂粒多。

ヨコナデ。胴部、ナデ。 良。
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挿図
器 袴 遺存度 法量cm 調聖書 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

2 土師器衰 口縁部『 (14.2) 口織広ヨコナデ。鵬広へラ 外面、暗褐色。内面、暗褐色。

胴部，>{ 削りの後ナテL削り痕芥羽庖奈。 密。細i'J粧やや多。
ナテ1こ地凡内面、口縁凱ヨ 良。

コナテ.，~ ß陪.~ナテ二

3 土師器鉢 ほほ完形 15.4 口縁部、ヨコナデ。胴部、左方 外面、黒褐色。内面、黒色。 図版24

7.0 向へラ削り。底部、へラ削り。 密。車田桝立少。

3.9 内面、口縁部、ヨコナデ。胴部、 良。

ナデ。黒色皮曜か施きれたと恩

われる。

4 土師器杯 ほほ完形 11.2 口縁部、ヨコナデ。休部~底部、 外面、補色。内面、褐色。 図版24

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。細砂脳、。

5.0 瞭。ナテに光沢。内面へラ磨き。 良。

I 5 土師器杯 ほほ完形 13.3 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、褐色。底部、黒斑。内面、褐色。 図版24

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 外面、褐色。底部、黒斑。内面、褐色。

4.6 瞭。ナテに光沢。内面、へラ磨 密。細桝立ごく少。

き。 良。

6 土師器杯 % 13.4 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、褐色。内面、褐色。 図版24

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。制時立守中多。

3.8 瞭。ナテに光沢。内面、へラ磨 良。

き。

7 土師器不 % 14.0 口縁部、へラ磨き、黒色処理。 外面、褐色。内面、灰褐色。 図版24

体部~底部、左方向へラ削りの 密。制球立ほとんどなし。

3.8 後ナデ。ナデに光沢。内面、へ 良。

ラ磨き。黒色皮盟。

8 土師器保 % 15.2 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、灰褐色。口縁部、黒褐色。 図版24

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 内面、黒褐色。

3.7 瞭。内面、へラ磨き。黒色皮煙。 密。細i'J粧やや多。
良。

9 土師器保 }ず (14.0) 口縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、黒色。内面、黒色。断面、赤褐

底部欠 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 色。

ナデに光凡黒色災直。内面、 密。細桝立少。

へラ磨き。黒色良県。 良。二次焼成のためもろい。

10 土師器杯 x (12.0) 口i輔、ヨコナデ。体部、へラ 外面、鼎品色。内面、鼎島色。
底部欠 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。，鮒地少。

ナテに光沢。内面、ナデ。内外 良。

面、黒色皮盟。

11 土師器 ほほ完形 17.2 口縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、赤彩。素樹立赤褐色。内面、黒 図版24

高杯 12.0 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 色。脚部内、褐色。

11.8 内面、杯部、へラ磨き。黒色処 密。細蹴少。

理。脚部、左方向、へラ削り。 良。
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帰番図号 昔器 やE 遺存度 法;sicm d司守F 成形 色調 ・胎土・焼成他 図版他

12 土師器 界都 16.4 口倣部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、黒褐色。内面、黒色。 図版24

高不 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細砂中むか。

ナデに光沢。内面、へラ磨き。 良。

内外面、黒色皮盟。

13 土師器 脚部 脚部、へラ削りの後ナデ。ナデ 外面、黒褐色。内面、黒褐色。

高杯 に光沢。内面、ナデ。輸被み痕。 w。細眠法判少。
良。

表15019号住居跡出土土器表(第74図)

帰番図号 器 極 遺存度 法Isfcm 調主宅 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

1 土師器褒 ほぽ完形 14.3 口縁部、ヨコナデ。胴部、上位、 外面、灰褐色。胴部、下位、黒¥1)L 内 図版24

7.4 下方向へラ削りの後ナデ。中下 面、褐色。

25.2 位、左方向へラ削りの後ナデ。 密。砂粒やや多。小石i1L

ナテに光沢。内面、口縁部、ヨ 良。

コナデ。胴部、ナデ。

2 土師器褒 口縁部~ (21.4) 口縁部、ヨコナデ。胴部、左方 内外面、黒字島色。

胴部M 向へラ向IJり。中位、一部上方向 密。細砂粒多。

へラ削り。内面、口縁部、ヨコ 良。

ナデ。胴部、ナデ。

3 土師器奏 目岡部~ 胸部、左方向へラ削り。底部、 外面、赤褐色。内面、日月褐色。

底音~72' 7.6 へラ削りの後ナテL 密。砂市立少。

中央部欠 良。

4 土師器褒 % 12.4 口縁苦11、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、赤褐色。胴苦I1、褐色。黒¥1)L 内 図版25
7.0 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 面、赤褐色。

16.3 上中位は縦方向、下位は横方向。 密。桝立やや多。赤色スコリアift，

底部、へラ向IJり。内面、口車掛目、良。

ヨコナデ。胴部、ナデ。

5 土師器褒 % 13.5 口縁部、ヨコナデ。胴部、二次 外面、赤褐色。黒¥1)L 内面、褐色。口 図版25
5.8 焼成て器面か荒れているため調 縁部、黒褐色。

13.4 整不明。底部、へラ削り。内面、 やや密。砂粒多。かなり切羽。

口縁部、ヨコナデ。胴部、ナデ。 良。

6 土師器褒 完形 13.8 日常措E、ヨコナデ。 1阿部、上方 外函、暗褐色。黒斑。内面、赤褐色。 図版251
5.4 向へラ削りの後ナデ。下位、右 密。 lî~粒やや多。

22.8 方向へラ削り。底部、へラ削り。 良。

内面、口側、ヨコナデ。胴部、

ナデ。

7 土師器鉢 う4 12.0 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、赤褐色。黒斑込内面、褐色。黒 図版25
7.0 向へラ荷IJり。底部、へラ削り。 玖L 第78図
9.7 *業痕。内面、ナデ。 密。砂申立やや多。

良。
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挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

8 土師器王手 .!1 12.6 口縁部、ヨコナデ。体部、器面 外面、灰褐色。内面、灰褐色。口縁部、
か荒れているため調整不明。内 黒色。

3.7 面、へラ磨き。 密。細砂粒少。

良。

9 土師器王手 ~ (12.4) 口縁部、ヨコナデ。体部、右方 外面、暗褐色。内面、黒褐色。
底部欠 向へラ削り。内面、ナデ。 密。細jjij粒やや多。

良。

10 土師器杯 ~ 10.8 口縁部、ヨコナデ。体部、上位、 内外面、褐色。 図版25

底欠部中央 5.8 上方向へラ削り。下部、右方向 密。細桝立少。

4.5 へラ削り。内面、ヨコナデ。 良。

表16020号住居跡出土土器表(第75図)

挿番図号 器 種 遺存度 法量om 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

1 土師器嚢 ~ 14.6 口備B、ヨコナデ。胴部、へラ 内外面、赤褐色。外面、胴部、黒斑。 図版25
7.5 削りの後ナデ。へラ削りは右方 密。桝立少。

21.2 向と思われる。内面、口縁部、 良。

ヨコナデ。胴部、上方向ナデ。

2 土師器褒 口縁部~ 12.6 口i縁部、ヨコナデ。胴部、左方 外面、褐色。一部、黒色。

胴部% 向へラ削り。内面、口縁部、ヨ 内面、褐色。---l郎、黒色。

コナデ。胴部、ナデ。 密。細jjij粒少。

良。

3 土師器褒 胴部~ 胴部、左方向へラ削りの後ナデ。 外面、赤褐色。黒斑。内面、掲色。 図版26

底部 7.4 内面、ナデ。 密。砂粒やや多。

良。

4 土師器杯 % 12.8 口織広ヨコナデ。体部、へラ 内外面、黒褐色。 図版6

6.0 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細F舛tJi:やや多。

5.7 底部、へラ削り。内面、口縁部、 良。

ヨコナデ。休部、ナデ。

5 土師器杯 完形 12.6 日縁部、ヨコナデ。休部、右方 内外面、赤彩。素地J立赤縄色。 図版26

向へラ削り。内面、ナデ。 密。細jjij粒やや多。

4.8 良。

6 土師器 完形 14.7 E宇都、口縁部、ヨコナデ。体部、 外面、赤彩を施きれたと思われる。王手 図版26

高不 9.5 へラ削りの後ナデ。削り痕不明 部、内面、赤彩。素地は荷褐色。

10.2 瞭。脚部、へラ削りの後 密。脚地少。

I I 内面、ナデ。 一
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表17021号住居跡出土土器表(第75図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調 ・胎土 ・焼成他 図版他

番号

7 須恵器 褒 口縁部~ (22.0) 口縁部、ヨコナテ。胴部、縦位 外面、黒褐色。内面、黒褐色。断面.

胴音~~ タタキ目。平行にヨコナテ。 灰褐色

内面、口縁部、ヨコナデ。胴部、 密。桝立少。

ナデ。 良。

8 土師器褒 口縁部~ (20.0) 口縁部、ヨコナテ。胴部、下方 内外面、褐色。

胴音~>{ 向へラ向IJり。内面、口縁部、ヨ 密。車町岬立やや多。

コ胴部、ナテ} 良。

9 土師器奏 口縁部~ 14.2 口縁部ヨコナテL胴部、下方向 外面、赤褐色。内面、赤褐色。
胴部M へラ削りの後ナテL内面、口縁 密。細砂粒少。

部、ヨコナデ。胴部、ナデ。 良。

10 土師器褒 口縁部~ (12.6) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、褐色。内面、褐色。

胴部K 向へラ削りの後ナデ。内面、口 密。細否州立やや多。赤色スコリア『見

縁部、ヨコナデ。胴部、ナデ。 良。

11 土師器奏 口縁部~ (12.8) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、赤褐色。内面、赤褐色ロ

胴部% 向へラ削り。内面、ヨコナデ。 密。細砂申立多。

良。

12 土師器斐 口縁部~ (19.2) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、赤褐色。内面、赤褐色。

胴部，>{ へラ向IJり。内面、口縁部、ヨコ 密。車腕渉中主か。

ナデ。胴部、ナテ。 良。

13 土師器保 % 13目6 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、外面、黒褐色。内面、褐色。一部黒褐 図版26

へラ削りの後のナテ。削り痕不 色。

明瞭。内面、口縁部、ヨコナデ。 密。細桝立少。

体部、ナデ。 良。

14 須恵器杯 % 12.6 体部、下位、右方向へラ向IJり。 外面、灰色。内面、灰色。 図版26

6.8 底部、へラ削り。右回転ロクロ 密。砂粒多。 第78図

3.9 成形。 良好。

15 土師器杯 完形 12.6 休部、下位、右方向へラ削り。 外面、黒色。内面、黒色。 図版26

6.2 底部、へラ削り。右回転ロクロ 密。細在外主よ、。赤色スコリアiJL 第78図

4.0 成形。 良。

16 土師器杯 72' 11.2 体部、下位、右方向へラ削り。 外面、黒褐色。内面、黒褐色。 図版26

6.6 底部、回転糸切り痕。周辺部、 密。細砂時立やや多。 第78図

3.9 へラ削り。 良。

17 土師器保 % 12.0 体部、下位、右方向へラ削り。 外面、黒褐色。内面、黒褐色。 図版26

7.0 底部、回転糸切り痕。周辺部、 密。細1i'J暗立やや多。 第78図

3.7 へラ削り。 良。
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第18024号住居跡出土土器表(第76図)

掃図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

1 土師器褒 ほぽ完形 14.6 口緑郎、ヨコナデ。目陪目、へラ 外面、口縁部、明褐色、 I蹄目、黒褐色。 図腕6
7.2 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 内面、明褐色。

25.1 下旬Zど組い調芭底部、へラ 密。砂粒多。

向jり。内面、口縁部、ヨコナデ。 良。

口縁部と胴部との接合害防こ指頭

による成育娘。胴部、上位、ヨ

コナデ。下位、ナデ。

2 土師器衰 % 15.0 ロ縁部、ヨコナデ。目阿部、へラ 外面、口縁部、明褐色。目冊目、灰褐色 図版27
6.4 削りの後ナデ。器面が荒れてい 内面、口縁部、赤褐色。目阿部、黒褐色

21.2 る。底部、へラ削り。内面、口縁 やや密。制椴多。

部、ヨコナデ。口縁部と胴部と 良。二次焼成のためもろくなっている。

の接合部に揃員による師須。

胴部、ナデ。

3 土師器褒 口縁部 17.2 口縁部、ヨコナデ。胴部、上方 外面、褐色。目陪E、黒斑。内面、暗縄 図版27
~腕部 向へラ向Ijll。内面、口縁部、ヨ 色。

コナデ。胴部、粗いへラナデ。 密。桝立少。赤色スコリア昆

良。

4 土師器甑 完形 20.6 口縁部、ヨコナデ。上位、へラ 外面、灰褐色。黒斑。内面、口縁部、 図版27

7.0 向。りの後ナデ。下位、縦位、へ 灰褐色。胴部、茶禍色。黒斑。

20.7 ラナデ。光沢がある。内面、口 密。桝立少。

縁部、ヨコナデ。胴部、縦位、 良。

へラナデ。光沢がある。

5 土師器甑 ほぽ完形 21. 7 口縁部、ヨコナデ。胴部、ヘラ 外面、赤褐色。内面、茶褐色。 図版27

5.8 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細砂粒やや多。

22.3 内面、口縁部、ヨコナデ。胴部、 良。

ナデ。

6 土師器壷 口縁欠 口縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、赤縄色。胴部、黒斑。内面、黒 図版27

削りの後ナデ。削り痕不明痕。 色。底面、黒褐色。

ナデに光沢。内面、口縁部、ヨ 密。桝立少。

コナデ。胴部、ナデ。 良。

7 土師器杯 完形 12.8 口縁由民ヨコナデ。体部~底拡 外面、暗褐色。赤彩の跡がある。内面、 図版27

へラ削りの後ナデ}削り痕不明 暗褐色。赤彩の跡がある。

8.0 瞭。内面、口縁部、ヨコナデ。 密。細i'J粒多。
体部、ナデ。休部、焼成前に穿干L良。

8 土師器保 111主定形 12.4 口櫛E、ヨコナデ。体部~底部、 外菌、明褐色。赤彩。休部、黒斑。内 図版28
右方向へラ削りの後ナデ。内面、 面、褐色。赤彩。底面、黒斑。

9.2 口繍E、ヨコナデ。体部、ナデ。 密。砂粒少。
良。
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挿図
器 干垂 遺存度 法量cm 調停 成形 色調・胎土 ・焼成他 図版他

番号

9 土師器杯 完形 14.8 口縁部、ヨコナテL休部~底部、 外面、褐色。赤彩。底部、黒斑。内面、 図版28

へラ削りの後ナテ}向IJり痕不明 褐色。赤彩。体部、環状に黒斑。

7.7 瞭。内面、口縁部、ヨコナデ。 密。細膨非主L、。

休部、ナデ。 良。

10 土師器保 完形 13.2 口被部、ヨコナデ。休部~底部、 外面、赤褐色。赤彩。底部、黒斑。 図版28

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 内面、赤褐色。赤彩。底面、黒斑。

6.2 瞭。内面、口縁部、ヨコナデ。 密。 品目石舛主よ、。

体部、ナテ。 良。

11 土師器杯 完形 13.5 口出掛目、ヨコナデ。休部~底部、 外面、明褐色。赤彩。内面、褐色。 図版28

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 赤彩。炭化物付着。

4.8 瞭。内面、口縁部、ヨコナデ。 密。砂粒!やや多。赤色スコリア1見。

体部、ナデ。 良。

12 土師器杯 ほほ完形 11.2 口車競目、ヨコナデ。体音ト底部、 外面、褐色。亦彩。内面、褐色。赤彩。 図版2E

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 内外面に環状の黒斑。

5.6 際。内面、口縁部、ヨコナテ; 密。 高田町少本主よ、。

良。

13 土師器杯 YJ 14.8 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、褐色。亦彩。内面、赤彩のため
左方向へラ向IJり。内面、口縁部、 素地の色不明。

5.3 ヨコナデ。休部、ナテ。 密。細長外立やや多。

良。

14 土師器 I不 はは完形 15.6 口縁部、ヨコナデ。黒色処理状 外面、明褐色。口縁部、黒色。赤彩。 図版28

に光沢がある。休部~底部、へ 内面、褐色。赤彩。

5.4 ラ削りの後ナテ。削り痕不明瞭。 密。細砂粒やや多。赤色スコリア出。

内面、口縁部、ヨコナデ。休部、 良。

ナデ。

15 土師器 主宇部% 15.4 口縁部、ヨコナテ;休部、へラ 外面、褐色。赤彩。内面、黒色。

高不 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細E舛立やや多。
内面、口縁部、ヨコナテ。休部、 良。

ナテL黒色処理されているが、

へラ磨きせず。

表19025号住居跡出土土器表(第77図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調 ・胎土・焼成他 図版他

番号

1 土師器奏 口縁部~ (15.2) 口縁部、ヨコナデ。へラ跡。胴 外面、褐色。内面、黒褐色。

胴苦~;{ 部、上方向へラ削り。内面、口 密。砂粒多。

縁音目、ヨコナデ。胴昔日、ナテ〉 良。

2 土師器王手 yz 1l.8 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、褐色。赤彩。内面、黒褐色。 図版28

へラ削りの後ナデQ 削り痕不明 密。1i'少申立多。

4.7 瞭。内面、口縁部、ヨコナデ。 良。

休部、ナテ。
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挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他番号

3 土師器士事 口縁部~ (14.2) 口縁部、ヨコナデ。休部、左方 外面、黒褐色。内面、黒褐色。
体部~X 向へラ削り。内面、ヨコナデ。 密。細i'J暗立やや多。

良。

4 土師器 脚部 杯部、内面、へラ磨き。黒色処 外面、褐色。赤彩。内面、黒色。

高王手 理。脚部、へラ削りの後ナデ。 密。鮒地少。

内面、左方向へラ削り。 良。

表20026号住居跡出土土器表(第77図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他番号

5 土師器嚢 % 18.6 口縁部、ヨコナデ。 1冊目、へラ 外面、明褐色。黒致L内面、褐色。 図版8

6.5 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細砂粒やや多。

21.1 底部、へラ削り。内面、口縁部、 良。

ヨコナデ。胴部、ナデ。

6 土師器嚢 ほほ完形 11.3 口繍E、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、褐色。黒施与内面、茶褐色。 図版28

7.2 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。底 密。御地少。

14.9 部、へラ削り。内面、ヨコナテL良。

E階E、ナデ}

7 土師器鉢 予i 10.3 口縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、褐色。黒斑。内面、暗禍色。黒 図版29
5.7 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 斑。

6.8 底部、へラ削り。内面、口縁部、 密。細i'J粒やや多。
ヨコナデ。胴部、ナデ。 良。

表21027号住居跡出土土器表(第77図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他

番号

8 土師器杯 72' 12.6 口縁部、ヨコナデ。休部~底部、 内外面、明褐色。 図版29

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。細~暗tîI!.Þ。素地はきめが細かい。

3.8 瞭。内面、へラ磨き。 良。

表22031号住居跡出土土器表(第77図)

挿番号図 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

9 土師器保 72' 15.6 口縁部、ヨコナデ。休部、へラ 外面、淡灰褐色。内面、暗灰色。 図版29

7.4 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細i'J粒少。
5.2 底部、へラ削り。内面、へラ磨き。 良。
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表23032号住居跡出土土器表(第77図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調 ・胎土 ・焼成他 図版他

番号

10 土師器杯 % 9.4 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、灰褐色。黒斑。内面、灰褐色。 図版29
へラ削りの後ナデ。削り痕不明 黒斑。

3.2 瞭。内面、ナデ。 密。細砂中主か。

良。

11 土師器官E % (32.8) ロ縁部、ヨコナデ。胴部、上位、 外面、褐色。黒斑。内面、褐色。 図版29

9.0 へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。細砂粒やや多。

24.0 瞭。下位、下方向へラナデ。内 良内

面、口縁部、ヨコナテL胴部、
ナデ。

表24 石器、土製品表(第85図~第87図)

挿図
出土遺リッ構ド器種 遺存度 法量 特 徴 色調 石質 図版

番号 又はグ

1 010 磨石兼敵石 完形 長さ13.9 楕円の円板状で、全体に磨きが施され 青灰色 安山岩質図版36

中高 9.2 る。側面全体に摩耗と敵打の跡、がみられる。

厚さ 3.5円板の中央も敵打のためわずかに凹ん

でいる。

2 表採 ，磨石兼蔽石 完形 9.2 楕円のやや厚い円板状である。側面全体 青灰色 安山岩質図版36

7.2 に摩耗と敵打の跡、がみられる。

3.6 

3 011 敵石 完形 11. 0 厚手の楕円形円板状で、側面全体に敵 青灰色 安山岩質図版36

7.4 打の跡があり、中央部が蔽打のためわ

5.0 ずかに凹んでいる。

4 Al1-48 厳石兼凹石 完形 7.4 丸味のある方形のブロック状である。 灰白色 安山岩質図版36

6.7 6面全部の中央に凹みがあり丸昧のあ

3.8 る角には敵打の跡がみられる。全体に

黒色鉱物粒が点在している。

5 B 11-00 磨製石斧 % (9.7) やや丸味のある方柱状の石斧で、刃部 灰黒色 安山岩質図版36
5.2 の備がわずかに広くなる。敵打による

3.9 成形の後、磨きが施きれたと思、われる

が、 一部に蔽打痕がみられる。

6 018 磨製石斧 残欠 (9.0) やや丸味のある方柱状の石斧の一部分 灰白色 砂岩質 図版36

5.0 である。全体にていねいな磨きヵ、施き

3.5 れている。

7 A 9 -27 磨製石斧 基部残欠 (4.3) 厚手の台形の石斧と恩われる。成形は 灰白色 安山岩質図版36
4.2 ていねいであるが、つやがない。黒色

2.6 鉱物粒が多〈混在する。

F
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番挿図号 出土リ遺y構ド器種 遺存度 法量 特 徴 色調 石質 図版又);1:グ

8 表採 磨製石斧 % 5.7 扇平な、やや丸味のある台形の石斧で 濃緑色 石英片岩質 図版.36
3.4 ある。全体にていねいな磨きが施され

1.1 ている。

9 021 磨製石斧 刃部残欠 (5.5) 扇平な方形の石斧と忠、われる。全体 青黒色 粘板岩質図版36

4.6 にていねいな磨きが施きれるが、原

1.2 石をそのまま使用したと思われる。

10 B 12-06 打製石斧 刃部残欠 (8.7) 棒状の原石の端を打ち欠いて刃部がつ 青灰色 安山岩質図版.36

5.4 くられている。刃部のほかは自然面が

2.6 残っている。

11 002 石鍬 完形 1.9 三角形状を示す。剥離が細かくていね 灰黒色 安山岩質図版36

1.3 いである。

0.3 

12 006 石鍛 残欠 脚部て¥断面が三角形を示す。 灰色 チャート質 図版36

13 A 10-37 石鍬 残欠 (2.5) やや大形の石鍬て¥両面ともていねい 黒色 黒曜石 図版36

(2.0) な剥l離が施されている。
0.5 

14 001 剥l片 8.0 ゆがんだ方形を示し、調繋は見られな 時灰色 安山岩質図版36

4.4 、ρ。

2.0 

15 表採 剥片 黒色 黒曜石 図版36

16 表採 司自j片 灰白色 チャート質 図版.36

17 表採 新j片 灰白色 チャート質 図版.36

18 表採 尖頭器 基部残欠 (2.6) 長楕円形の尖頭器の基部と思われる。 j刻天褐色 チャート質 図版36

片面にのみ、やや粗い剥離がみられる。2.8 

0.6 

19 表採 >1dJ片 黒褐色 頁岩質 図版36

20 A 10-00 砥石 ほぽ完形 4.5 扇平な方形のプロック状で、長辺のー 灰白色 泥板岩質 図版37

2.3 端に孔をもち、反対の端部は使用のた

1.0 め薄くなっている。

21 表採 剣形石製 )i 7.3 一孔をもち、ややずんぐりとした剣形 青灰黒色 蛇文岩 図順37

模造品 になると恩われる。

0.8 

22 005 砥石 % (13.8) 方柱状の砥石である。使用のため中央 灰白色 泥板部哲 図版37
5.9 部が擦り減り、側面には鋭い利器によ

5.0 ると恩われる溝状の刻みが数条みられ

る。

円

L
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土製品

挿図出土遺構
器種 遺存度 法量 特 徴 色調、胎土、焼成他 図版

番号 又はグリッド

23 表採 土玉 72' 縦 2.6 手守里ね成形である。 褐色。 図版37

横 2.3 ほぽ球形を示すと思われる。 密。細砂粒少。

高き(1.7) 良。

24 A 2 -17 j尼面子 完形 1.7 俵の上に立った大黒天を表わしている。 褐色。 図版37

1.7 型押しづくりである。 密。砂粒ほとん

2.8 どなし

良。

表25 鉄器表(第88図)

挿図 出土遺構
製品名 遺存度

E十淑iJfl直 (cm) 
形 状 図版

番号 又はグリッド 長き 幅 厚き

l 002 鎌 ほほ、完形 10.6 2.2 0.2 ほぽ直線的な刃部が先端部でゆる 図版37

やかに内奇する。基端部に折り返

しもつ。

2 002 刀子 刃部残欠 (5.0) 1.6 0.4 直刃で、先端がやや細くなると思 図版37

われる。

3 002 万子 基端部を (20.0) 1.5 0.3 直刃で、先端部がわずかに細《な 図版37

欠〈。 る。先端部が砥ぎのためか、わず

かに内寄している。

4 004 欽ま族 茎(なかご)(10.1) 根 0.6 0.1 尖根(はそね)式。根は菱形で扇平 図版37

を欠〈 箆被0.4 0.3 である。箆被(のかつぎ)は基部が

細くなる。

5 004 刀子 基端部を (11.4) 0.8 0.2- ほぽ直刃であるが先端が外反する。 図版37

欠〈 0.4 先端ほど刃が薄くなる。

6 013 万子 基端部を (14.2) 1.4 0.3 直刃であるが、砥ぎのためわずか 図版37

欠〈 に内寄している。

7 013 万子 基部残欠 (9.3) 身1.0 0.3 直刃と思われる。明瞭な関(まち) 図版37

茎 0.6 0.3 をもち、茎は端部ほど細くなる。

8 032 鎌 刃部残欠 2.2 0.2 内寄した刃部である。砥ぎのため 図版37

内寄が大きくなっている。

9 032 万子 基部残欠 1.1 0.4 直刃と思われる。関はあまりはっ 図版37

きりしない。

10 032 万子 刃部残欠 0.6 0.2 直刃で、先端ほど細くなると思わ 図版37

れる。砥ぎのため内寄している。
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4帝国 出土法構
製品名 泣存度

計調Ijf直 (cm)
形 状 図版

番号 又はグリ yド 長さ 中品 厚さ

11 表採 事T 頂部欠 (10.5) 0.6 0.5 断面はほぼ正方形て¥全体にやや 図版37

ねじれている。

12 表採 主I ほぽ完形 13.5 0.6 0.5 断面はほぼ正方形て¥折り曲げに 図版37

より頂部がつくられている。

表26 小池向台遺跡遺構一覧表

遺構番号 平面形 規模 m 床面積m' 主軸方位 壁高cm主柱 周溝 カマド 時期 {蔚 考
pノ」、

001号住 方形 5.98X4.60 21.6 N -15'e-W 26-32 4 全周 北陵中央 鬼高 貼床有

002号住 方形 4.16 X3. 98 12.2 N -29'e-W 10-15 4 全周 北壁中央 鬼高

003号住 方形 3.47X3.35 8.6 N -74'e-E 6-11 I 全周 東壁中央 真間

004号住 方形 5.78X5.51 23.0 N -21'e-W 20-28 4 ほf!全周 北壁中央 真間 目占床有

006号住 隅丸方形 6 .40X 5.92 ( ? ) N-29'e-W 33-50 4 ほf!全周 北壁中央 真間 貯蔵穴有

008号住
隅丸方形 (7.28)X(4.26) (1) N -15'e-W 52-60 

4 
全周 北壁中央 真間 ya遺構検出

(推定) 主件2

012号住 方形 4.12X 2竹(ワ) ( ? ) 22-25 ? 不明 M遺構検出
(推定)

表27001号住居跡出土土器表(第105、106図)

挿図
*:1 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調 ・胎土 ・焼成他

番号

土師器 婆 % 口径18.6口縁部、ヨコナデ。胴部、上位、 外面、口縁部、明褐色。 nl司部、黒褐色。 閃版46
底径 7.2下方向ヘラ削り。下位、右方向 内面、明溺色。

総高22.4ヘラ削り。 密。砂粒多。

良。

2 土問~ 褒 口縁音11- (16.2) 口縁部、ヨコナデ。 1岡部、下方 外面、明褐色。内面、lIir褐色。
』阿部y. 向ヘラ削り。内面、ヨコナデ。 密。砂粒多。

良。

3 土師器褒 口縁部~ (16.8) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、 111}赤褐色。

胴音日% 向へラ削り。内面、口縁部、ヨ 密ofj4立やや多。

コナデ。 1同部、ナデ。 良。

4 土師器古書 口f撃音s- (17.0) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、赤掲色。胴部、黒斑。内面、 11音
1同昔日 向ヘラ削り。内面、口縁部、ヨ 褐色。

コナデ。胴部、ナデ。 密。砂粒多。

良。

5 土師器護 口縁部~ 18.0 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、赤褐色。

胴音~7i 向へラ削り。内面、口縁部、ヨ 密。砂粒多。

コナデ。胴部、ナデ。 良。
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挿番号図 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

6 土師器費 口縁部~ (17.6) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方
内外面、赤褐色。

密。砂粒多。黄白色粘土粒、赤色スコ
胴部% 向ヘラ削り。内面、 ヨコナデ。

リア1見。

やや良。

7 土師器費 口車ま苦~- (18.8) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、日音褐色。

胴部73' 向ヘラ削り。内面、ヨコナデ。 密。細砂粒多。

やや良。

8 土師器費 口縁部~ (17.6) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、日音褐色。

胴部% 向ヘラ削り。内面、ナデ。 密、砂粒多。

良。

9 土師器婆 口縁部~ (20.1) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、日音褐色。内面、黒褐色。

胴部パ 向ヘラ削り。内面、ヨコナデ。 密。砂粒やや多。

やや良。

10 土師器婆 口縁部~ 16.0 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、明褐色。黒斑。内面、明褐色。

1岡部 向ヘラ削り。内面、口縁部、ヨ 黒斑。

コナデ。胴部、ナデ。 密。砂粒多。

良。

11 土師器費 口縁部~ 18.8 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、赤褐色。

胴部% 向へラ削り。内面、ヨコナデ。 密。砂粒多。

良。

12 土師器賓 口縁部~ (21.0) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、赤褐色。

胴部K 向へラ削り。内面、ヨコナデ。 密。細砂粒多。

やや良。

13 土師器奏 胴部一 胴部、右方向へラ削り。底部、 外面、日音赤褐色。黒斑。内面、茶褐色。

底音~Yz ( 8.4) ヘラ削り。内面、ナデ。 密。砂粒多。

やや良。

14 土師器奏 胴部~ 胴部、左方向ヘラ削り。底部、 外面、赤褐色。一部、黒色。内面、赤

底部K 9.0 ヘラ削り。内面、ナデ。 褐色。

密。砂粒多。

やや良。

15 土師器要 目阿部~ 胴部、右方向ヘラ自IJり。底部、 内外面、暗赤褐色。

底部 5.6 ヘラ削り。内面、ナデ。 密。砂粒多。小石を含む。

良。

16 土師器 土手 yz 23.1 口縁部、ヨコナデ。体部、左方 内外面、暗褐色。一部、明褐色。
8.5 向ヘラ削り。底部、へラ削り。 密。細砂粒多。

4.2 内面、ナデ。 良。
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番挿図号 器 穐 遺存度 法量cm 調竪 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

17 土師器保 口縁部~ (11.6) 口縁部、ヨコナデ。体部、右方 内外面、明褐色。

f本部% 向へラ削り。内面、ヘラ磨き。 密。砂粒多。小石、黄白色粘土粒、赤

色スコリア混。

良。

18 土師器費 口縁部~ (18.8) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 内外面、赤鰯色。外面、黒斑。

胴部% 向へラ削り。内面、ヨコナデ。 密。網砂粒多。

良。

19 土師器 土手 % (13.2) 体部、下位、右方向ヘラ削り。 内外面、淡明褐色。

底部中央 (7.0) 底部、ヘラ削り。内面、ヨコナ 密。細砂粒少。

欠 3.8 デ。右回転ロクロ成形。 良。

20 土師器保 口縁部~ (14.7) 体部、下位、左方向ヘラ削り。 外面、 H庁赤褐色。口縁部、黒色。内

{宇部y. 内面、ヘラ磨き。黒色処理。 内面、黒色。

右回転ロクロ成形。 街。砂粒少。赤色スコリア混。

良。

21 土師g:J 土手 下4 (15.0) 
体部、下位、右回転へラ削り。

外面、淡明術色。内面、黒色。
底部、右凶転ヘラ削り。内面、へ

8.0 
ラ磨き。黒色処理。右回転ロク

街。細砂粒少。

5.5 
ロ成形。

良。

22 土師23 土手 % (12.8) 体部、下位、右方向ヘラ削り。
外面、淡明術色。内面、黒色。一部、

l刈版50

[応部中央 ( 8.6) 底部、回転糸切り痕。周辺部、
1ポ褐色。

欠 3.5 ヘラ削り。右回転ロクロ成形。
密。砂粒やや多。赤色スコリア混。

良。

底部墨書、字体不明。

23 土師路 上手 底部 底部、回転糸切り痕。周辺部、 内外面、淡明掲色。 l:xJ版50

6.4 ヘラ削り。 密。砂粒やや多。赤色スコリア混。

良。

底部、墨書、字体不明。

24 土師器 胴部~ 胴部、上方向へラ削りの後ナデ、 外面、 H昔灰褐色。内面、Jli}赤鰯色。

底部M ( 6.6) 底部、ヘラ削り。内面、ヨコナ 密。砂粒多。
デ。粘土紐の輪積み痕が明瞭。 良。

25 須恵器褒 口縁音~- (22.8) 口縁部、ヨコナデ。胴部、縦位 外面、 JI在黄灰色。内面、灰色。

胴部% タタキ目。内面、口縁部、ヨコ 密。砂粒やや多。小石混。

ナデ。胴部、ナデ。 良。

26 i員恵器甑 口縁部~ (28.2) 口縁部、ヨコナデ。胴部、タタ
外面、灰黒色。内面、灰色。断面、黄

胴部% キ目。内面、ヨコナデ。
掲色。

密。細砂粒多。

良。

27 i頁恵誌費 底部ys 胴部、中位、タタキ目。下位、 外面、黒色。内面、暗灰色。断面、明

中央部欠 (16.0) 左方向ヘラ削り。底部、ヘラ削 褐色。

り。内面、ヨコナデ。 密。砂粒やや多。小石混。

良。
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挿番図号 器 やE 泣存j主 法;止cm 調停 成形 色調 ・胎土 ・焼成他

28 ;ti ，l~路上手 う4 (12.8) 版部、へラ削り。右向転ロクロ 内外面、青灰色。

底部中央 ( 6.0) 成形。 省。砂粒少。小石混。

欠。 4.4 良。

29 須，'!¥泌尿益 銃音11- 天井部、右同転ヘラ削り。内面、 内外国、青灰色。

天井部 回転ヨコナデ。右回転ロクロ成 級'点。制砂粒少。

形。 良好。

表28002号住居跡出土土器表(第107図)

挿番号図 器 種 逃存度 法量cm 調聖在 成形 色調 ・胎土 ・焼成他 図版他

1 土師器饗 口縁部~ (26.6) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下 外面、 i炎灰褐色。内面、灰褐色。
胴苦11}i 方向へラ削り。内問、ヨコナ 断面、黒色。

ア。 密。砂粒多。

やや良。

2 土師器褒 口t諦似 (18.0) 口綾部、ヨコナデ。内面、ヨ 内外面、 H音褐色。
コナデ。 密。細砂粒多。

良。

3 土師器褒 m~昔日~ 綱部、へラ削りの後ナデ。削 外面、黒褐色。内面、暗褐色。

底吉11% (8.4) 1)痕不明瞭。底部、へラ削り。 官。細砂粒多。小石浪。

内面、ナデ。 良。

4 須恵昔器 禁 口総昔日~ (23.8) 口縁部、ヨコナデ。胴部、縦 内外面、赤褐色。

胴昔日，}i {立タタキ目。内面、ヨコナデ。 密。細砂粒多。

良。

5 土師器保 }i (15.1) 休部、下位、右回転へラ自IJり。 内外面、黒褐色。
底部中央欠 (9.8) 底部、へラ削り。内面、回転 密。細砂粒少。赤色スコリアi1l.，

3.6 ヨコナデ。布団転ロクロ成形。 良。. 
6 須恵器杯 y. (14.2) 底部、右回転へラ削り。右回転 内外面、体部、上位、灰色。下位、

底部中央欠 (8.6) ロクロ成形。 i炎明褐色。

4.1 密。砂粒多。 小石混。須恵器として

は、特選されていない。

やや良。

7 土師器杯 口縁部 (8.2) ロクロ成形。 内外面淡明褐色。 図版50
}i 密。細砂粒少。

良。

体部、墨書、字体不明。

8 土師器王手 底音~72' 底部、へラ印lり。内面、ナデ。 外面、{炎褐色。 内面、時灰色。 図版50
(6.3) 密。砂粒多。

良。

底部、墨書、字体不明。
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表29003号住居跡出土土器表(第107図)

挿図
器 種 遺存度番号 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

9 土師器蜜 口縁部~ (21.6) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下 外面、淡明褐色。内面、明褐色。
目陪sX 方向へラ削り。内面、ヨコナ 密。細砂粒やや多。

デ。 良。

10 土師器察 口縁部~ (19.4) 口縁部、ヨコナデ。胴部、へ 内外面、明褐色。
胴部，X ラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。細砂粒多。

瞭。内面、口縁部、ヨコナデ。 良。

胴部、ナデ。

11 土師器保 % 12.4 休部、下位、右方向へラ削り。 内外面、黒褐色。黒ずんでいる。 図版4t
7.2 底部、へラ削り。右回転ロク 密。細砂粒多。 第115図
3.8 ロ成形。 良。

12 土師器杯 % 14.0 体部、下位、右方向へラ背IJり。 外面、黒褐色。口縁部、一部、明褐 図版46
6.6 底部、へラ削り。右回転ロク 色。 第Il掴

4.1 ロ成形。 内面、淡明禍色。

密。細砂粒やや多。赤色スコリア混。

良。

13 土師器王手 口縁部~ (12.2) 休部、下位、へラ削り。右回 内外面、明縄色。

体部% 転ロクロ成形。 密。細砂粒やや多。

良。

表30004号住居跡出土土器表(第108図~第110図)

挿番号図 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

l 土師器薬 口縁部M 23.0 口縁部、ヨコナデ。内面、ヨ 外面、褐色。内面、褐色。
コナデ。 密。細砂粒多。

良。

'2 土師器褒 ロ縁部，j{ 20.8 口縁部、ヨコナデ。内面、ヨ 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版46

コナデ。 密。やや砂質。細砂粒多。

良。

3 土師器嚢 口縁部~ 21.0 口縁部、ヨコナデ。胴部、へ 内外面.明褐色。

胴部~ ラ削りの後ナデ。削り痕不明 やや密。細砂粒多。赤色スコリアi昆。
瞭。内面、ヨコナデ。 良。

4 土師器嚢 口縁部ー (20.4) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下 外面、明褐色。内面、明褐色。

胴部% 方向へラ削りの後ナデ。内面、 密。細砂粒多。

ヨコナデロ 良。

5 土師器褒 口縁部~ (19.8) ロ縁部、ヨコナデ。胴部、へ 外面、灰褐色。内面、赤褐色。

目阿部% ラ削りの後ナデ。 削り痕不明 密。細砂粒多。

瞭。内面ヨコナデ。 良。
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挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調 ・胎土・焼成他 図版他

番号

6 土師器奏 口縁部~ (20.0) 口縁部、ヨコナデ。胴部、へ 外面、灰褐色。一部、暗褐色。内面、

胴部M ラ削りの後ナデ。削り痕不明 暗禍色。

瞭。 w。やや砂質。細砂粒多。
良。

7 土師器奏 口縁苦~72' 21.0 口縁部、ヨコナデ。内面、ヨ 外面、灰褐色。内面、灰褐色。

コナデ。 密。やや砂質。細砂粒多。

良。

8 土師器奏 ロ縁部~ 22.0 口縁部、ヨコナデ。胴部、へ 外面、褐色。内面、明褐色。 図版46

胴部% ラ削りの後ナデ。、削り痕不 密。細砂粒多。赤色スコリア混。

明瞭。 良。

9 土師器褒 口縁部~ (30.0) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下 内外面、褐色。断面、中央部、黒色。

1岡部 方向へラ削り。内面、ヨコナ 密。細砂粒多。

デ。 良。

10 土師器褒 口縁部~ ( 34.0) ロ縁部、 ヨコナテ。目阿部、下 内外面、明褐色。

1阿部 方向へラ削り 。内面、ナデ。 やや密。やや砂質。細砂粒多。

良。

11 土師器奏 口縁部~ 12.0 口縁部、ヨコナデ.胴部、上 外面、黒褐色。内面、黒褐色。 図版46

胴部 位、下方向へラ削り。下位、 密。砂粒やや多。

右方向へラ向IJI)。 良。

12 土師器奏 口縁部~ ( 12.0) 口縁部、ヨコナテ。納部、下 外面、赤褐色。内面、赤縄色。

胴音~.J.{ 方向へラ削りの後ナデ。内面 密。細砂粒多。

ヨコナデ。 良。

13 土師器察 口縁部~ 12.6 口縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、明褐色。内面、明褐色。

H阿部 削り 。器面が荒れているため やや密。

方向不明。内面、ヨコナデ。 良。

14 土問器奏 胸部~ 胴部、下位、 左方向へラ削り。外面、黒褐色。内面、 J炎明褐色。

底部 6.4 底部、へラ削り。内面、ナデ。 密。やや砂質。砂粒多。

良。

15 土師器褒 胴音11- 胴部、下位、左方向へラ削り。|外面、褐色。内面、灰褐色。

底部 6.4 底部、へラ削り 。内面、ナデ。密。やや砂質。砂粒多。

良。

16 土師器不 72' 12.2 口縁部、ヨコナデ。休部、左 外面、明褐色。黒斑。内面、明禍色 図版46

6.5 方向へラ削り。底部、へラ均Ij密。砂粒やや多。黄白色粘土が混じ

4.5 り。内面、ナデ。 る。

良。
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17 土師器不 % 12.1 日縁部、ヨコ十デ。休部、左 外面、灰褐色。黒斑。内面、灰褐色。 図版:46
方向へラ削りの後ナデ。 密。細砂粒少。赤色スコリア混。

4.2 良。

18 土師器保 ほぽ完形 11.8 ロ縁部、ヨコナデ。体部、左 外面、褐色。内面、褐色。 図版461

7.4 方向へラ削り。底部、へラ削り。 密。細砂粒多。

3.8 内面、ヨコナデ。 良。

19 土師器王手 % 11.2 口縁部、ヨコナデ。体部、左方 外面、明褐色。黒斑。内面、褐色。 図版46
7.0 向へラ削り。底部、へラ削り。 密。砂粒やや多。赤色スコリアilL
4.0 赤褐色粘土と黄白色粘土が混じる。

良。

20 土師器杯 % 12.0 口縁部、ヨコナデ。休部、左 外面、明褐色。内面、褐色。 図版:46

7.4 方向へラ向IJり。底部、へラ削り。 密。細砂粒やや多。

3.6 内面、ナデ。 良。

21 土師器杯 ほほ完形 12.2 口縁部、ヨコナデ。休部、右 外面、褐色。内面、褐色。 図版47

7.8 方向へラ削り。底部、へラ削り。 密。砂粒多。赤色スコリアi昆。
3.8 内面、ヨコナデ。 良。

22 土師器杯 7f 12.8 口縁部、ヨコナデ。体部、右方 外面、淡灰褐色。体部、黒斑。 図順47

8.0 向へラ自IJり。底部、へラ削り。 内面、明褐色。

3.8 内面、十デ。 密。細砂粒やや多。

良。

23 土師器王手 J{ (11.0) 口縁部、ヨコナデ。体部、右 外面、黒褐色。内面、黒褐色。

(9.0 ) 方向へラ削り。底部、へラ削り。 密。細砂粒多。

3.6 内面、へラ磨き。 良。

24 土師器杯 % 11.9 口縁部、ヨコナデ。体部、左 外面、淡灰褐色。内面、灰褐色黒斑。 図版47
7.4 方向へラ削り。底部、へラ削り 密。細砂粒少。赤色スコリア混。
4.2 内面、ヨコナデ。 良。

25 土師器界 7f 11.6 口縁部、ヨコナデ。体部、左 外面、淡明褐色。黒斑。内面、淡明 図版:47
7.6 方向へラ削り。底部、へラ削 褐色。

3.6 り。内面、ナデ。 密。細砂粒やや多。赤色スコリア混。

良。

26 土師器坪 7f 11.8 ロ縁部、ヨコナデ。体部、右 外面、淡明褐色。内面、淡明縄色。 図版.47
6.6 方向へラ削り。底部、へラ削 密。細砂位少。赤色スコリア混。 図版.50

3.8 り。内面、へラ磨き。 良。 第m図
底部、へラ記号 rXJ。焼成後。
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27 土師器杯 % (12.4) 口縁部、ヨコナテ。体部、左 外面、淡明褐色。底部、黒斑。 図版47

8.0 方向へラ削り。底部、へラ削 内面、淡明褐色。

4.0 り。内面、へラ磨き。 密。砂粒やや多。

良。

28 土師器不 完形 11.8 口縁部、ヨコナテ。体部、右 外面、淡褐色。内面、 i炎褐色。口縁 図版47

6目4 方向へラ白Ijり。底部、へラ削 部、黒斑。炭化物付着。

3.8 り。内面、へラ磨き。 密。細砂粒少。赤色スコリア混。

良。

29 土師器不 x (1l.8) 日縁部、ヨコナデ。体部、左 外面、明褐色。内面、明褐色。
底部中央 8.0 方向へラ削り。底部、へラ削 密。細砂粒少。赤色スコリア混。

欠 3.7 り。内面、ナテ。 良。

30 土師器:q; }イ (1l.4) 口縁部、ヨコナテ。{本部、右 外面、褐色。内面、褐色。

6.6 方向へラ削り。底部、へラ削 密。細砂粒少。黄白色粘土粒j昆。

3.6 り。内面、ナデ。 良。

31 土師器杯 % 11.8 口縁部、ヨコナデ。{本部、左 外面、赤褐色。内面、赤褐色。 図版47

6.4 方向へラ削り。底部、へラ削 宮、。細砂粒やや多。赤色スコリア 図版50

4.1 り。内面、ナデ。 ìl~。黄白色粘土粒ì1ι

良。

底部、墨書「井」。

32 土師器王手 % 1l. 5 口縁部、ヨコナテ。休部、左 外面、褐色。内面、 明褐色。 図版47

6.0 方向へラ自Ijり。底部、へラ削 密。細砂粒やや多。黄白色粘土粒、 図版50

3.8 り。内面、ナデ。 赤色スコリアìl~

良。

底部、墨書「井」。

33 土師器杯 31 1l.0 口縁部、ヨコナデ。体部、左 外面、 j炎明褐色。内面、灰褐色。黒 図版47
5.6 方向へラ削り。底部、へラ削 斑。 図版50

4.1 り。内面、ナテ。 密。細砂粒少。赤色スコリア混。

良。

底部、墨書「井」。

34 土師器杯 ほほ完形 11.8 口縁部、ヨコナテ。体部、左 外面、淡明補色。内面、 J炎明褐色。 図版47

6.6 方向へラ削り。底部、へラ削 密。細砂粒やや多。赤色スコリア1昆。 図版51

3.8 り。内面、ナデ。 良。

35 土師器王手 ，J.{ (12.0) 口縁部、ヨコナデ。体部、左 内外面、明褐色。

7.6 方向へラ削りの後ナデ。底部 密。細砂粒やや多。

4.1 へラ向Ijり。 良。

底部、墨書「井」。

36 土師器杯 % (12.0) 口縁部、ヨコナデ。体部、右 外面、淡明褐色。内面、淡明褐色。
底部中央 (7.6) 方向へラ自IJり。底部、へラ削 密。細砂粒やや多。赤色スコリア『忌
欠 3.6 り。内面、ナテ。 良。
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37 土師器杯 日縁部~ (12.6) 口縁部、ヨコナデ。体部、右 外面、明褐色。内面、明褐色。

体部x 方向へラ削り。内面、へラ磨 密。細砂粒少。黄白色粘土粒、赤色

き。 スコリアj昆。

良。

38 土師器王手 }ず (12.8) 口縁部、ヨコナデ。体部、左 内外面、賞褐色。

底部中央 (8.0) 方向へラ削り。内面、ヨコナ 密。細砂粒やや多。

欠 3.8 デ。 良。

39 土師器杯 .y2 (12.4) 口縁部、ヨコナデ。体部、左 外面、明褐色。内面、褐色。 図版47

(7.0) 方向へラ商IJり。底部、へラ削 密。細砂粒やや多。黄白色粘土粒、

4.2 り。内面、ヨコナデ。 赤色スコリア混。

良。

40 土師器杯 口縁部~ (12.4) 口縁部、ヨコナデ。休部、へ 外面、 j炎明褐色。内面、明褐色。

体部x ラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。細砂粒少。黄白色粘土粒、赤色ス

3.5 瞭。内面、へラ磨き。 コリア『昆。

良。

41 土師器不 74' 10.4 口縁部、ヨコナデ。体部、左 外面、明褐色。内面、明褐色。炭化 図版47

5.9 方向へラ削り。底部、へラ削り。 物付着。

5.0 面、ヨコナデ。 密。砂粒やや多。赤色スコリア混。

良。

42 土師器杯 % 11.0 胴部、下位、左方向へラ削り。 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版48

7.0 底部、回転糸切り痕。周辺へ 密。細砂粒少。 図版51

4.0 ラ削り。右回転ロクロ成形。 良。 第115図

底部、墨書「前」

43 土師器杯 .y2 12.2 体部、下位、右方向へラ削り 外面、明褐色。内面、明褐色。 第115図

8.0 底部、回転糸切り痕。周辺部、 密。細砂粒少。

3.7 へラ向IJり。右回転ロクロ 良。

成形。

44 土師器杯 ほほ完形 11.4 体部、下位、右方向へラ削り。 外面、褐色。内面、褐色。 図版48

8.0 底部、回転糸切り痕。周辺部、 密。細砂粒少。

3.6 へラ削り。右回転ロクロ 良。

成形。

45 土師器王手 .y2 11.0 体部、下位、右回転へラ向Ijり。 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版48

6.4 底部、右回転へラ削り。右回 密。砂粒やや多。赤色スコリア混。 第115図

4.2 転ロクロ成形。 良。

46 土師器杯 》ず (10.6) 休部、下位、右回転へラ削り。 外面、淡明褐色。内面、淡明褐色。

底部中央 (7.4) 底部、へラ削り。内面、回転 密。細砂粒少。

欠 3.5 ヨコナデ。右回転ロクロ成形。 良。
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47 土師器杯 yz (11.2) 底部、回転糸切り痕。周辺部。 外面、灰褐色。内面、灰褐色。 第115図

7.8 へラ削り。石回転ロクロ成形。 密。細砂粒少。

3.9 良。

48 土師器不 ほほ完形 11.0 体部、下位、右方向へラ削り。 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版48

7.4 底部、回転糸切り痕。周辺部、 密。細砂粒少。 第115図

4.0 へラ削り。右回転ロクロ成形。 良。

49 土師器杯 宅フ圭己，I凡ZノJ 11. 8 体部、下位、左方向へラ削り。 外面、褐色。内面、褐色。 図版48

6.6 底部、回転糸切り痕。周辺部、 密。細砂粒やや多。 図版51

4.9 へラ削り。右回転ロクロ成形。 良。 第115図

底部、墨書「中」

50 土師器杯 % 11.8 休部、下位、右方向へラ削り。外面、明褐色。内面、明褐色。 図版48

7.2 底部、回転糸切り痕。周辺部、 密。細砂粒やや多。

4.9 へラ削り。内面、回転ヨコナ 良。

デ。右回転ロクロ成形。

51 土師器杯 》ぜ 12.0 底部、回転糸切り痕。周辺 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版48

8.8 部、へラ削り 。 密。砂粒多。赤色スコリア混。 第115図

4.7 良。

52 土師器杯 口縁部~ (11.6) 右回転ロクロ成形。 外面、赤褐色。内面、褐色。

体部7i 密。細砂粒少。

良。

53 土師器王手 yz 11.6 休部、下位、右方向へラ削り。 外面、褐色。黒斑。内面、褐色。黒 図版481

7.6 底部、回転糸切り痕。周辺部、 :;tI。 第115図

3.8 へラ削り。右回転ロクロ成形。 密。細砂粒やや多。

良。

54 土師器杯 底部 底部、へラ向Ijり。 外面a 明褐色。内面、明褐色。

8.5 密。砂粒少。

良。

底部、墨書、字体不明。

55 土師器杯 底部 底部、へラ削り。 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版511

6.4 密。細砂申立少。赤色スコリア見

良。

底部、墨書 rXJ。

56 土師器不 底部 底部、へラ削り。 外面、淡明褐色。 内面、淡明褐色。 図版51

6.4 密。細砂粒やや多。赤色スコリアj見

良。

底部、墨書「井」。
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57 土師器杯 底部 底部、へラ削り。右回転ロク 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版51

3.5 ロ成形。 密。細砂粒やや多。赤色スコリアir""
良。

底部、墨書「井」。

58 土師器杯 底部 底部、へラ削り。 内外面、 淡褐色。 図版51

密。細砂粒少。

良。

底部、墨書、字体不明。

59 土師器杯 底部 底部、へラ削り。 外面、赤褐色。内面、赤褐色。 図版51

密。細砂粒少。

良。

底部、墨書「家」。

60 土師器杯 底部 底部、へラ削り。右回転ロク 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版51

(8.0) ロ成形。 密。細E舛立やや多。赤色スコリアj昆。

良ロ

底部、墨書「井」。

61 土師器不 底部 底部、へラ削り。右回転ロクロ 外面、明褐色。内面、明褐色。

成形。 密。砂粒少。

良。

底部、墨書「井」。

62 土師器杯 底部 底部、へラ削り。右回転ロクロ 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版51

7.0 成形。 密。細E対立少。赤色スコリア昆

良。

底部、墨書「井」。

63 土師器界 底部 底部、へラ削り。内面、へラ磨 外面、日用品色。内面、明褐色。 図版51

6.8 き。 密。細桝立少。赤色スコリア札

良。

底部、墨書「井」。

64 須恵器王手 % 11.6 底部、右回転へラ削り。右回転 外面、青灰色。口縁部、暗青灰色。内
7.6 ロクロ成形。 面、青灰色。表面に暗青灰色の火ダス

3.2 キ。

徽密。細砂粒少。良好。

65 須恵器不 Ji 11.4 休部、下位、左方向へラ削り。 外面、青灰色。内面、青灰色。両面に 図版48

8.0 底部、へラ削り。底部に粘土紐 暗青灰色の火ダスキ。

3.8 の接合痕。右回転ロクロ成形。 徹密。細砂粒をやや多。

良好。

66 須恵器杯 % 11.4 底部、へラ削り。右凪転ロクロ 外面、灰色。口縁部，一部、赤灰色。 図版48

8.4 成形。 内面、灰色。口縁部、一部、赤灰色。 第115図

4.8 密。砂粒少。

やや良。須恵器にしては、ややあまい

焼き。
」ー

-164-



挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

67 須恵器王手 .y2 13.8 休部、下位、右回転へラ向Ijり。 外面、灰黒色。内面、灰黒色。
l図版48

8.4 底部、右回転へラ削り。右回転 微密。細石当事立やや多。 第115図

4.2 ロクロ成形。 良。

68 須恵器 体部~ 体部下位、右回転へラ削り。底 外面、灰白色。内面、灰白色。

高台付盤 底部 10.2 部、へラ削り。高台部、回転ヨ 密。車田桝立少。

コナデ。右回転ロクロ成形。 やや良。須恵器としてはあまい焼き。

69 須恵器 底部 高台部、ヨコナデ。底部、右回 内外国灰色。一部、明褐色。

高台付盤 12.2 転へラ削り。貼付高台。 微密。細砂粒やや多c

やや良。須恵器としてはわるい。

70 須恵器 鉦部~ 天井部、右回転へラ削り。右回 外面、青灰色。内面、青灰色。

杯蓋 天井部 転ロクロ成形。 密。細桝立少。

やや良。須恵器としては、ややあまく、

断面カ特色。

71 須恵器 天井音ト (14.4) 天井部、右回転へラ向IJり。右回 外面、青灰色。内面、青灰色。

E手蓋 周縁部u 転ロクロ成形。 綴密。在舛立少。石英、長石粒(lmm前

後)ifOo 

良好。

72 須恵器 脚部 右回転ロクロ成形。一段透か 外面、青灰色。内面、青灰色。 図版48

高不 16.2 し、 3か所。 綴密。砂粒少。長石、石英粒 (1-2 

mm)凪

良好。

表31006号住居跡出土土器表(第111図)

挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土 ・焼成他 図版他

番号

l 土師器婆 口縁部 (25.4) 口縁部、ヨコナデ、内面、ヨコ 内外面、淡明褐色。

}イ ナデ。 密。細砂粒多。

良。

2 土師器 口縁部~ (12.2) 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、口縁部、赤褐色。胴部、黒褐色。

小委 胸部u 向へラ削りの後ナデ。内面、ヨ 内面、黒色。

コナデ。 密。

良。

3 土師器奏 胴部~ 胴部、へラ削りの後ナデ。削 外面、赤禍色。内面、暗褐色。

底部 り痕不明瞭。内面、ナデ。 密。桝立やや多。 4沼j民

良。

4 土師器甑 % 30.0 口縁部、ヨコナデ。胴部、上位 内外面、茶褐色。 図版49

12.0 ~中位、下方向へラ削り。下位 密。細砂粒多。

30.2 右方向へラ削り。内面、口縁部、 良。

ヨコナデ。胴部、ナデ。成形痕。

把手は4か所と思われる。
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挿図
器 種 遺存度 法量cm 調撃 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

5 土師器王手 y2 13.4 口縁部、ヨコナデ。休部~底部、 内外面、明褐色。

右方向へラ削りの後ナデ。内面、 密。細砂粒多。

3.9 へラ磨き。 良。

6 土師器不 y2 14.4 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 外面、明褐色。底部、黒斑。内面、明 図版49

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 褐色。

4.0 瞭。内面、へラ磨き。 密。車岡地少。

良。

7 土師器不 31 (14.4) 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 内外面、赤褐色。 図版49

へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。細m粧やや多。赤色スコリアiJt，
3.6 瞭。内面、へラ磨き。 良。

8 土師器杯 口縁部~ (17.6) 口縁部、ヨコナデ、体部~底部、 内外面、 明褐色。

体部% へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。細砂粒やや多。

3.6 瞭。内面、へラ磨き。 良。.

9 土師器杯 口縁部~ (16.8) 口縁部、ヨコナデ。体凱へラ 内外面、 j炎明褐色。

体部}イ 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細砂粒やや多。

内面、へラ磨き。 良。

10 土師器保 口縁部~ (15.8) 口縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、灰縄色。内面、 i炎明褐色。

体部，31 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細砂粒やや多。

内面、へラ磨き 良。

11 須恵器杯 口縁部~ (12.8) 内面、ナデ。右回転ロクロ成 内外面、灰色。

体部~31 形。 密。細砂粒やや多。雲母粒、小石を含む。

良。

表32008号住居跡出土土器表(第112、113図)

挿番図号 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

1 土師器衰 口縁部~ (24.0) 口縁部、ヨロナデ。胴部、へラ 外面、褐色。内面、灰褐色。

腕部泌 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 やや密。砂粒多。

内面、口縁部、ヨコナデ。 E阿部 良。

ナデ。

2 土師器褒 口縁部~ (26.2) 口縁部、ヨコナデ。 1耐E、下方 外面、褐色。内面、褐色。

胴部% 向へラ削りの後ナデ。内面、口 やや密・。3 砂粒多。

縁部、ヨコナデ。目陣部、ナデ。 良。

3 土師器褒 口縁部~ (24.6) 口縁部、ヨコナデ。頭部、へラ 外面、淡禍色。内面、 j炎褐色。

頭部M 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 やや密。砂粒多。雲母片が多い。

良。

4 土師器褒 ロ縁部~ (17.4) ロ縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、黒褐色。内面、赤褐色。

目榔，31 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 やや密。細砂粒多。

内面、口縁部、ヨコナデ。 良。
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挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調 ・胎土 ・焼成他 図版他

番号

5 土師器褒 口縁部~ (14.8) 口縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、赤褐色。内面、赤褐色。

胴部，Ys 印IJt)の後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細砂粒やや多。

内面、口縁部、ヨコナテL胴部 良。

ナデ。

6 土師器褒 口縁部~ (12.0) 国語B、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、赤褐色。黒斑。内面、黒色。

胴音s?i 削り。方向不明。内面、口縁部、 密。細砂粒多。

ヨコナデ。胸部、ナデ。 良。

7 土師器奏 口縁部~ 22.2 口縁部、ヨコナデ。胴部、上方 外面、 J対局色。内面、日用品色。一部、 図版49

胴昔日 向へラ削り。下位、左方向へラ 黒褐色。

削り。内面、ヨコナデ。 密。細砂粒やや多。赤色スコリアr昆

良。

8 土師器奏 口縁部~ 14.0 口縁部、ヨコナデ。胴部、下方 外面、赤禍色。内面、黒色。口縁部、

胴部M 向へラ削り。内面、口縁部、ヨ 褐色。

コナデ。胴部、ナデ。 密。品目li'外立やや多。

良。

9 土師器饗 口縁部 (15.8) 口縁部、上方向へラ南IJり。内面 外国、褐色。内面、黒褐色。

% ヨコナデ。 密。細砂粒やや多。

良。

10 土師器 7f 11.4 口縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、褐色。黒¥J;tl。内面、褐色。口縁

小察 6.0 削りの後ナデ。底部、へラ間IJり。 部、黒斑。

10.0 内面、口縁部、ヨコナデ。 密。細砂粒やや多。

胴部、ナデ。 良。

11 土師器褒 1岡部~ 胴部、右方向へラ問Ijり。底部、 外面、黒褐色。内面、灰褐色。

底部 6.4 へラ削り。内面、ナデ。 やや密。やや砂質。 砂粒多。

良。

12 土師器褒 1岡部~ 胴部、左方向へラ向IJり。底部、 外面、灰褐色。内面、灰褐色。

底部M 5.8 へラ削り。内面、へラによる調 やや密。細E外立多ロ
整。 良。

13 土師器薬 胴部~ 胴部、へラ削りの後ナデ。削り 外面、黄褐色。内面、黄褐色。

底部7f 6.4 痕不明瞭。内面、ナテ。 やや密。砂粒多。

良。

14 土師器 胴部~ 胴部、中位、ナテL下位、左方 外面、褐色。内面、褐色。 図版49

小褒 底部 6.6 向へラ削り。底部、へラ削り。 密。細砂粒多。 第115図

内面、ヨコナテ。右回転ロクロ 良。

成形。

15 土師器 口縁部 (7.6) 口縁部、ヨコナデ。胴部、左方 外面、明褐色。内面、明褐色。

無類、査 ~胴部 向σ:へラ削りの後ナデ。内面、 密。砂粒少。
ys 口縁部、ヨコナデ。胴部、ナデ。 良。

へラ痕。
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挿図 器 種 遺存度 法量cm 調繋 成形 色調・胎土・焼成他 図版他
番号

16 土師器盤 % 16.0 口縁部~体部、左方向へラ削り 外面、日用品色。赤彩。内面、明褐色ロ 図版49
5.6 の後ナデ。内面、へラ磨き。 密。li'J粒少。赤色スコリア少iJt，
3.8 良。

17 土師器盤 % 16.0 口縁部、ヨコナデ。体部、左方 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版49

8.0 向へラ削り。底部、へラ削り。 密。細桝立少。赤色スコリア少庇

3.3 内面、へラ磨き。 良。

18 土師器 J:f % 15.0 口縁部、ヨコナデ。体部、左方 外面、赤褐色。内面、褐色。黒斑。 図版.49

10.6 向へラ削り。底部、へラ削り。 やや密。砂粒多。

3.3 内面、へラ磨き。 良。

19 土師器杯 x (16.2) 口縁部、ヨコナデ。体部、左方 外面、淡褐色。体部、下位、黒斑。内
9.0 向へラ削り。底部、へラ向Jjり。 面、明褐色。

3.7 内面、へラ磨き。 密。細li'J粒多。赤色スコリア少iJt，
良。

20 土師器杯 % 14.6 口縁部、ヨコナデ。体部、左方 外面、明褐色。底部、黒斑。内面、灰 図版.50
向へラ削り。底部、へラ削り。 褐色。

3.6 内面、へラ磨き。 密。細砂申立少。

良。

21 土師器杯 % (15.0) 口縁部、ヨコナデ。休部、左方 外面、暗褐色。内面、暗褐色。
(7.0) 向へラ削りの後ナデ。底部、へ 密。細砂粒やや多。部分的に褐色。

3.5 ラ削り。内面、へラ磨き。 黄白色粘土がまじる。

良。

22 土師器王手 72' 14.0 口縁部、ヨコナデ。体部、へラ 外面、明褐色。赤彩。内面、明褐色、 図版.50
削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細J峠立少。赤色スコリア少昆

3.9 良。

23 土師器盤 K 20.4 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 内外面、赤彩。素地は明赤褐色。 図版.49

14.2 へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。御地少。

3.6 瞭。内面、へラ磨き。 良。

24 土師器杯 72' 12.2 口縁部、ヨコナデ。体部、右方 外面、淡明褐色。底部、暗褐色。内面、 図版.49

6.4 向へラ削り。底部、へラ削り。 淡明褐色。

3.9 内面、ヨコナデ。 密。細E舛立やや多。赤色スコリア混。

良。

25 土師器杯 72' 11.8 口縁部、ヨコナデ。休部、右方 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版491

7.7 向へラ削り。底部、へラ削り。 密。細J粒やや多。赤色スコリアj忌
3.6 内面、ヨコナデ。 良。

底部、墨書 iXJ。

26 土師器杯 x (12.0) 口縁凱ヨコナデ。体部、左方 外面、淡褐色。内面、淡褐色。
底酔央欠 (6.2) 向へラ削り。廊広へラ削り。 密。砂粒やや多。黄白色粘土粒少I昆。

3.6 内面、ナデ。 良。
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挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

27 土師器杯 底部 底部、へラ間IJり。内面、ナデ。 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版51

密。細砂津立多。赤色スコリア混。

部分的に黄白色土粒1昆。

良。

底部、墨書 「井」。

28 土師器王手 口縁部 (13.8) 口僻目、ナテ。上立師、ヨコナ 外面、口縁部、鼎島色。体部、褐色。

~休部 テ}休部、へラ削り。内面、ヨ 内面、褐色。

73' コナデ。 密。桝立少。

良。

29 土師器 ほほ完形 14.0 口縁部一体部、ヨコナデ。底部 外面、明褐色。内面、明褐色。 図版50

高台付皿 6.3 回転へラ首1)り。内面、へラ磨 密。砂粒少。 第115図

2.5 き、貼付高台。 良。

30 土師器皿 完形 13.6 口縁部~体部、ヨコナテL体部 外面、褐色。黒llitl，内面、褐色。黒致L図版50

5.2 下位右方向へラ削り。底部、 密。桝立少。 図版51

2.3 へラ自1)り。内面、ナデ。 良。 第115図

底部、へラ記号 'XJ。

31 土師器 高台部 高台部、回転ヨコナデ。内面、回 外面、日月褐色、内面、明褐色。盤部、 図版印

高台付盤 24目6 転ヨコナデ。右回転ロクロ成形。 赤褐色。 第115図

粘土紐の接合部がみられる。 やや密。やや砂質。細砂粒多。

良。

高台部、へラ描き木の葉文様。

32 須恵器 76' (15.0) 体部、回転ナデ。浅い比線にな 外面、灰色。内面、灰色.

高台付杯 底部中央欠 (10.2) っている。貼付高台。右回転ロ 綴密。砂粒ほとんどなし。

3.9 クロ成形。 良好。

33 須恵器杯 口縁部 (14.6) 体部、下位、左方向へラ向Ijり。 外面、灰色。内面、灰色。

~休部 (9.0) 右回転ロクロ成形。 級密。砂中立少。長石粒を含む。

y. 3.5 良好。

34 須恵器 % 14.2 底部、右回転へラ首1)り。右回転 内外面、青灰色。

高台付界 10.0 ロクロ成形。 綴密。砂粒少。小石j昆。

3.8 良好。

35 土師器 鋭部~ 天井部、価Eから放射状にへラ 外面、明褐色。赤彩。内面、明褐色。
王手蓋 !天井部 削りの後ナデ。内面、ナデ。 赤彩。

密。砂非立少。

良。

36 須恵器 鉦部~ 右回転ロクロ成形。 外面、暗灰色。内面、暗灰色。

I手蓋 天井部 綴密、。細砂粒やや多。

良好。
」
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挿図
器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

番号

37 須恵器 天井部~ (12.8) 天井部、右回転へラ削り。 外面、灰色。自然降灰糊。内面、灰色。

I手蓋 周縁部 級密。彬粒ほどんどなし。

ys 良好。

38 須恵器 天井部~ (16.8) 天井部、右回転へラ削り。右囲 外面、灰色。内面、灰色。

不蓋 周縁部 転ロクロ成形。 級密。桝立多。雲母片含む。

ys 良好。

39 須恵器 天井部~ (15.8) 天井部、右回転へラ削り。右回 外面、暗灰色。内面、暗灰色。

杯蓋 周縁部 転ロクロ成形。 級密。細o粒ごく少。
% 良好。

40 須恵器 天井部~ (16.2) 天井部、右回転へラ削り。右回 外面、灰白色。内面、灰白色。

杯蓋 周縁部 転ロクロ成形。 鍛密。細E舛立ごく少。
y. 良好。

表33011号住居跡出土土器表(第114図)

挿番号図 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

1 須恵器 y2 14.8 天井部、右回転へラ削り。 内外面、 i炎灰褐色。
t手董 周縁部、回転ナデ。 やや密。砂粒多。雲母片、小石j昆。

2.6 右回転ロクロ成形。 良好。

2 土師器杯 底部 (11.0) 口縁部、ヨコナデ。体部~底部 外面、灰褐色。内面、黒色。
ys 左方向へラ削り。内面、へラ磨 密。i'J粒少。

2.7 き。黒色皮躍。 良。
」

表34012号住居跡出土土器表(第114図)

挿番号図 器 種 遺存度 法量cm 調整 成形 色調・胎土・焼成他 図版他

3 土師器察 口縁部~ (20.8) 口縁部、ヨコナデ。胴部、へラ 外面、黒褐色。内面、黒色。

胴音~y. 削りの後ナデ。削り痕不明瞭。 密。細i'J粒多。

内面、ヨコナデ。 良。

4 土師器杯 完形 14.0 口縁部、ヨコナデ。体部~底部、 内外面、明褐色。 図版50

6.0 へラ削りの後ナデ。削り痕不明 密。御J刷、。

5.6 瞭。内面、へラ磨きロ 良。

表35 石器表(第116図)

番挿号図 出又は土グ遺リッ構 器種 遺存度 法量 特 徴 色調 石質 図版

l 002 砥石 残欠 長き(5目3) 原形は短冊形と恩われる。端部に打ち 暗灰色 砂岩質 図版52

幅 7.9 欠かれたような刻みがある。端部を除〈

厚き 2.8 4面が使用きれている。
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挿図 出土遺リッ構ド器穂 ill存度 法量 特 徴 色調 石質 図版
番号 又はグ

2 008 砥石 ほほ完形 7.4 各面とも平らに摩耗している。棒状の 淡灰褐色 軽石質 図版52

6.5 ものを磨いたらしく、溝状の摩耗の跡

5.2 がある。

3 A 9 -98 石刀 基部残欠 (12.2) 全体にていねいに研磨されているが、 暗青灰色 粘板岩質 図版52

2.2 つやがない。刃部の断面は三角形で、

1.2 鋭さはない。

4 A 2 -89 砥石 % (10.3) 中央部がわずかにくぼみ、残存昔日は丸 暗灰褐色 砂岩質 図版52

味のある台形を示す。端部は磨石とし

て使用きれたと恩われる。

5 A 2 -27 tlJ片 6.7 楕円形のやや大きな剥片で、横断面が 黒色 黒曜石 図版52

4.1 ほぼ三角形を示している。

2.4 

表36 鉄器表(第117図)

挿図 出土遺物
製品名 遺存度

員十測イ直 (cm) 
形 状 図版

番号 又はグリッド 長き 中日 厚さ

1 004 鉄鉱 ほぽ完形 16.5 恨 0.8 0.2 尖根(はそね)式。根は断面が扇平な 図版52

箆被0.4 0.3 半円形でかえりをもっ。箆被(のか

茎 0.3 0.3 つぎ)と茎(なかご)との境に明瞭な

関(まち)をもっ。

2 004 鉄鉱 ほぽ完形 11. 7 根 1.1 0.3 尖恨式。根は、断面か爾平な半円形 図版52

箆被0.6 0.3 で、菱形を呈す。関をもっと思われる

茎 0.3 0.2 が、鋳のため不明瞭である。

3 004 鉄鍬 先端部欠 (8.6 ) 干N3.2 0.3 広根(ひろね)式。 根は庸平て¥菱 図版52

箆被0.9 0.5 形を示すと恩、われる。茎に皮状の

茎 0.6 0.5 ものが巻かれている。

4 006 万子 完形 21.2 身1.2 0.4 ほぽ直刃で、先端部ほど細くなる。 図版52

茎 0.8 0.3 ハパキが遺存し、柄の木質におお

われている。茎は端部が曲げられ

ている。関をもっと思われる。

5 006 万子 刃部先端 (10.0) 身1.8 0.4 刃部は砥ぎのための内湾している。 図版52

部欠部 茎 0.8 0.4 はっきりした関をもち、茎は端部

が曲がっている。

6 006 鉄 ほぽ完形 8.5 根 0.6 0.3 尖根式。根はやや厚手で、箆被よ 図版52

箆被0.4 0.3 りもわずかに幅が広い。関ををも

茎 0.3 0.3 っと思われるが鋳のため不明瞭で、

ある。
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挿図 出土遺物
製品名 遺存度

計測値 (cm)
再3 状 図版l

番号 又はグリッド 長き 中面 厚さ

7 006 斧頭 ほぽ完形 7.5 3.6 0.9 長方形で、柄に装着できるように 図版52

袋状になっている。木質部が残る。

木質部に削り痕がみられる。
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SUMMARY 

We present you a reprot of archaeology about two sites. One is 

Koike-aso site and the other Koike-mukodai. Both sites are found 

a t Sibayama Town in Chiba prefecture. They are situated on a pla-

teau between the Kido River and the Takaya River. There is a 

south-east part of the Shimousa plateau. 

The next list is the result of the research. 

Site Name Koike -aso Koike -mukodai 

Excavated 
3500m2 1700m2 

Area 

Research 
1978. 4.1-9.20 1978. 9.20-10.23 

Term 

Found 
Remains 27 Dwelling Pits 7 Dwelling Pits 

2 are middle Jomon period. [All are Historical age.] 

11 are Onitaka period. 

(Late Kofun age) 

14 are Historical age. 

Some pilars pits for 2 

houses 

1 Pit(Middle Jomon period) 
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図版 1

主要地方道成田松尾線関係遺跡航空写真(南阿より)(1979撮影)



図版2 小池麻生遺跡
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図版3 小池麻生遺跡

1 .調査中全畏
南東より

2 .調査後全長



図版4 小池麻生遺跡
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図版5 小池麻生遺跡
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図版7 小池麻生遺跡
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図版8 小池麻生遺跡
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図版9 小池麻生遺跡
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図版10 小池麻生遺跡
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図版11 小池麻生遺跡
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図版12 小池麻生遺跡
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図版13 小池麻生遺跡

1. 020号住居師、全景 南西より

2 .同 カマド内遺物出土状況
南西より
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図版15 小池麻生遺跡
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図版17 小池麻生遺跡
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図版18 小池麻生遺跡
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2. 029号住居跡全呆
北同より



図版19 小池麻生遺跡

1 . 030号住居跡全長 北西より

2. 031号住居跡全景 北西より



図版20 小池麻生遺跡
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図版21 小池麻生遺跡
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図版22 小池麻生遺跡
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図版23 小池麻生遺跡
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図版24 小池麻生遺跡
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図版25 小池麻生遺跡

f‘ 

019号・ 020号住居跡出土七器



図版26 小池麻生遺跡
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図版27 小池麻生遺跡
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図版28 小池麻生遺跡
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図版29 小池麻生遺跡
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図版30 小池麻生遺跡
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図版31 小池麻生遺跡
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図版32 小池麻生遺跡
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図版33 小池麻生遺跡
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図版34 小池麻生遺跡
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図版35 小池麻生遺跡
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図版36 小池麻生遺跡
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図版37 小池麻生遺跡
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図版39 小池向台遺跡

1 . 001号住居跡全景 南東より

2 .同 堀方全景より建物跡遺構群を望む 東より



図版40 小池向台遺跡

1. 002号住居跡全民 南より

2. 003号住居跡全景 西南より



図版41 小池向台遺跡

1. 004号住居跡全長 北西より

堀方全長



小池向台遺跡

1 . 004号住居跡遺物出土状況 北西より

2 .同遺物出土状況 南より

3 .同遺物出土状況 東より



図版43 小池向台遺跡
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図版44 小池向台遺跡
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図版45 小池向台遺跡

1 . 012号住居跡全景 西より

2 .調査風景



図版46 小池向台遺跡
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図版47 小池向台遺跡
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図版48 小池向台遺跡
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図版49 小池向台遺跡
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図版50 小池向台遺跡
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図版51 小池向台遺跡
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図版52 小池向台遺跡
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主要地方道成田松尾線I正誤表

本文訂正

頁 行 誤 正 頁 行 誤 正

6 9 先工器 先土器 108 2 A 2 -61 A 3 -61 

12 11 B型は D型は 127 22 形式 型式

. . . . 
53 7 029号跡 032号跡 130 4 次の図の 第118・119図の

60 8 A 6 -34 A 6 -36 130 12 次の図の 第119図の

63 13 波縄文 波状丈 130 21 小池向台遺跡山土 小池向台遺跡、出土

. . . 
70 7 盤形の杯である。 盤である。 130 21 ロクロ成形形 ロクロ成形

105 9 A3-11 A 3 -15 130 23 0011 001 

A 2 -84 A 3 -84 

挿図訂正

挿図番号 誤 正 挿図番号 誤 正

第15図 40.27m 40.20m 第74図スケール 10m 10cm 

第26図エレベーション図 a a 
， 

第90図 第90図 第91図

第26図エレベーション図
， 

a a 第91図層序 欠如 四

第27図 A 6 -92 A 7 -02 第91図 第90図

第27図 A 7 -03 A 7 -13 I 第93図レベル数字 欠如 42.50m 

第28図セクション図 己 5 第95図レベル数字 欠如 42.70m 

第37図レベル数字 m08.eE 39.80m 第96図 A3-11 A 3 -16 

第56図 019号 029 第96図
. . 

A 3 -21 A 3 -15 
. . 

第58図 B 13-61 B 13-52 第98図 A 2 -72 A 3 -72 
. . . . 

第59図 A 12-98 A 12-89 I 第98図 A 2 -84 A 3 -84 

第62図 A 6 -34 A 6 -36 第100図 A 2 -61 A 3 -61 

第62図 A 6 -44 A 6 -46 第100図 A 2 -72 A3一72

第70図スケール 10m 10cm 
. . 
A 4 -13 第102図 A 4 -04 
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